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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに






　こんにちは、矢野俊策やの・しゆんさくです。

　二度目の人はお待たせいたしました。初めての方はどうかこれからよろしくお願いします。




　この本は『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』というシリーズの第二巻となります。無論、前からの続刊なのですが、前巻を知らない人でも読んでいただける形となっておりますので、ご安心ください。もちろん、前巻『偽りの仮面』を読んでいただいた方がより楽しめます。前巻も同じく富士見書房から発売されておりますので、お手に取っていただければ幸いです。




　次に、本書から読み始める人のために少し解説を。

　この本はＴＲＰＧ『ダブルクロス』のリプレイです。

　ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイングゲームの略称です。ＧＭと呼ばれるひとりの進行役を中心にして、各プレイヤーはひとりひとつのキャラクターを操り、世界の中を冒険する、そんなゲームです。コンピューターを使わないオンライン・ネットワークゲームやＴＶゲームと言えば、多少イメージがわくかもしれません。




　そして『ダブルクロス』はそのＴＲＰＧの一作品となります。

　舞台は現代日本。とあるウィルスにより超常の力を手に入れてしまったキャラクターたちが葛藤し、日常を取り戻すために戦う、そんな設定のゲームです。

　もし興味がありましたら、同じく富士見書房より発売中の『ダブルクロス The 2nd Edition』をお読みください。そこに詳しいルールや世界が書いてあります。




　そして、リプレイとはそのＴＲＰＧを遊んだ風景を読み物の形として書き起こしたものです。実際にプレイし、遊んだ結果やその時の雰囲気などがわかりやすく、おもしろく説明されています。もしこのリプレイを読んで、楽しそうだなと思ったら是非直接ゲームを体験してみてください。ＴＲＰＧの、『ダブルクロス』の持つ最大限の魅力を味わうことができるでしょう。




　さて、それでは本文の方をお楽しみください。

　日常から少し離れてしまった、『ダブルクロス』の世界があなたを待っています。











第一巻のあらすじ






　関東近郊にある都市、双ふた枝え市し。事件はそのＵＧＮ支部からはじまる。

　同市にある私立高校にファルスハーツ（ＦＨ）が潜入していることを突き止めたＵＧＮ支部は、その調査にチルドレンである高崎隼人たかさき・はやと、玉野椿たまの・つばきのふたりを潜入させた。

　支部長である大おお宙ぞらヒカル、エージェントの群墨応理むらずみ・おうりのふたりと協力し、学園に潜入したＦＨを撃退する隼人たち。そしてその中で隼人は幼なじみの楠森七緒くすもり・ななおと再会する。だが、七緒は隼人が死んだものと思いこんでいたのだ。

　そして再び事件は起こる。街に住む人々の記憶が、そして街自体が恐るべき速さで変化していく。それはあたかも歴史を書き換えるように。

　調査の末、それは七緒の持つ秘められた力だということが判明する。

　結局、七緒を助けるため、隼人は自分が死んでいるという事実を七緒に再認識させる。街は元にもどり、事件を企たくらんだ鵜月幹安うづき・みきやすは倒したが、彼には苦い勝利であった。











































Dollhouse【ドールハウス】


　　１：おもちゃの家、人形の家、ちいさな家。

　　２：ままごとをする時の家。













PRE PLAY






昨日と同じ今日。

今日と同じ明日。

世界は繰くり返し時を刻きざみ、変わらないように見えた。

だが、人々の知らないところで既すでに世界は変へん貌ぼうしていた―――。




　その日は、第一巻かん発売から数週間後のこと。

　別件で打ち合わせていた編集さんが、こう言った。

　それは私―――矢野俊策やの・しゆんさくにとって、待望の一言だった。




「オリジン、第二巻行きましょう！」




　―――というわけでめでたくも第二巻である。

　実はまだいくつか、私にはやってみたいアイデアがあった。

　ネタとしては第一巻には使えず、キャンペーンだからこそ使える仕し掛かけ。

　今までのダブルクロスとちょっと違ちがう、新しいシナリオを───。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　そしてプレイ当日。

　ゲーム製せい作さく会社Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]の会議室には、私の他ほかふたりの人物が座すわっていた。

　まずはそのふたりを紹しよう介かいしよう。




▼大畑顕おおはた・あきら（以下：大畑）―――キャラクター：高崎隼人たかさき・はやと

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の社員のひとり。主にデータの製作にたずさわる。ゲーム中に自分のキャラクターが追い込まれるシチュエーションになると、急に生き生きしはじめるという面おも白しろい男。だが、決める時はビシッと決めてくれる。

　勝手に負けて、勝手に立ち直ってくれるのでＧＭとしてはとてもやりやすい。




▼しのとうこ（以下：しの）―――キャラクター：玉野椿たまの・つばき

『ＤＸ２』のメインイラストレーター。ルールブック、サプリメント、リプレイなど、ダブルクロス関連で出しゆつ版ぱんされた本のすべてでその精せい緻ちなイラストを見ることができる。

　大のゲーム好きであり、広大な知ち識しきから生み出されるコンボはＧＭを大いに苦しめる。




矢野（以下：ＧＭ）：というわけで、今日はオリジン第二巻のセッションをやります！

しの：……あれ？　でもプレイヤーふたりですか？

大畑：そうですね。天てんさんも社長もいませんし。

ＧＭ：それなんですが。……今回はちょっと面白いことをやろうと思いまして。

しの：面白いこと？

ＧＭ：主役がＵＧＮのチルドレンふたりなんで、いわゆる〝また旅もの〟をやろうかと。




〝また旅もの〟

　時代劇などで使われる物語形式のひとつ。もともとは博徒が全国を流れながら事件に巻き込まれていく形式のこと。それを参考にして、主人公たちが街から街へ流れていく物語の形式としてこの名称が使われることがある。

　この形式の代表的な作品は『木枯らし紋次郎』など。




ＧＭ：要は、ＵＧＮの任にん務むとして隼人と椿があちこちに出向く形式にしたいのだ。

大畑：おお、なるほど！　それは確たしかにちょっと新しいですね。今までダブルクロスと言えば、ひとつの街を舞ぶ台たいに進んでいくのが普ふ通つうでしたし。

ＧＭ：そうそう。そのために〝ステージ〟というルールがあるわけだしね。……ただ今回はそれを逆にとって、キャラクターを一部引き継つぎ、ステージを変へん更こうして遊んでみようという目もく論ろ見みなんだ。

しの：……じゃあ、ひょっとしてプレイヤー変更になるんですか？

ＧＭ：その通り！　今日は前のプレイヤーに代わってかわたなさんと悠ゆう羅らさんに参加してもらうことになってます。

大畑・しの：おお～～（パチパチパチ）。




▼田中信二たなか・しんじ（以下：かわたな）

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社のＤＴＰオペレーター。〝かわいそうな〟田中信二を略りやくして〝かわたな〟と呼よばれる。

　数々のリプレイで主人公をこなしてきた百戦錬れん磨まのプレイヤー。ダブルクロスでは、『闇やみに降ふる雪』、『聖せい夜やに鳴る鐘かね』で檜ひ山やまケイトというキャラクターをプレイした。




▼久保田悠羅くぼた・ゆうら（以下：悠羅）

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社のシステムデザイナー。『アリアンロッド』のシステム担たん当とうでもある。

　緻ち密みつな計算によってキャラクターを作り上げるが、なぜか彼のプレイするキャラクターは不思議な性せい格かくになることが多い。『アリアンロッド・リプレイ』では、フェルシアというやはり不思議な魔ま法ほう使つかいをプレイした。




ＧＭ：というわけで、悠羅さんたちを呼んでくるのでちょっと待っててくださいね。

大畑・しの：はーい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




かわたな：こんにちは─。

悠羅：とりあえずキャラクターはできたよー。

しの：あ、キャラクター作ってたんですね。

悠羅：とりあえず、データだけね。

ＧＭ：では、四人そろったところであらためてセッションをはじめたいと思います。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす。




▼ＰＣ①（高崎隼人）

ロイス：柚木芽以ゆずき・めい　ポジティブ：親近感／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　春の風が少し吹ふき始めたころ、キミは鳴なる島しま市への出向を命じられた。

　任務内ない容ようはひとりの少女、〝コールドブラッド〟柚木芽以の護ご衛えい。なんでも、能のう力りよくが強すぎて制せい御ぎよができないため、なるべくレネゲイドに関かかわらせないようにしなければならないという任務だ。

　―――また、大変な仕事になりそうだ。




ＧＭ：というわけで、大畑くんのハンドアウト。

大畑：……なんか、どっかで聞いたことがあるような任務なんですが（ＧＭの顔をうかがう）。

ＧＭ：ふっふっふ。……そうだねえ？

大畑：チクショー！　やっぱりわざとか！（笑）

ＧＭ：そりゃ当然。第一巻かんのネタは引き継がないと（笑）。

大畑：ああ、言われてみりゃそうですね（笑）。




▼ＰＣ②（玉野椿）

ロイス：〝コールドブラッド〟　ポジティブ：庇ひ護ご／ネガティブ：脅きよう威い

カヴァー／ワークス：高校生／ＵＧチルドレン

　キミは、高崎隼人と同じく〝コールドブラッド〟柚木芽以の護衛を命令された。

　なんでも、彼女のいる鳴島市のＵＧＮ支し部ぶが一ひと晩ばんのうちに壊かい滅めつしたため、護衛する人間がいなくなってしまったのだという。

　無人のＵＧＮ支部には、ファルスハーツの痕こん跡せきが残されていた。

　―――なんとしても、彼らから彼女を護らなければ。




しの：支部が壊滅……。

大畑：そりゃまた派は手でなことだ。

悠羅：……な～んかさー。

ＧＭ：どうしました？

悠羅：ＵＧＮの支部ってよく壊滅するよね？（笑）

ＧＭ：いや！　そんなことはないですよ！　そりゃ菊きく池ちさんのリプレイでは、そういうこともあったかもしれませんが！（笑）




　そういうことがあったのである。

　詳くわしくは『闇に降る雪』、『聖夜に鳴る鐘』を参照のこと。




しの：でも……、普ふ通つうに考えるとＵＧＮの支部って人の入れ替かわり激はげしいですよね。

ＧＭ：そうでしょうねえ。特にチルドレンをはじめとするオーヴァードは能力によって、あっちこっちに移い動どうさせられるでしょうし。

大畑：まあ、それで俺おれたちも転々としてるんですな。

ＧＭ：うん、そういうこと。

しの：……なにか色々納得がいきました。




▼ＰＣ③

ロイス：柚木芽以　ポジティブ：慕ぼ情じよう／ネガティブ：不安

カヴァー／ワークス：中学生／指定なし

　―――キミは恋こいをしている。あこがれの対象は同学年の柚木芽以。

　どこかはかなげな雰ふん囲い気き、柔やわらかそうな髪、ゆったりとした優やさしい笑え顔がお。

　彼女と同じ空間にいるだけで、キミはこの上ない幸福感に包まれる。




大畑：うわっ！　なんだこのハンドアウト！（笑）

しの：ラ、ラブがあふれてる……？（笑）

ＧＭ：というわけで、このハンドアウトはかわたなさん用です。かわたなさんのために、このハンドアウト作ってきました（笑）。

かわたな：ありがとう！　……で、このおもしろ恥はずかしいハンドアウトはなんの罠わな？（笑）

ＧＭ：いやあ、せっかくかわたなさんに参加してもらえるんだからこのくらいはやらないと。

かわたな：オレはそんなキャラなのか！（笑）

ＧＭ：そんなキャラです（きっぱり）。

かわたな：うお！　否ひ定ていしない！　……いや、確たしかに好きだけどね？　こういうの（笑）。

ＧＭ：ではあらためてハンドアウトを受け取って下さい（笑）。




▼ＰＣ④

ロイス：〝コールドブラッド〟　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：恐きよう怖ふ

カヴァー／ワークス：中学生ないしは高校生／指定なし

　キミはＵＧＮにも、ましてやＦＨにも所しよ属ぞくしておらず、どちらにも協力していないオーヴァードだ。そのため、双そう方ほうの組そ織しきから逃にげている立場でもある。

　その隠かくれ家としているのがここ、瀬せ戸と川がわ学園だ。全ぜん寮りよう制せいの学校であるため、身を隠すにはちょうどよかった。

　―――だが、状じよう況きようが変わった。どうやら、この学校には〝コールドブラッド〟なるＵＧＮのイリーガルが存そん在ざいするらしい。……注意して動かなければ。




ＧＭ：そういうわけなんで、これは自動的に悠羅さんのハンドアウトになります。

悠羅：……イリーガルってなんだっけ？

ＧＭ：ＵＧＮへの協力者です。エージェントと違ちがって、有事の際さいのみ協力してもらうような人間のことですね。

悠羅：おお、なるほど。

ＧＭ：で、このキャラクターはまったく組織に属していないという設せつ定ていになるんですが……。

悠羅：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。……考えていたキャラクターでまったく問題ないから。

ＧＭ：お、それならＯＫですね。

悠羅：そうそう。……ふふふふふふふ。

ＧＭ：…………？




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それぞれのハンドアウトを確認したところで、キャラクター作成の詰めを行なってください。大畑くんとしのさんは自分のキャラクターを成長させてくださいね。

一同：はーい。




　キャラクターを詰めていく四人。

　大畑、しののふたりは成長方針に悩み、かわたな、悠羅のふたりは、キャラクターの細部を決定するために頭をひねっている。なお、新キャラにはプレイヤーのふたりがイベントで稼いだ経験点を使ってもらった。

　そしてしばしの後、新旧取り混ぜた四人のキャラクターが完成した。











































ＧＭ：では、自分のＰＣ紹介をお願いします。大畑くんとしのさんは、成長を申告してください。




●ＰＣ①（高たか崎さき隼はや人と）

大畑（以下：隼人）：前に引き続き、高崎隼人っす。……やる気のないＵＧチルドレンでございます（笑）。

しの：やる気だして！（笑）

かわたな：まあ、前の事じ件けんもあるしな。

隼人：いや、そこは立ち直りましたよ。……表向きは。

一同：表向きかよ！（笑）

隼人：何かあるたびに思い出すのはお約束です（笑）。んで、成長ですが。とりあえず【肉体】を伸のばしました。……さすがにこれ以上椿と差がつくのはいやなので。

ＧＭ：まあ、あっちは10とかあるしねえ（笑）。

隼人：はい。だからＵＧＮの通信器具で体を鍛きたえる！　まったく簡かん単たんだ！（笑）

かわたな：なんだその怪あやしい鍛え方は（笑）。

隼人：一日十五分でＯＫですよ？（笑）

ＧＭ：それはいいから（笑）。……ちなみに、その他の成長は？

隼人：持っているエフェクトのレベルあげたくらいです。……そういえば季節は春らしいですが、俺たち学年上がるのかな？

ＧＭ：いや、その直前―――春休み中の話になるよ。

隼人：おお、じゃあ次の四月から俺は三年生だ！

悠羅：まともに学校行ってればな～（笑）。

隼人：うう……（肩を落とす）。

ＧＭ：やっぱり立ち直れてないよ（笑）。




●ＰＣ②（玉たま野の椿つばき）

しの（以下：椿）：続投組のふたり目、玉野椿です。あいかわらず任にん務むであちこち渡わたり歩いてます。

ＧＭ：うん。今回の任務もその一いつ環かんみたいなものですね。……では、成長は？

椿：十七歳さいになりました。

ＧＭ：…………。

椿：…………？

ＧＭ：ええと……、経けい験けん点てんはどう使いました？

椿：え？

ＧＭ：…………。

椿：……あ！　成長ってそういうことか！（笑）

一同：本気で間違えてたのか！（笑）




　なかなかに恐おそろしい才さい能のうである。




椿：え～、とりあえずまた取得しているエフェクトのレベルを上げました。……これでいつでもクリティカル値ちは７からスタートです。

隼人：ピュアブリードはそこが強い。

椿：あとは《崩くずれずの群むれ》を取りました。これでカバーリングができます。

かわたな：頼たよれるなあ。

ＧＭ：というわけで、このふたりで今回のステージ―――鳴島市に向かうことになります。

椿：……今回は支し部ぶが無いんですよね。

ＧＭ：その通り。……これで思いきったことがいろいろやれますよ？

椿：うわ、悪い顔（笑）。




●ＰＣ③

ＧＭ：では、次はかわたなさんお願いします。

かわたな：新キャラその１だ。……名前は蓮はす見みイサム。ハンドアウト指定どおりの十四歳で男。Ｄロイスは変へん異い種しゆ。シンドロームはハヌマーン／サラマンダー、略りやくしてハヌマンダー。

ＧＭ：えええええええええ？（笑）

椿：（さらりと）ああ、ハヌマンダー。よく言いますよね。

一同：ええええええええええええええっ!?（爆ばく笑しよう）

椿：私のグループだとよく言いますよ？　他ほかにもサラマーンとか。




　あなどりがたいグループである。




かわたな（以下：イサム）：つ、続けるぞ。中学生は中学生でも、ただの中学生じゃない。……こいつは時代後れのギターキッズ。すべてをギターにかけた、そんな少年なのだ！（笑）

悠羅：別にギター持った中高生はいっぱいいるだろう。

イサム：いや！　……ポイントはそこじゃない。ただギターが好きなんじゃなくて、〝時代後れ〟なタイプのギターキッズであることに意味がある！

ＧＭ：……こりゃまた強きよう烈れつな（笑）。

イサム：音楽によって愛と平和を伝え、いつか伝説を築きずくのだ！　……だが、そんなオレにも悩なやみがある。

隼人：ほ、ほう？

イサム：オレの能力は《サイレンの魔ま女じよ》を中心とした音波攻こう撃げき。なので、オレのギターを聴くと、敵てきが死んでいく！　うおおおおおおっ、オレのギターはそんなに下手なのかああああああっ!!（爆笑）

ＧＭ：いや！　自分で能力設せつ定ていしておいて、自分で悩まれても！（笑）

椿：……す、すごいキャラだ（笑）。

悠羅：（しみじみと）かわたなだからねえ（笑）。

イサム：そんなオレだが、今は恋こいをしているのだ。───ラブソングの季節なのだ。




　まったく意味がわからない。




ＧＭ：濃こいキャラクターなのはイヤってほどわかりました（笑）。……ちなみにイサムのコードネームは？

イサム：スーパーソニック・スーパースター（爆笑）。

椿：ス、スーパーがふたつ！（笑）

ＧＭ：徹てつ底てい的にあたま悪いキャラだなあ（笑）。

イサム：そこが狙ねらいです（笑）。




●ＰＣ④

ＧＭ：じゃあ最後に悠羅さんお願いします。

悠羅：はーい。……名前は星乃聖音ほしの・きよね。シンドロームはオルクス／バロール。ワークスとカヴァーは両方とも中学生。年ねん齢れいは十四歳さいで女の子。

椿：今回、みんな若わかいな～。

悠羅（以下：聖音）：たぶん、イサムと同じクラスの方が話にからみやすいかなあと思ってこうしたんだけど。……ＧＭ、どう？

ＧＭ：それはとてもありがたいです。

聖音：うん、じゃあこれで。……そして、ハンドアウトにあった〝どの組そ織しきにも属ぞくしていないオーヴァード〟というところだけど、ここをちょっと変へん更こう。

ＧＭ：変更？

聖音：まずＤロイスの戦闘用せんとう人じん格かくを取る。表の人格はレネゲイドのことなど何にも知らない中学生。

ＧＭ：ほうほう。

聖音：そして裏うらの人格は―――レネゲイドの意い志しの集合体ということに！（笑）

イサム：ちょっと待て！　……レネゲイドはウィルスだから、意志は無いだろう！（笑）

聖音：（真顔で）いや、これがあるんだよ。驚おどろいたことに。

ＧＭ：いやあるんだよ、ではなく（笑）。

聖音：ちなみに集合意い識しきのようなもので。その意志に反する〝ジャーム〟という存そん在ざいを狩かっているのがその裏の人格。

椿：ジャ、ジャームは意志に反してるんですか？

聖音：そう！　あれは言ってみればガン細さい胞ぼうみたいなもので、自分たちの一部ではあるけどオーヴァード全体に害をなすものなんだ！

イサム：なるほどー……、ってだまされないぞ！（笑）




　もう、なにがなんだか。




聖音：ちなみに、この人格が芽生えたのは幼少時。母親と共に事故に巻き込まれて、本来命を失っていたはずなんだけど、なぜか助かった。それ以来、裏の人格が宿るようになった。

椿：なぜ助かったかは謎のままですか？

聖音：そう。……ちなみに、裏の人格はジャームのいる場所や、ジャームの来そうな場所が漠然と感じ取れる。だから、この学校に入ってきたんだ。

隼人：…………。

聖音：だからこそ、裏の人格は自分がレネゲイドの化身だと自称しているわけだが。

隼人：全部妄想っ!?（笑）

聖音：さあ？　何が真実かは誰にもわからないよ～、……うふふふふふふ（笑）。

ＧＭ：…………ま、まあ真実かどうかは不明ということで。

聖音：表向きは普ふ通つうに中学生として学生生活を営いとなんでいる。そしてレネゲイド関連の事じ件けんが起きると、裏の人格が出てきて事件を解かい決けつする。そんな人。

隼人：なんか、うっかりすると世界の敵の敵～とか言い始めそうですね。

イサム：てか、まあブギー●ップだよな（笑）。

聖音：それもモデルのひとつだとは言っておこう。初期のタキシード仮面とか、シャンゼリオンのザ・ブレイダーとか、他にもモデルはあるんだけどね（笑）。

隼人：わからねえ！（笑）

ＧＭ：ちなみにコードネームは？

聖音：表の人格はヴァイオラ。裏の人格はシザーリオと名付けられている。……原典はシェイクスピアの『十二夜』。

ＧＭ：ヴァイオラというキャラクターが男だん装そうした時に名乗る名前がシザーリオでしたっけ？

聖音：そうそう。

ＧＭ：しかしまあ……。かわたなさんにしても悠羅さんにしても、ひっどいキャラクターだなあ（笑）。

イサム・聖音：失しつ敬けいな！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ＰＣ間ロイスを取ってもらいましょう。隼人→聖音→イサム→椿→隼人の順番でお願いします。

一同：は～い。

隼人：俺おれから聖音……かあ（笑）。

聖音：まあ裏の人格と昔会ったことがある、とかでどうだろう？

隼人：それしかないですね。……誠せい意いと劣れつ等とう感にしておきます。関係想像しにくいから、色々無ぶ難なんなもので（笑）。

聖音：あたしからイサム。……クラスメイトだから親近感。ネガティブは―――ギター弾ひくところに猜さい疑ぎ心しん（笑）。

椿：怪あやしそうだからなあ（笑）。

イサム：そんなっ！　ストレートなギター少年じゃないか！（笑）

ＧＭ：全然ストレートじゃないですよっ！（笑）

聖音：ダイスの結果もそう言ってるし、こっちはイサムに口うるさく構う感じにするね。

イサム：口うるさく？

聖音：ほら、イサムが変なことをしたら、「またあんたはそんなことを！」って言って怒ったり、からかったりするタイプ。……イサムがいろんな意味で強烈なキャラだから、そういうの必要でしょ？

イサム：なるほど、それはスバラシイ！

聖音：じゃあ、それで行こう～。

イサム：……オレから椿は有ゆう為いと恥ち辱じよくで。なんとオレは恥はずかしい場面を見られてしまったのだ！（笑）

椿：は、はずかしい場面？

イサム：いや、〝見られた〟のではなく、〝見られる〟ことにしよう。……というわけで、この感情は初対面時に抱くことに（笑）。

椿：え？　……まあ、えと、それで……。

ＧＭ：じゃあ、そういうことで（笑）。

椿：ええと、隼人へはポジティブ親近感。ネガティブは悔かい悟ごで。……悔悟は前の事件を思い出すから。

隼人：ああ、それは納なつ得とく。

ＧＭ：……では、ここからあらためてセッションを開始します。よろしくお願いします。

一同：よろしくお願いしまーす。






ロイス　『ＤＸ2』における人間関係を表すルール。そのキャラクターにとって、もっとも影響力の強い人物のこと。

ポジティブ／ネガティブ　ロイスに対して持つ感情。必ず一セットで結ぶ。

カヴァー　そのキャラクターの表向きの職業や立場。

ワークス　そのキャラクターの本質的な職業や立場。

どっかで聞いたような　隼人は第一巻で似たような環境のキャラクターと出会ったことがある。ついでにそれがトラウマになっているようだ。

《崩れずの群れ》　体の一部を変形させて、対象をかばうエグザイルのエフェクト。

ハヌマーン　反射神経強化による超スピードと、振動―――つまり音を操るシンドローム。隼人は前者、イサムは後者である。

サラマンダー　熱を操るシンドローム。炎と氷の双方が扱える。

《サイレンの魔女》　音波によって超広範囲に攻撃を繰り出すハヌマーンのエフェクト。

オルクス　一定の〝領域〟内の生物、無生物を自在に操るシンドローム。

バロール　〝魔眼〟と呼ばれる器官を使用し、重力を操るシンドローム。

戦闘用人格　もうひとつの人格を宿すＤロイス。侵蝕率が[image: 100]％を越えると、判定のダイスが激増する。























OPENING PHASE









◆Opening 00◆ＵＧＮ支し部ぶ、壊かい滅めつ


Master Scene






　―――バシャリ。

　白い壁かべに紅あかい血が飛び散った。

　壁を汚よごした原げん因いんであるその男は、上半身をなくし、さまようように数歩歩いた後、あっけなく崩くずれ落ちた。




　男は無む機き質しつな目でそれを確かく認にんすると、周囲にいる部下たちに言った。

「全ＵＧＮエージェントの死し亡ぼうを確認。……ＵＧＮ鳴島市支部は壊滅した」




ＧＭ：最初はマスターシーンです。……鳴島市支部が壊滅したことが判はん明めいするシーン。

椿：…………。

ＧＭ：シーンはＵＧＮの一部隊が鳴島市支部に突とつ入にゆうするところからはじまる。音信不通になってから半日、異い常じようを察知した日本支部が部隊を派は遣けんした。そこからだ。




　中は不思議な状じよう態たいだった。戦いの痕こん跡せきはある。あらゆるところに血が飛び散っている。

　―――だが、死体がどこにも無いのだ。




　そして、ＵＧＮの部隊は〝それ〟を発見する。

　支部長室の壁に大きく血で書かれた文字を。

　〝Double Cross〟の文字を。




　その下には、下半身だけになった支部長の遺い体たいが転がされていた。

　―――五分後、派遣部隊は日本支部長、霧きり谷たに雄ゆう吾ごに鳴島市支部壊滅を報ほう告こくした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




イサム：戦せん闘とうの跡はあるのに死体が無い。

隼人：……なんだか厄やつ介かいな相手だな。

ＧＭ：ふっふっふ。では、次のシーンへ。







◆Opening 01◆鳴島市へ


Scene Player―――玉野椿






　椿が日本支部、支部長室のドアを開くと見知った顔がそこにいた。

　高崎隼人―――、椿と同じＵＧチルドレン。

　相変わらずどこかやる気のなさそうな顔をしている。




ＧＭ：では椿と隼人のオープニング。……霧谷雄吾に呼よび出されたところからスタート。

隼人：俺も登場ですね。じゃあ侵しん蝕しよく率りつを上げましょう。……10。

椿：じゃあ、ちらりと隼人の顔を見て言います。……久ひさしぶり。

隼人：よお、元気そうだな。……あの犬はどうしてる？

椿：ボタン？　相変わらず、毎朝起こしてくれるわよ。

隼人：ははっ。そのへんも変わんねーな。

ＧＭ：では、挨あい拶さつが終わったところで霧谷が話しはじめる。「……あなたがたを呼び出したのは他ほかでもありません。また任にん務むをこなしていただきます」

椿：緊きん急きゆう……というお話ですが。

ＧＭ：「ええ。……まずこれを見てください」霧谷が手元のスイッチを押おすと横の壁が開いて、モニターがあらわれる。―――そこに映っているのは海上都市。

隼人：……これは？

ＧＭ：「この海上都市、鳴なる島しま市のＵＧＮ支部が壊滅しました」霧谷は唐とう突とつに切り出す。

隼人：壊滅っ!?

椿：…………。

ＧＭ：「とある理由により、この支部は日本支部への定時連れん絡らくを義ぎ務むづけられていました。その連絡が最後に入ったのが三日前。二日前に日本支部の部隊が突入。内部を確認しましたが……」ここでモニターは支し部ぶの内部を映うつす。

椿：……全ぜん滅めつしていた、と。

ＧＭ：霧谷はうなずく。「支部の壁かべには、血文字でダブルクロス……そして〝ＦフアルスＨハーツ・クレッセント〟と書かれていました。我われ々われはこの〝クレッセント〟が支部を壊滅させたと睨にらんでいます」

隼人：裏切り……か。なんのことだろうな？

ＧＭ：「わかりません。……何かしらの意図はあるとは思いますが、それ以上はなんとも」霧谷は首を振る。

椿：〝クレッセント〟とは、コードネームでしょうか。

ＧＭ：「おそらくは」

隼人：じゃあ、今回の任務はそいつを倒たおせばいいのか？

ＧＭ：「そうであればよかったのですが……」

椿：他にも何かある、と？

ＧＭ：「その通り。……そしてこちらが主目的となります」霧谷は表ひよう情じようを引き締しめて言う。「あなた方には、コードネーム〝コールドブラッド〟を護まもってもらいます」

隼人：……オーヴァードか？

ＧＭ：「そう。〝コールドブラッド〟はこの日本支部でも最重要機き密みつのひとつです。……鳴島市支部はこの情報を守るために存そん在ざいしていたと言っても過言ではないでしょう」

椿：そんな情報が……。それは敵てきに奪うばわれたのですか？

ＧＭ：「いいえ。……彼らはそこだけは守り通してくれたようです」モニターに線の細い、色素がちょっと薄い感じのはかなげな女の子が映される。年ねん齢れいは中学生くらい。ちょっと日本人離れした顔だね。

隼人：おい……、まさかこんな子が……？

ＧＭ：「ええ。彼女が〝コールドブラッド〟です」

椿：まだ中学生じゃないですか！
















ＧＭ：霧谷は重々しく言う。「彼女の名前は柚ゆず木き芽め以い。出自、係累は一切不明。類たぐい希まれなる能のう力りよくの持ち主ではあるのですが、その能力を制せい御ぎよすることがほぼまったくできない、という問題点を抱かかえています。……そのため我々ＵＧＮでは、彼女の記き憶おくを〝調整〟し、レネゲイドに関かかわらせずに遠とお巻まきに監かん視しを行ってきました」

椿：それって……。

隼人：…………。

ＧＭ：「彼女の監視、そして護衛が鳴島市支部の最も重要な仕事だったわけです。しかし、支部はこの有様。……あなた方にはその任務を引き継いでもらいます」

隼人：……どこかで聞いたような話だな。

ＧＭ：隼人の言葉に霧谷はなにも答えない。「我々は両親が長い出張に行っているという記憶を与え、彼女を全ぜん寮りよう制せいの中高一いつ貫かん校こうに通わせています。……あなた方には〝コールドブラッド〟の護衛をしながら、ＦＨ―――〝クレッセント〟の目的を暴き、撃退してもらいます」そう言って、霧谷は生徒手帳をふたつ机つくえに置くよ。

隼人：とりあえず霧谷を睨みつけながら生徒手帳を受け取ろう。お前わかっててやっただろうっていう意味を込こめて（笑）。

ＧＭ：ふっふっふ。霧谷はいつもの表情のまま、動じない（笑）。

椿：全力であたらせていただきます、と言って受け取ります。

ＧＭ：「最後に。……彼女はどちらかと言えば病気がちな体たい質しつです。それに乗じる形でＵＧＮスタッフが定期的に彼女の検けん診しんを行なっていました。彼女について調べるのであれば、まずはそこから手をつけるといいでしょう」

椿：了りよう解かいです。

隼人：（椿に）……またお前と任務か。

椿：右手を出して握あく手しゆを求める。……よろしく。

隼人：ああ、うまくやろうや。




　どこか皮肉げな笑えみのまま、隼人は椿の手を取った。

　そして―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「なにぃぃぃぃぃぃぃっ!?」




　少し暖あたたかい風が吹ふく中、あたりに隼人の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたった。

　ここは件くだんの学校、瀬せ戸と川がわ学園の敷しき地ち内ない。

　隼人と椿の目の前にある、男子寮とおぼしき建物は―――黒こげになっていた。




ＧＭ：寮の管理人であるおばちゃんが言うよ。「ごめんね～、ついこの間火事があってね。……しばらく女子寮の方に、男子も避ひ難なんしてもらうことになったのよ。いやあ、春休みでよかったよかった」

隼人：いや！　よかったじゃなくて！　聞いてないぞ、そんなこと！（笑）

ＧＭ：「そりゃ聞いてないでしょうよ。つい数日前だもの」おばちゃんは全然気にしてない。

隼人：いや！　だからそういうことじゃなくてだな！　高校でそんなことしていいのかよ！

ＧＭ：「あら。中学生も一緒よお」

隼人：そうじゃねえだろ！（笑）

椿：…………（微び妙みように硬こう直ちよくしてる）。

ＧＭ：「悪いけど我が慢まんしてちょうだいね。……女子寮の方にいけば、担たん当とうがなんとかしてくれるから」そう言っておばちゃんはどこかに行ってしまう（笑）。

隼人：…………呆ぼう然ぜんと見送る俺おれ。なぜか風も吹く。ひゅー、カサカサカサ。

椿：ま、まあ仕事がやりやすくなったと思えば……。

隼人：そ、そうだよな。はは、はははは……はぁ。




　ふたりの乾かわいた笑いがこだまする。

　はたして、波は乱らん含ぶくみの任にん務むはこうして幕まくを上げたのだった。







◆Opening 02◆恋こいする少年


Scene Player―――蓮見イサム






　引っ越こし荷物の中から、イサムは相あい棒ぼうのストラトキャスターを取り出す。

　地元のギター屋と強ごう引いんに仲良くなって、壊こわれかけのものを直してもらった一品だ。

　正直、音も悪いし、いいギターではないが、イサムはこれを気に入っていた。




　イサムは簡かん単たんな調整ののち、ギターをつま弾びく。

　イメージするのはもちろんあの子の姿―――。




ＧＭ：では、次のシーンはイサム。

イサム：はいはい。……侵しん蝕しよく率りつあげるよ。

ＧＭ：さて、今は春休み。でもイサムは家に帰らずにこの寮にいる。それはなぜかと聞かれれば―――。

イサム：柚木芽以がいるからだ！　ギュワーン（ギターを弾く）。

ＧＭ：ちなみにイサムも男だん子し寮りようが焼けたので、現げん在ざい女子寮に避難している。

イサム：ま、これはある意味チャンス（にやり）。

聖音：これを機会にお知り合いになって。

イサム：柚木と仲良くなるぜ～！　とギターをかき鳴らす！（笑）

ＧＭ：そんなことをしていると、隣となりから「うるさいぞ！」という苦く情じようが（笑）。

イサム：ちっ、オレの音を理解しないヤツめ。……まあ、外に行くか。

ＧＭ：じゃあ、イサムが……。

イサム：（間かん髪はつ入れず）オレは階かい段だんを降おりながら、柚木の長く柔やわらかそうな髪かみをイメージしたフレーズをかき鳴らす。

椿：……は？

イサム：だがオレは思う。……ダメだ！　まだ彼女の魅み力りよくを１％も再さい現げんできていない。ああっ！　オレはなんて音楽の才さい能のうが無いんだ！（爆ばく笑しよう）




　えーと。




ＧＭ：勝手に持ち上げて、勝手に悩なやまないでください！（爆笑）

イサム：いいじゃないか！　そういうキャラなんだから！（笑）

隼人：（笑いながら）これ、絶対寮の人間はイサムが芽以に惚ほれていること知ってるよ！

椿：（笑いながら）ああ、知らないのは本人たちだけ。

聖音：（笑いながら）ああ、あるある！

ＧＭ：じゃあそれで（笑）。さて、イサムが階段でギターを鳴らし、頭を抱かかえていると……。

椿：……器用だなあ（笑）。

ＧＭ：「……蓮見くん」と声がかけられる。もちろん、キミはその声をよ～く知っている。

イサム：その声は！　オレにとっては天上の妙たえなる調べにも等しいその声の持ち主は！（笑）

隼人：なんでクラシックな演えん出しゆつなんですか（笑）。

イサム：じゃあ、演出をロックにしよう。……オレの鼓こ動どうが８ビートから16ビートに跳はね上がった！（笑）

ＧＭ：「……ええと、蓮見くん？　大だい丈じよう夫ぶ？」声の主、柚木芽以は奇き妙みような行動を繰くり返すイサムに心配そうに言う（笑）。

イサム：（かっこつけながら）ああ、大丈夫だよ。問題ない。

ＧＭ：彼女は大きめのバインダーをひとつ抱えている。……イサムは知ってるけど、芽以は今混こん乱らんしている寮生を振ふり分ける作業の手伝いをしている。ボランティアでね。バインダーはその資料だろう。

椿：おお、いい子だ。

イサム：柚木も大変だな。寮の人員の整理をしてるんだって？

ＧＭ：「うん、先生が大変だから。……それに、できることがあればやってみたいと思うし」彼女はにこりと笑ってそう言う。

イサム：あ～～～～～～～、こういうとこがまたいいんだああああああっ！（笑）

ＧＭ：再ふたたび悶もん絶ぜつしはじめたイサムの前に、一枚まいのプリントが差し出される。……学校のプリントというよりは、なんか手書きっぽいけど。

イサム：……？　これは？

ＧＭ：そこには春休み中に行なわれるフリーマーケットについて書いてある。「これ、よかったら参加してみて」

イサム：……柚木、これに参加するのか？

ＧＭ：「うん。実行委員──みたいなことをしてるの」彼女はうなずく。

イサム：ならオレも参加するよ。……いや、参加じゃなくて柚木を手伝おう。

ＧＭ：芽以はちょっと驚おどろいた顔で、「……え？　いいの」

イサム：はっはっは！　任まかせろ！　それにオレだって色々目的がむにゃむにゃ（笑）。

隼人：つくづくわかりやすいな、コイツ（笑）。




「じゃあ、また連れん絡らくするね！」




　笑え顔がおを見せながら、芽以は帰っていった。

　イサムは芽以を見送りながら、ガッツポーズを取った。

　……これでまた一歩彼女に近づける！

　恋こいする少年の目は―――燃もえていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：強きよう烈れつなキャラだ……（笑）。

椿：……ちょっと驚いた（笑）。

隼人：しかし、ロックなんだかそうじゃないんだか……。

イサム：いや！　ロックとしては手伝いもしないんだが、そこは柚木なので！（笑）

聖音：もう全然ロックじゃないな（笑）。

イサム：本来なら家庭も持たないのが俺のロックなんだが…………、柚木との将しよう来らいは今から考えておこうかと思う（爆笑）。

椿：飛びすぎ！　飛びすぎ！（笑）







◆Opening 03◆表と裏うらと


Scene Player―――星乃聖音






　星ほし乃の聖きよ音ねは私し立りつ瀬戸川学園に通う中学二年生。

　活発で行動力があり、クラスでの信しん頼らいも厚あつい。ちょっとおしゃべりなのがたまにきず。




　そして―――。彼女には、隠かくされた裏の顔があった。




ＧＭ：では、聖音のシーン。

聖音：はーい。……侵しん蝕しよく率りつをあげまーす。

ＧＭ：聖音ももちろん、寮りように残っている組なわけですが。……男子寮の事じ件けんから、男子はうろつくわ、先生はうるさいわで大変です。

聖音：じゃあごちゃごちゃしている寮の廊下を、今年の春休みは大変だなーとか言いながら歩いていよう。

ＧＭ：そうすると同じクラスの女の子が、「聖音ー」と声をかけてくる。

聖音：んー？（振り返る）

ＧＭ：「どう？　聖音のところは落ち着いた？」……現げん状じよう、女子寮への生徒受け入れは進んでいる最中で、中に残っている人間も部屋を移うつったりするなど色々混こん乱らん状じよう態たいにあると思ってください。

聖音：なるほど。じゃあ……、あたしのところは大丈夫。特に引っ越こしとかもなかったし。と返しておこう。

ＧＭ：目の前の女の子は「いいなー、こっちなんてさー」と愚ぐ痴ちを続ける。…………そんな聖音たちを人ひと混ごみに紛まぎれてどこからか見ている気配がする。

聖音：……それは怪あやしい気配？

ＧＭ：―――どこか殺気を含ふくんでいる。

聖音：了りよう解かい。では、みんなと話していながらも、ふっと皮肉げに笑って、……ボクを見ている？　とつぶやこう。

隼人：うわ！　一いち人にん称しよう変わった！（笑）

椿：わかりやすくていいなあ（笑）。

聖音：ちなみに、ボクはこの街のＵＧＮ支し部ぶのことは知ってるのかな？

ＧＭ：うん、知っています。

聖音：ＯＫ。じゃあ、……探さがしているのは〝コールドブラッド〟、か？　と付け加える。ちなみに、気配がした方向を見ると？

ＧＭ：もちろん、気配はすぐ消える。ただ、気配の消し方は専せん門もん家かのそれだ。

聖音：ふうん？　『コリオラヌス』曰いわく、「行動は雄ゆう弁べん」というわけだね。

隼人：……え？

聖音：シェイクスピアだよ。本来の意味とは少し違ちがうけど。……ＦＨは相当に〝コールドブラッド〟のことを気にしているようだね。となればＵＧＮもかなりの機き密みつを抱かかえているようだ。―――また、何かがはじまるのかな。……と、みんなに聞こえない程てい度どに言う。

ＧＭ：そこに、「星乃さん？」とさっきのイサムと同じように芽以が声をかけてくるよ。

聖音：あ、こっちも芽以と同じクラスにしたんで、下の名前で呼よんでくれる？

ＧＭ：ああ、了解。……じゃあ、「聖音ちゃん？」

聖音：くるりと振ふり向いた時には、いつもの顔に戻もどっている（笑）。

隼人：そうそうそう、そうこなくちゃ（笑）。

聖音：あれ？　芽以じゃない。何やってるのこんなところで？

ＧＭ：彼女はバインダーから例のプリントを取り出して、「前に言ってたフリーマーケット、動かせそうだから」と言いながら、聖音に差し出してくる。

聖音：へ～、学校の許きよ可か通ったんだ。やるじゃない、芽以も。

ＧＭ：「春休み中で、やることもそんなにある訳わけじゃないし。イベントとしてはちょうどいいと思ったんじゃないかな、先生たちも」どことなく、芽以は嬉うれしそうだ。

聖音：芽以はなんていうか、アクティブっていうか。よくこんな事までできるよね～。感心しちゃうわ。……しみじみとうなずきながら言おう。

ＧＭ：「そう、かな？」芽以は照れくさそうにしている。

聖音：やるっていうならもちろんあたしも手伝うよ！

ＧＭ：「うん、その時はよろしくね」彼女はにっこり笑って、またプリントを配りにどこかに行ってしまう。

聖音：じゃあ、決まったら教えてー。……と、手をひらひら。

ＧＭ：ではふたりが別れたところで、一度シーンを切ります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




聖音：……はっ！　普ふ通つうに会話してたら、なんだかものすごく芽以と仲良くなってしまった！（笑）

椿：うん、すっごい自然に喋しやべってましたね。

隼人：思わず見入っちゃいましたよ。

聖音：そのうち芽以にロイスを取ろう（笑）。

ＧＭ：その時は申しん告こくしてくださいね（笑）。……では、次はミドルフェイズに入ります。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆学まなび舎やの様子


Scene Player―――玉野椿






　案内された女じよ子し寮りようの前は、ずいぶんと混こん雑ざつしていた。

　……当然と言えば当然か。男子寮から女子寮へ人を受け入れるなんて事じ態たいはそうそう無いはずだ。




　人ひと混ごみの中、小さな人ひと影かげがひとり、忙いそがしそうに生徒の案内をしていた。

　―――その顔に、椿は見覚えがあった。




ＧＭ：では、登場するのは椿と隼人。オープニングの直後、寮の目の前に来たところから。

隼人：じゃあ引きつった顔でそこにいる俺おれ（笑）。

椿：（ため息をつきながら）……あきらめなさいよ、いい加か減げん。

隼人：頭じゃわかっているんだがなあ……、なかなか。

ＧＭ：寮の目の前は結けつ構こうな人が集まっている。みんな大きな荷物を抱かかえて、先生や案内役の生徒に話を聞いて順番に中に入っていく。その案内役の生徒の中に、ターゲットの姿すがたが。

椿：柚木芽以ちゃん、か。

ＧＭ：彼女は一生懸けん命めいに生徒たちを案内している。

隼人：ちょうどいい。……ついでに話を聞こうぜ。

椿：そうね。―――近づきます。

ＧＭ：すぐに芽以は隼人たちに気がついて、「……あ、男子寮の人ですか？」

隼人：ああ、いや、俺たちは違ちがうんだ。

椿：転入生なの。

ＧＭ：「あ！　聞いてます！　……じゃあ生徒手帳を見せてもらえますか？」芽以は名めい簿ぼを確かく認にんしながら言うよ。

隼人：（生徒手帳を出しながら）高崎隼人だ。

椿：（生徒手帳を出しながら）玉野椿です。

ＧＭ：（目を瞬しばたたかせて）「え？　玉野―――椿さん、ですか？」

椿：……そう、だけど？

ＧＭ：芽以は顔をぱっと輝かせて、「あの！　わたし、同室の柚木芽以と言います！　その……今日からよろしくお願いします！」

椿：ええっ!?

一同：えええええええええええええええっ!?




　なぜか驚く一同。




隼人：ま、まあ都合はいいんじゃないか？　この子を守らなきゃならないんだから。

椿：（ぼそりと）……霧谷さんあたりの差し金な気がする。

隼人：あ～、可か能のう性せいは高いな。

椿：あらためて彼女に言おう。……玉野椿です。よろしくね、芽以ちゃん。

ＧＭ：「はいっ！」芽以はキラキラした目で、椿の手を取った。

隼人：……で、俺はどこに行けばいいんだ？

ＧＭ：「ええと、男子生徒は全員一階と二階になります。……三階以上は女子専用の階になってますんで、入らないように注意してくださいね」

聖音：なるほど。……ま、そのくらいはしてもらわないとねー。

ＧＭ：「高崎隼人さんは、二階の奥おくになります。……ええと蓮見イサムくんという男子と同じ部屋ですね」

隼人・イサム：ええええええええええええええっ!?

イサム：待ってくれ！　オレはロッカーだぜ？　誰だれかと相部屋なんて冗じよう談だんじゃねえよ！（笑）

ＧＭ：まあまあ、登場してない人は文もん句くを言わない（笑）。

隼人：……よく考えたら、俺もまだイサムに会ってないから何も言えない（笑）。

椿：とりあえず隼人にこっそりと言っておこう。……シチュエーションは悪くないから、あとはミスをしなければ護衛に関しては大だい丈じよう夫ぶそうね。

隼人：そうだな。へまをして正体ばらすなよ。

椿：私は大丈夫。そっちこそ気をつけて。あと、のぞきとかしないように。

隼人：しねーよ！（笑）

ＧＭ：では、そんな風にふたりが話していると唐とう突とつに、「やあ、転入生の方ですか？」と男の声がする。……すぐ背はい後ごから。

隼人：うお!?　あわてて振ふり返る！

ＧＭ：すると隼人たちのすぐ後ろに、制せい服ふくをきちんと着た長身の男子生徒が、穏やかな笑みを浮かべて立っている。……ついさっきまで、気配なんてなかったのに。

椿：…………あなたは？

ＧＭ：彼は笑顔のまま言う。「はじめまして。私は一いち倉くら和かず臣おみ。……今度我われ々われの学年に転入生が入ってくると聞いて、挨拶しようと思いまして」

隼人：…………。

ＧＭ：ちなみに、芽以が「あ、会長さん」とその男の顔を見て言う。

隼人：会長？

ＧＭ：「ああ、昨年から生徒会長をつとめてましてね。下級生にはそちらの顔の方が覚えられやすいんですよ」

隼人：なるほどな……。

椿：はじめまして、玉野と言います。……警けい戒かいしたままそう答える。

隼人：高崎隼人だ。よろしく。……俺も相手から目線をはずさずにそう言おう。

ＧＭ：「休みが明けたら、同じクラスになるかもしれません。……その時は改めて挨あい拶さつしますよ」彼はにこやかにそう言う―――が、その目には何か探さぐるような光が見て取れる。

隼人：コイツ……！

ＧＭ：「それでは、いずれまた」……隼人の態たい度どには目もくれず、彼は歯でも光るんじゃないかという笑みを見せて立ち去っていく。

隼人：…………。

椿：特に対たい応おうが変だったというわけじゃないけど、怪あやしいのは否いなめない。……そんな感じ？

隼人：ああ。……気は抜ぬけなさそうだ。

ＧＭ：ではそこで一度シーンを切ろう。







◆Middle 02◆学園の人々


Scene Player―――高崎隼人






　男だん子し寮りようから女子寮へと、生徒の受け入れが済すんで数日。

　隼人はいつものように定てい刻こくに目を覚まし、制服に袖そでを通していた。




　ふと気がつけば、横で憂ゆう鬱うつそうなため息。……そしてギターの音。

　このどんよりとしたうらみがましい目でこちらを見ている少年の名前は蓮見イサム。

　―――隼人のルームメイトだ。




ＧＭ：次のシーンプレイヤーは隼人。……寮生たちの避ひ難なんが終わって数日たったある日だ。

イサム：じゃあ、オレは早さつ速そく登場。そして目が覚めるなりため息をつき、枕まくら元もとのギターを引き寄よせて陰いん鬱うつなフレーズをならす。……そしてわざとらしく隼人を見る。

隼人：…………なんだよ。

イサム：（大おお仰ぎように肩かたをすくめて）やっぱ──人とつるむの苦手なんすよ。

隼人：…………。

イサム：それに……（隼人を上から下まで見て）どう見ても、あんたロックじゃねえしなあ（またギターを弾く）。

隼人：…………。

イサム：のぞきとかしちゃダメっすよ。……上に女子がいるからって（さらにギターを弾く）。

隼人：だあああああああっ！　お前にまで言われたくないわ！　それにその何でもかんでもギター弾くくせはなんとかならんのか！（笑）

イサム：うるせえ！　これはオレの魂たましいだ！（笑）

隼人：毎日毎日やりやがって！（笑）

イサム：魂を理り解かいしないほうが悪い！（笑）

ＧＭ：見事に話かみ合ってないな（笑）。……じゃ、ちょっと場所変えよう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：とりあえず、イサムが起きたのが昼。今はふたりとも寮の食堂にやってきたところだ。

隼人：もう、逃にげるようにやってくる。……チクショー、この仕事降おりられねえかなあ（笑）。

イサム：もちろん、オレは隼人とは違ちがうところに座すわる（笑）。

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では隼人がぶつぶつと言いながら、うどんを食っていると、「隣となりにいいですか？」と声をかけられる。

隼人：ん？　どうぞ。と言ってからそっちを見よう。

ＧＭ：そこには、いつものようににこにこと笑った芽以が。

椿：あ、私も登場します。

聖音：あたしも登場しまーす。……芽以の後ろにトレイ持って。

イサム：芽以がいるのか！　……オレはみんなの後ろに座ってる。耳を大きくして！（笑）

ＧＭ：「ちょっとバタバタしてますけどどうですか？　何か不自由してませんか？」イサムには気づかず、芽以は隼人と椿にそう言ってくる。

隼人：イヤ、いい学校じゃないか。活気もあるしな。

椿：うん、私もそう思う。

聖音：……？　もしかして、転入生の人ですか？

隼人：ああ、そうだ。自じ己こ紹しよう介かいまだだったよな。……って、実はシザーリオの方とはロイス結んでいるんだけどさ（笑）。

聖音：ふっふっふ、表の方は隼人のことなど知りませんよ？（笑）

ＧＭ：つくづく複ふく雑ざつなキャラだ（笑）。

聖音：じゃああたしから。……はじめまして。星乃聖音といいまーす。と言って、お辞じ儀ぎを。

隼人：ああ、よろし……。

聖音：で！　顔を戻もどす時に切り替かわり、含ふくみのある笑えみを浮かべ、また即そく座ざに普ふ通つうに戻る。

隼人：こいつ……！（笑）

椿：……下手すると敵てきと間違えそうね（笑）。




　まったくである。




隼人：続けよう。……高崎隼人だ。

椿：玉野椿です。よろしくね。

聖音：よろしく先せん輩ぱい！　……ねえ、芽以。先輩たちにもフリマの件けん頼たのんでみたらどう？

ＧＭ：おお、そう繫つながるのか。それはいい展開だ。

聖音：ほら、ここに慣なれるいい機会になると思うしー。……と、芽以に勧すすめよう。

椿：……なに？　なんの話？

ＧＭ：芽以はひとつうなずくと鞄かばんの中から例のプリントを取りだして説明をはじめる。「えっと……、こんなものを企き画かくしたんです。休み中ずっと学校で何もしないっていうのも寂さびしいなあと思って。先輩たちもどうですか？　……もし、よければ」

椿：う～ん……。

隼人：（ぼそぼそと）参加はしておいた方がよさそうだな。

椿：（同じく）目を離はなすわけにはいかないし。……それしかないわね。

隼人：そーだな。俺おれたちも手伝うぜ。そういうイベントは嫌きらいじゃないし。

ＧＭ：「ありがとうございます！」芽以の顔がぱっと輝く。

聖音：……これであとはイサムが使えればなあ。あいつ、役に立たないから（笑）。

隼人：イサム!?　あいつか！

聖音：あれ？　先輩アイツのこと知ってるんですか？

隼人：同室なんだよ！　アイツのギターは何とかならないのか！　あと生き様！（笑）

聖音：う─────────ん。……何ともなりませんね（笑）。




　生き様を否ひ定ていされる男、蓮見イサム




隼人：あいつとクラス一いつ緒しよだと大変だろ？　授じゆ業ぎよう中ちゆうにギター弾ひいたりしないか？（笑）

聖音：しますします。他ほかにも、先生に対してロックじゃないとかで喧けん嘩かしたりしますよ（笑）。

イサム：ギャース！　知らないところで、次々とネタが仕し込こまれていくううううっ！（爆ばく笑しよう）

椿：（芽以に）話聞いてると、ずいぶん独どく特とくな子ね（笑）。

ＧＭ：「でも、いい人ですよ？　いつでも張はり切ってる人です」

聖音：…………もしかして芽以、あんなのに気があるの!?

イサム：ピカーン！　それだ！　まさにそこが聞きたい！　ナイス聖音！（笑）

ＧＭ：「（あっさり）いや、そういうんじゃないけど」

イサム：プシュ────ン（崩くずれ落ちる）。

椿：ファイトだ、少年（笑）。

イサム：いやいやいや。落ち込んでなんかいられない。そういうわけでそろそろ割わり込むぜ！　……フリーマーケットの話だろ？　もちろんオレもがんばるぜ！

聖音：げ！　イサム！（笑）

イサム：む！　聖音、同級生に向かって「げ！」はないだろう（笑）。
















椿：…………ええと、ギター背せ負おってるんでしたっけ？

イサム：（親指立てて）背負ってるっす！（笑）

椿：納なつ得とくします。……これが二十四時間聞こえている変なギターの正体だと（笑）。

ＧＭ：二十四時間聞こえてるのか！（笑）

イサム：（周囲をまったく無む視しして）柚木の隣となりにいる先輩は玉野椿さんだろ？　話は聞いてるんだ。オレは蓮見イサム。よろしくお願いします。

椿：え？　あ……、よ、よろしく。

隼人：おい！　俺の時と対たい応おう違ちがいすぎないか!?（笑）

イサム：ふ……、オレは〝ちゃんとした〟大人には敬けい意いを払はらうのさ（笑）。

隼人：なにいっ!?（笑）

聖音：またあんたはそんな……。

ＧＭ：「まあ、ほら。聖音ちゃんも……」




　その後、イサムを中心としたどたばた劇げきはなんと二十分にもわたり続いた。

　なんともまあ、元気のいいことである。




　　　　＊　　　＊　　　＊




聖音：ここでロイス取るねー。……もう芽以に取らないと。仲良くなりすぎ（笑）。

隼人・イサム：（お互たがいを指して）俺もこいつに取る！（笑）

ＧＭ：了りよう解かい。……実は仲いいんじゃないか？（笑）

隼人・イサム：（ハモって）そんなことはない！（笑）

椿：やっぱり仲いい……（笑）。

ＧＭ：それはそれとしてだいぶ人間関係が決まってきたな。

隼人：うん、きれいに決まったね。

ＧＭ：よし図にまとめておこう。こんがらがってきたら、これを見てもらうということで。

一同：はーい。
















◆Middle 03◆宵よい闇やみにて


Scene Player―――星乃聖音






　春は近づいたとは言え、夜の八時を越こえればもう真っ暗。

　聖音はコンビニ袋ぶくろを持って寮りようへの帰り道を急いでいた。




　―――だが。

　彼女は突とつ然ぜん立ち止まる。

　その顔にはいつもからは想そう像ぞうできない、冷たい笑えみが浮うかんでいた。




ＧＭ：では聖音のシーン。……その日の夜。

聖音：あたしは……、じゃあコンビニでも行ってよう。どうせ学校内じゃたいしたもの買えないと思うし。

ＧＭ：では、その帰り道。海からの風がまだ少し肌はだ寒ざむい。その中を聖音が歩いている。あと数分も歩けば学校、という地点。あたりに人ひと影かげは無く、民家も少ない。

聖音：…………ピタリと立ち止まる。

ＧＭ：（にやりと笑って）では、聖音が足を止めると同時に《ワーディング》があたりに。さらに聖音に向かって黒いつぶてが投げられる！

聖音：では、そちらを振ふり返りもせずに言おう。……なにかボクに用かい？　にやりと笑うと黒いつぶてが軌き道どうを変えて、ボクを逸それていく。

椿：一いち人にん称しよう変わるのわかりやすくていいなあ（笑）。

ＧＭ：では、物もの陰かげからスッと三人ほどの男女があらわれる。……どこかで買えるような仮か面めんを付け、学園の制せい服ふくを着ている。

聖音：……ゆっくりと振り向く。

ＧＭ：《ワーディング》の中でも聖音が動けるのを確かめ、三人がじわりと殺気を放つ。

聖音：（唐とう突とつに）〝剣けんでなぐりつけるよりも、笑顔でおびやかすがよい〟

ＧＭ：「…………？」

聖音：シェイクスピアさ。力を持って人に言うことを聞かせるのはよくないという格かく言げんだね。

ＧＭ：……その言葉を聞き、さらに殺気をふくらませる男たち。そして―――。

椿：あの──、ちょっと質しつ問もんが。

ＧＭ：はい？

椿：ひょっとして、これそのまま戦せん闘とうになります？

ＧＭ：なります（きっぱり）。

椿：（あわてて）登場します！　《ワーディング》に気づいて来たってことで！

隼人：同じく！　……うわ、侵しん蝕しよく率りつ10も増ふえた！

ＧＭ：了解。では、学校側から隼人たちがあらわれると、音もなく敵てきの内ふたりがそちらに向けて構かまえる。

隼人：ちっ、問答無用かよ！

椿：……そういうものでしょ、彼らは。

聖音：油ゆ断だんしないことだね、〝ファルコンブレード〟。言いながら、ボクは銃じゆうを構えよう。

イサム：お、武ぶ器きは拳けん銃じゆうなんだ。

聖音：ＣＯＰ[image: 357]ロングバレル。……四発しか撃うてない銃だけど、ボクにはちょうどいい。

ＧＭ：では戦闘開始だ！　三人の敵オーヴァードがそれぞれに構えを取るぞ！

隼人：きやがれ！




　謎なぞのオーヴァードとの戦いが始まる。

　だが、実力の上がった隼人たちの敵ではない。




　結果、第１ラウンドの終しゆう了りようを待つまでもなく、かろうじて生き残った敵のひとりが逃とう走そう。

　戦闘は一いつ瞬しゆんで終わった。




聖音：（銃をしまいながら）やれやれ。味方を残して逃げるなんて、冷たい連中だね。

隼人：やっぱり、お前……。

聖音：さっきは表の人格―――聖音だったからとまどったかい？　ボクはこういう時だけ出てくればいい。ヴァイオラがシザーリオと名を変えたようにね。……おっと、そちらの子は初めてだね。はじめまして、ボクの名前はシザーリオ。この体、星乃聖音の異ことなる人格だ。

椿：（困惑しながら）…………同じ人間から、二回もはじめましてと言われたのは初めて。

隼人：（苦笑いしながら）気持ちはよくわかる。

聖音：倒たおしたオーヴァードを見て、……やはり目的は〝コールドブラッド〟のようだね。

隼人：いきなり中ちゆう核かくついてくるのか。じゃあ答えよう。……知ってるのか。そう、〝コールドブラッド〟―――柚木芽以だな。

聖音：そうだね。

椿：私達は彼女の護ご衛えいのために来ている。……ＵＧＮ鳴島市支し部ぶが壊かい滅めつし、この街にはＦＨが入り込んでいる。彼らはいつかあの子にも魔まの手を伸のばすでしょう。―――それを防ふせぐ。

聖音：あるいはすでに、か。……ここは手伝った方が良さそうだね。あの子が危き険けんにさらされるのは、ボク―――いや〝星乃聖音〟にとって悲しいことだから。

隼人：……すまん。よろしく頼たのむ。

聖音：こちらこそ。といって出会った時に見せたように、ニヤリと笑う。

椿：じゃあ、こっちだけど……（倒れているオーヴァードを見る）。

ＧＭ：調べてみても、身元が明らかになるようなものは無いよ。……ただ、確たしかに学校で顔を見たことがある。

聖音：もう学校には入り込こんでいる、ということか。

隼人：気が抜ぬけないことになりそうだな。……まだあの子も普ふ通つうに過すごせるのに。

椿：まだ……、あのときのことを？

隼人：大だい丈じよう夫ぶ、引きずっちゃいないさ。……俺は胸むねのポケットの写真を押おさえる。

聖音：どちらにせよ、学校を中心に敵のことは調べた方がいいだろうね。

椿：（無言でうなずく）

聖音：ああ、ＵＧＮが頼れないんであればひとりいい人材を知っているよ。彼にも協力を仰あおぐといい。……そう言ってイサムのことを伝えよう。

ＧＭ：よし、じゃあこれでシーンを切ろう。






《ワーディング》　オーヴァードなら誰でも使えるエフェクト。オーヴァード以外のキャラクターを無力化する。

ＣＯＰ[image: 357]ロングバレル　四本バレルが特徴的なデリンジャー。なお、実際にロングバレルタイプが発売しているのはモデルガンだけである。










◆Middle 04◆海に吠ほえる少年


Scene Player―――蓮見イサム






　一方そのころ。イサムはひとり、深夜の海に来ていた。

　この鳴島市は海上都市だ。海辺には事欠かない。




　そして彼は―――海に向かっておもむろにギターを弾ひき始めた。




ＧＭ：じゃあ次のシーンはイサムのシーン。

イサム：よし！　……みんながオーヴァードと戦い、情じよう報ほう交こう換かんをしているそのころ。オレはひとりで海に来ている！

ＧＭ：…………え？　夜の海に？

イサム：おう！　そしてそこでギターを弾くのだ！　……柚木へ捧ささげる歌を作りに！（爆ばく笑しよう）

一同：なんだそりゃああああああああああっ!!（爆笑）

イサム：そしてそこに、椿先せん輩ぱいが来る！（笑）

椿：ええええええっ!?

隼人：ほ、他のＰＣまで乗っ取りだした!?（笑）

イサム：いや、来てほしい！　……せっかくＰＣ間ロイスで〝恥ち辱じよく〟とか振ふったんだから、ぜひオレの恥ずかしいところを目撃してくれ！（笑）

椿：……え？

ＧＭ：えーと。もしかして、ＰＣ間ロイスを振った時から狙ねらってました？

イサム：うん。もう、シーンのイメージまで構こう成せいしてた。




　田中信二―――つくづく恐おそろしい男である。




イサム：というわけで、椿に出て欲ほしいんだけどどうだろう？　無理にとは言わないが。

椿：え……えーと。

隼人：まあ、どっちにせよそろそろイサムにも事情を知ってもらいたいところだしな。誰だれかが接せつ触しよくしなきゃならんのは確かだ。……がんばれ（笑）。

椿：そーね……。じゃ、登場します。

イサム：ありがとう！　じゃあ状じよう況きようを説明するぞ。まず場所は夜の海辺、近くに波は止と場ばがあったりする、そんな場所。

隼人：…………。

イサム：そこは立ち入り禁きん止しの札が立てられている。だが、オレはそこを乗り越えて海に向かい、ギターをかき鳴らしている。……月明かりに照らされて、一心に！

ＧＭ：…………いきいきしてるなあ（笑）。

イサム：まだだ、まだ届とどかない。彼女に想おもいを伝えるには……このフレーズじゃダメだ！　と叫さけぶオレ（笑）。

聖音：うわあ、なんて恥はずかしい（笑）。

イサム：そして俺に神が宿る！

ＧＭ：神!?（笑）

イサム：曲があふれてくる！　オレ的に絶ぜつ妙みようなフレーズが完成！　そこに降ふりかかる波しぶき！　そして、満足したオレが振り向くと！（椿を見る）

椿：え、えーと。……おざなりに拍はく手しゆ、かな？

イサム：（急にキャラの顔になり）………………先輩、いつからそこに？

椿：えーと。最初からいた──のかな？

イサム：最初からっ!?　どうして声かけてくれないんですか！（笑）

椿：まあ、ほら。……邪じや魔まできなさそうだったし。

イサム：うおおおおおおお！　なんて恥ずかしいんだああああああっ！（爆笑）




　自分で仕し掛かけて本気で恥ずかしがる男、田中信二。




イサム：そして場面は転換。……防ぼう波は堤ていに座すわり、話をするふたり。

ＧＭ：場面変わった!?（笑）

イサム：（無視して）オレは海を見ながらぽつりと言う。……先輩、聞いて欲しいことがあるんすよ。

椿：なに？

イサム：柚木芽以……いるじゃないですか。先輩のルームメイトの。

ＧＭ：────船の光が行き交かう海を見て、イサムは言った。

椿：うん。

イサム：……好きなんすよ。

椿：そうだね、かわいい子だもんね。

イサム：さっきのは彼女を想って作った歌です。

椿：うん、なんかそう叫んでたね（笑）。

イサム：んで……、秘ひ密みつにしておいてもらえませんか？　さすがに恥ずかしくて（爆笑）。

椿：…………学校中にばれてる気がするけど。まあ秘密にしておくね（笑）。

ＧＭ：少なくとも芽以には伝わってないが（笑）。

聖音：知らぬは本人たちばかりなり（笑）。

イサム：ありがとうございます。……で、先輩は何かオレに用事が？

椿：あー……。言い出しにくいな（笑）。

隼人：がんばれ（笑）。このままじゃ何のためにこんなとこまで来たんだかわからんぞ。

椿：うん。真ま面じ目めな顔になって言おう。……あのね、イサムくん。

イサム：はい。

椿：ＵＧＮ……って知ってるよね。

イサム：それは……。

椿：私と隼人はそのＵＧＮから派は遣けんされてきたチルドレン。そして私たちはとあるオーヴァードの護ご衛えいにきた。ここまで言えばある程てい度どわかると思うけど。

イサム：隼人!?　あのダメ先輩もチルドレン!?　それに護衛って……？

椿：護衛対象のコードネームは〝コールドブラッド〟。本名は―――柚木芽以。

イサム：……絶ぜつ句くします。

椿：彼女は今、ＦＨに狙ねらわれている。だから手を貸して欲しいの。でも……キミには拒否できる権利もある。これは私たちＵＧＮの任務だから。




　沈黙するふたり。




イサム：正直、混こん乱らんしてるっす。……先輩たちがチルドレンとか、柚木が狙われているとか。

椿：…………。

イサム：でも―――ありがとうございます、先輩。

椿：え？

イサム：教えてくれて本当によかった。……教えてくれたから、オレは芽以を自分の手で守れる。そいつはすげー嬉うれしいっすよ。

椿：……キミがそういう感じの人でよかった。もっと悩なやんじゃうのかと思った。

イサム：なるべくポジティブに考えるっす。……やれることはやりたい。

椿：ちなみに芽以ちゃん自身は自分がオーヴァードだって知らないから。その辺も注意して。……他、一いち応おう今のところあやしい部分は伝えておきます。

イサム：了りよう解かい。任まかせてください。

ＧＭ：よし！　さすがに情じよう報ほう交こう換かんできたな（笑）。じゃあ、このへんでシーンを切ろう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：いやあ、すごいシーンだった（笑）。

イサム：何を言ってるんだ！　ＧＭがこんなハンドアウト渡わたすからだ！（笑）

ＧＭ：それでこのシーンができたんなら、このハンドアウトは大成功です（笑）。







◆Middle 05◆凍こおる心


Scene Player―――高崎隼人






　その夜。

　隼人は警備の目をかいくぐって、鳴島市の総そう合ごう病院までやってきていた。

　目的はひとつ。〝コールドブラッド〟の情報を得ること。




ＧＭ：では、このシーンから情報収しゆう集しゆうをしてもらいましょう。……最初は隼人から。

椿：怪あやしいところは多いね。芽以ちゃん自身についても調べなきゃいけないし、彼女を狙っているらしいＦＨについても何の調ちよう査さもしていないし。

隼人：とりあえず最初は芽以について調べよう。霧谷さんから病院についても教えてもらってるしな。そっちに潜せん入にゆうして、直ちよく接せつ情報を引き出す。

ＧＭ：ＯＫ。じゃあ、〈情報：ＵＧＮ〉で振ふってくれ。

隼人：よし！　クリティカル！　達たつ成せい値ちは16！

ＧＭ：では、事前に聞いた潜入ルートで病院の内部へ、そして指定の端たん末まつへとやってきた。

隼人：……こういうのも久ひさしぶりだな。暗がりの中で携けい帯たい用端末を差し込こんで、教えてもらったパスワードを打ち込もう。

ＧＭ：では携帯端末には以下のような情報が表ひよう示じされる。……コードネーム〝コールドブラッド〟。人間の感情や欲よつ求きゆうを抑よく制せいしてしまう能のう力りよくから付いた名前。

隼人：なるほど。……心を殺すわけか。

ＧＭ：無む論ろん、それだけじゃない。彼女がその力を最さい大だい限げんに解放した時、対象は自じ律りつ神しん経けい系まですべてストップする。呼こ吸きゆうも心しん臓ぞうの鼓こ動どうもできなくなるわけだね。

隼人：なるほど。

ＧＭ：ちなみに、彼女の能力はそのすべてが明らかになっているわけではない。……これ以上のものが眠ねむっている可能性が高い、とされている。

イサム：そこまで……。それは狙われてもおかしくないか。

ＧＭ：そして問題がふたつ。

隼人：ひとつは暴ぼう走そうしやすいってやつか？

ＧＭ：そうそう。彼女は能力を制せい御ぎよすることができない。だからＵＧＮは彼女にオーヴァードであることを忘わすれさせ、遠とお巻まきに護ご衛えい、監視してきた。

隼人：…………。

ＧＭ：もうひとつの問題は彼女自身の肉体だ。強すぎる能力は彼女自身にも害を及およぼしている。彼女はオーヴァード能力のせいであまり身体が強くない。

聖音：能力のせいだったのか。

ＧＭ：特に、能力が使用される時などは体に負ふ荷かがかかるらしい。それを防ふせぐため、彼女は定期的に特とく殊しゆな検けん診しんを受ける必要がある。これはこの鳴島市の総合病院で、ＵＧＮスタッフが行なっていたものだ。

隼人：ってちょっと待て！　そのＵＧＮスタッフは……？

ＧＭ：この間、全員死し亡ぼうした。

隼人：…………どーするんだよ。

ＧＭ：隼人が引き出したデータに彼女が能力を発動した場合の応急処しよ置ち法ほうが書いてある。

隼人：……何かあったら、俺たちでやれってことか。

ＧＭ：その通り。……もう支し部ぶは無い。それに本部もキミたち以上の人員は割さけない、そう言われている。

隼人：ちっ。……大体あの子だって、このまま何も知らなければ普ふ通つうの学園生活を送っていただろうに。

椿：…………。

隼人：暗くら闇やみの中で、胸むねの写真に手をやってつぶやこう。……できる限かぎりのことはしなきゃな。

ＧＭ：その言葉に、闇は何も答えてくれない。

隼人：……端末をしまって、また素す早ばやく脱だつ出しゆつしよう。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあそこでシーンを切ろうか。







◆Middle 06◆敵てきの姿すがた


Scene Player―――玉野椿






　隼人と同じ頃ころ、椿は壊かい滅めつした鳴島市の支部にやってきていた。

　芽以を守りきるには、現げん在ざい敵の情じよう報ほうが圧あつ倒とう的に不足している。

　少しでもその穴あなを埋うめるため、椿は無人の支部をつぶさに調べはじめた。




ＧＭ：では、次は椿のシーン。

椿：私は支部の方に。……本ほん格かく的に〝クレッセント〟とやらを調べないと。

ＧＭ：了解。……では、椿はまったく人のいなくなった鳴島市支部へとやってきた。……では、〈情報：ＵＧＮ〉で判はん定ていしてくれ。支部に残った痕こん跡せきなどから、敵を推すい察さつする。

椿：了解。……クリティカルして、達成値は19。

ＧＭ：さすがだ（笑）。椿は暗闇の中、支部を調べていく。そしてまずわかることが。

椿：……？

ＧＭ：支部内の情報が奪われていないということ。何かを探した雰囲気はあるけれど、何も奪われていない。

椿：それってつまり……、ＦＨの目的が芽以ちゃんだという裏付け？

ＧＭ：そう思ってもらって問題ないだろう。そしてさらに椿が調べていくと、ほんのわずかにだが残されているものを発見する。

椿：……それは？

ＧＭ：瀬戸川学園―――キミたちが通っている学校の校章。……正せい確かくに言えば、その破は片へんだ。

椿：（眉まゆをひそめて）ここで行ゆく方え不明になっているのは、エージェントだけ？

ＧＭ：エージェントだけ。……イリーガルはひとりもいないよ。

椿：じゃあこれは……、侵しん入にゆう者しやが残したもの？

隼人：その可か能のう性せいは高いだろうな。

椿：……偶ぐう然ぜんかもしれないけど。もしかしたら、ＦＨも〝コールドブラッド〟があの学校にいるって知っているのかもしれない。

ＧＭ：……暗い闇の中で、椿はひとりつぶやいた。

椿：学校に戻もどります。……敵は相当芽以ちゃんに近づいてるみたいだし。

ＧＭ：わかった。……じゃあ最後にちょっと演えん出しゆつを。

椿：おや？

ＧＭ：深夜、椿が寮りように帰ってくると、中はしんと静まりかえっている。

聖音：まあ、みんな寝ねてるだろうしね。

ＧＭ：消灯時間ってのもあるし。……でも、椿の部屋だけほんの少し明かりが漏もれている。

椿：ちょっとあわてて戻ろう。まさか何かあったわけじゃないと思うけど……。

ＧＭ：素す早ばやく寮内に入り、自分の部屋の扉とびらを開く。すると―――寝間着姿の芽以と目が合う。……特に異い常じようは無いようだ。

椿：…………よかった。

ＧＭ：芽以は椿が戻ってきたのを見て、ホッとした様子で胸をなで下ろす。

椿：芽以ちゃん……、まだ起きてたの？

ＧＭ：「気がついたらいなかったものですから。その……、心配になって、あの……」なんとなく彼女は下を向いてごにょごにょとしている。

椿：そっか……。何も言ってなくてごめんね？

ＧＭ：「いえ！　私が勝手に待ってただけですから。その……、急にひとりになるの、どうしても苦手で……」白い肌を真っ赤にして、彼女は言う。

椿：待っててくれてありがとうね。……さ、今日はもう寝よう？

ＧＭ：「あ、はい！」




　おやすみなさい、と言い残してベッドに潜もぐり込む芽以を見て、椿は感じていた。

　おそらく、この子は自分の体の異状を察知している。危き険けんな状じよう態たいだ。

　厳きびしい目で、椿は眠ねむりに落ちた芽以を眺ながめていた。







◆Middle 07◆学校に潜ひそむもの


Scene Player―――星乃聖音






「ねえ、聖音は知ってる？　最近、学校で変なことが起きてるんだって」




　昼下がり、聖音は親しい友人たちとのおしゃべりに興きようじていた。

　その時、とある友人がそんなことを言い出した。




ＧＭ：じゃあ次のシーンは聖音。

聖音：は～い。友達と他た愛あいもないことを喋しやべってます（笑）。

イサム：待て！　情じよう報ほう収しゆう集しゆうじゃないのか！（笑）

聖音：何を言う（笑）。そこで、噂うわさ話ばなしとして学校の情報を調べるんだ。……シザーリオ出して真っ向から調べてもいいんだけど、せっかく技ぎ能のうもコネも持ってるし。

ＧＭ：なるほど。……じゃあ、〈情報：噂話〉で判定してもらいましょう。

聖音：ええと……、達たつ成せい値ちは９。そう言うわけで、あたしのコネクションでもあるクラスメイトの子に話を聞こー。

ＧＭ：了解。「そういえば聖音は知ってる？」と、友達の子は切り出す。

聖音：ん～？　なになに？

ＧＭ：彼女の話によると、なんだか最近夜中の校こう舎しや内ないに入り込んでいる集団がいるとか。

聖音：……え？

ＧＭ：使っていない教室でぼんやりとした明かりを見たとか、数人の生徒たちが出入りしていたとか、そういう話があちこちで囁ささやかれているらしいよ。

聖音：肝きも試だめしには、まだ早いよねえ。

ＧＭ：「そうそう。そんな夜中に何やってるのか、気になるよねー」とその子は言う。

イサム：よし、ここでギターを鳴らして登場！　ジャーン！（笑）

聖音：（あっさりと）あ、イサム。何しに来たの？

イサム：俺はここであの生徒会長について調べてきた、ということで聖音と情報交こう換かんをしておこうと思うんだが。……いいかな、ＧＭ？

ＧＭ：ＯＫですよ。……じゃあ、イサムが来たのでクラスメイトの子は逃にげるようにそそくさと去っていく（笑）。

イサム：うあ、露ろ骨こつに避さけられてる！（笑）

ＧＭ：冗じよう談だん、冗談（笑）。実じつ際さい、情報交換するんだったらクラスメイトはいないほうがいいでしょ。

聖音：まあそうだね。じゃあ、コッチの話が終わった後にイサムが来たことにすればいい。

イサム：了りよう解かい。……それじゃあオレも〈情報：ＵＧＮ〉を使って一倉について調べよう。

ＧＭ：ＵＧＮ関係で、一倉を洗あらい出すのか。

イサム：そうそう。怪あやしいって話は椿先せん輩ぱいに聞いたしな。……だいたいあの生徒会ってのは気に入らない！

聖音：……何があったのよ？

イサム：何かというとオレを目の敵かたきにしやがって……。ただオレは四六時中ギターを弾ひいてただけなのに！（笑）

一同：それが悪いんだろ！（笑）

隼人：ちょっと一倉に同情するぞ（笑）。

イサム：（無視して）というわけで調べるぜ！　……達成値は９！

ＧＭ：じゃあ、イサムがＵＧＮ関係の知り合いに当たった情報を。

イサム：鳴島市の支し部ぶは壊かい滅めつしてるけどな。

ＧＭ：そこはコネクションだから。日本支部とかの知り合いなんだよ。……で、当の一倉だけど。

聖音：はいはい。

ＧＭ：入学当時から、学業も運動もトップクラスという完かん璧ぺきっぷり。人当たりもよいので、友人からの信しん頼らい度ども高い。それが高じて、去年ぶっちぎりのトップで生徒会長に。

イサム：けっ……、気に食わねえ。

ＧＭ：そんな一倉さんなんだけど、最近妙みような動きを見せている。

聖音：おや……？

ＧＭ：さっきも言った、夜な夜な誰だれかが学校に集まっているという話だけど。……それに一倉さんが参加しているらしい。

椿：え、それって……。

隼人：こりゃ、ほぼ確かく定ていかな。

聖音：かなり怪しいのは確かだね。……しっかし、そんなところで何やってるんだろう？

イサム：あれだよ、キャンプファイヤーとか（笑）。

ＧＭ：校舎の中でか！（笑）

イサム：まあ、まじめに考えると人に知られたく無いなにかをしてるんだろうな。……聖音に教えておこう。

聖音：へ～。……で、もしかして行ってみるの？

イサム：そりゃ行くさ！　これで生徒会の弱みを握にぎって、軽音部を設せつ立りつしてやる！（笑）

隼人：そんな個こ人じん的な理由でか（笑）。

イサム：もちろん芽以のためってのもあるけどな！　……とこんなところで情報交換は終わりかな。

椿：ん～ちょうどいいからここで全員の情報を総そう合ごうさせない？（隼人に）……いいよね？

隼人：そうだな、俺も登場しよう。……うわ、また９も侵しん蝕しよく率りつが上がった。

ＧＭ：じゃあ、イサムたちが話していると、そこに椿と隼人が現あらわれる。……周りに人はいない。

椿：ここにいたの、ふたりとも。

聖音：お、じゃあふたりが来た時点で表ひよう情じようが変わる。……ここから先はボクが聞いておいた方が良さそうだね。

隼人：俺はすっごい微び妙みような顔でイサムを見てる。……椿に聞いてはいたが、お前がオーヴァードとはなあ。なんか信じている世界が崩くずれたような感覚だよ（笑）。

イサム：こっちだって、アンタがチルドレンとは思わなかったさ（笑）。

隼人：……ふん。

イサム：しかし、オーヴァードか。

隼人：……どうかしたか？

イサム：やっぱりアンタ……、《ワーディング》使って女子の階に行ってたりしないだろうな？（笑）

隼人：行かねーよ！（笑）

椿：（なんとなく隼人から遠ざかる）

隼人：そっちも変な反応するなよ！（笑）

聖音：とりあえず、騒ぐのはやめた方がいい。そんなに余裕があるわけでもないんだ。

椿：じゃあ情じよう報ほうを総合しましょう。お互たがいに持っている情報を話した、ということで。

ＧＭ：了解。

隼人：しっかし、これまでで調べてわかることは……。

聖音：やっぱり学校が怪しいね。……さらに言えばあの一倉が怪しい。

イサム：そこは直ちよく接せつ見にいくしかないんじゃねえの？　それしかないだろ。

椿：……とにかくみんなの目的はひとつ。―――芽以ちゃんを守ること。

隼人：ああ。

聖音：無言でうなずくよ。

イサム：当然。

椿：そのためにはまず、敵てきに芽以ちゃんのことを気づかれないこと。……それをふまえた上で、調ちよう査さを続けましょう。

一同：了りよう解かい。







◆Middle 08◆とある朝の風景


Scene Player―――玉野椿






　その日の朝。

　椿は隣となりの芽以が動く気配で目が覚めた。

　そのまま寝ね床どこの中で様子を見ていると、どうやら彼女は隣の炊すい事じ場ばに入っていくようだ。




　……何をするのだろうか？




ＧＭ：ちょっとここでイベントを。

イサム：おや？

ＧＭ：シーンプレイヤーは椿。早朝、椿が起きると芽以がいない。……正確に言うと隣の炊事場から声が聞こえてくる。

椿：最近はボタンが起こしてくれないから調子狂うなあと思いながら。……ちょっと様子を見に行こう。

ＧＭ：すると、すでにもう三品目に取りかかっている芽以が「おはようございます！」と、上じよう機き嫌げんに声をかけてくる。エプロンなどきっちり装そう着ちやくしているぞ。

椿：お～、なんかやる気だ。……どうしたの？　今日は突とつ然ぜん。

ＧＭ：芽以は作業を続けながら、肩かた越ごしに答える。「フリーマーケットの準じゆん備び、今日中に終わらせたいと思ってるんです。……それで、ちょっと遠出になるかもしれないから」

椿：そうなんだ。……言ってくれれば手伝ったのに。

ＧＭ：「え？　いいんですか!?」彼女は目をキラキラさせながら言う。

椿：う……！　よ、余よ計けいなことを言った気がする！

ＧＭ：その通り！　やっぱりここは判はん定ていして出来を決めさせてもらいましょう！（笑）

椿：やっぱり～～～～～～～～～っ!!（笑）

ＧＭ：料理だから……、〈芸げい術じゆつ〉か〈精せい密みつ作業〉のどちらかで。

椿：【感覚】は１、【社会】は２なんですけど！（笑）

イサム：いや、ほら！　せっかく《十じつ徳とく指》取ったじゃないですか！（笑）

椿：あ！　それだ！　〈精密作業〉にダイスボーナス！（笑）

ＧＭ：ああ、指が奇き妙みような動きをしながら華か麗れいに調理（笑）。

隼人：これがオーヴァード料理！（笑）

ＧＭ：椿が迷まよっているのを見て、芽以が言う。「もし無理でしたら別に……」ちょっとしょぼんとした様子で。

椿：イヤ、無理なんて事はないんだけど！　（ひとりごとのように）……というか私料理やったこと無いんだけどな（笑）。




　さすがチルドレンである。




椿：とにかくやりましょう！　初めての挑ちよう戦せん！　……きっと包丁よりも〝糸〟で斬きった方がうまくいくんだろうけど（笑）。
















ＧＭ：じゃあ〈精密作業〉でお願いします！

椿：えーと、【感覚】が１。《十徳指》を使って＋２個こ。侵蝕率のボーナスでさらに追加１個。……全部で５個！

ＧＭ：どぞ！

椿：……やった！　クリティカルで達たつ成せい値ち15！　《十徳指》バンザイ！（笑）

ＧＭ：おおおおお、またすれすれで優ゆう等とう生せいを保たもった！

椿：どっちかというと先せん輩ぱいの意地で（笑）。

イサム：じゃあアレだな？　柚木が目を離はなした隙すきに、指をちょっと変えてパパパッと（笑）。

ＧＭ：みごとに材料を切りそろえました（笑）。

椿：ふう。……でも芽以ちゃん、こういうイベントとか好きなんだね。

ＧＭ：芽以は幾いく分ぶん恥はずかしそうにしながら、「この前もちょっと言いましたけど、あまり体が強くはないもので。……だから参加できるときには逃のがしたくないんです」

椿：大だい丈じよう夫ぶ。……気分悪くなったら私や、隼人もついてるから。

ＧＭ：こくりと頷うなずく。「そう言えば、椿先輩と高崎先輩ってどういう間あいだ柄がらなんですか？」

椿：…………え？

ＧＭ：「ほら、転校する時も一いつ緒しよにいらっしゃってましたし」

椿：ああああ、いや、ほら、なんか……道すがら会ってね？

ＧＭ：「この間も、一緒に出かけてたし……」彼女の目は好奇心でいっぱいだ（笑）。

椿：ああっ！　この子何か勘かん違ちがいしてる！（笑）

ＧＭ：もう、きらきらした目で見つめてますが（笑）。

椿：仕事仲間だなんて言えないよ～～～～～（笑）。とりあえずごまかそう！　……ええと、ほら、フリーマーケットのこととかでね。芽以ちゃんがいろいろと盛もり上げてくれてるから！　そう、それでみんな仲良くやってるの！




　玉野椿、軽くパニック。




ＧＭ：「……ああ、そうなんですか」と、純じゆん粋すいなこの子はごまかしと言うことをほとんど知らないので椿の言葉を鵜う吞のみにする（笑）。

椿：ざ、罪ざい悪あく感が……（笑）。

聖音：じゃあ、登場しまーす！　……ゴメン、遅おそくなっちゃった！　と駆かけてきます。

ＧＭ：芽以はちょっとだけ苦笑いして、「聖音ちゃん、やっぱり寝ね坊ぼうしてくると思った。もう終わらせちゃったよ」

聖音：ごめ～ん。

隼人：このへんで俺たちも登場するか。

イサム：じゃあオレは寝起きのまま、おいしそうなにおいにつられて出てこよう。……うーん、なんだかうまそうなにおいが。

聖音：イサム！　あんたなんてカッコで出てくるのよ！　ここは男だん子し寮りようじゃないの！（笑）

イサム：はあ？　別にいいだろ、そんなこと。

ＧＭ：……芽以がポカーンとした様子で見てるよ。

イサム：よくないっ！　超ちよう高速で部屋に帰って、一いつ張ちよう羅らを着てくるぜ！　制せい服ふくだが！（笑）

隼人：……で、何してんだ？　椿まで。

椿：え？　りょ、料理を。

隼人：…………。

椿：…………。

隼人：珍めずらしい……。

椿：（がっくりと肩を落として）いや、それは自分でもわかってるから……。

ＧＭ：みんながそろったところで、芽以がにこにこと笑って言うよ。「いろいろ大変だと思いますが、今日は一日お願いしますね」

イサム：おう！　まかせろ！　……フリマに出すために、荷物を整理したぜ！

聖音：ぱーっと盛り上げて、気持ちよく新学期迎むかえたいね！

隼人：及およばずながら、力は貸かすさ。

椿：せっかくこれだけ準じゆん備びしたんだものね。

ＧＭ：「はい！　……みなさん、ありがとうございます！」

イサム：じゃあそんな柚木を見ながら、隼人や椿にこっそり言おう。……ＦＨから守るってのも当然なんだけどさ。オレはこのフリマもなんとかして成功させたいんすよ。柚木がやりたいって思っていることだから、うまく行かせてやりたい。

椿：…………。

隼人：……そう言うイサムをなんとなくまぶしそうに眺ながめよう。

聖音：（割り込んで）イサム！　さっさと動く動く！　今日は男手が必要なんだから！

イサム：わかったよ！　……ってなんでお前に仕切られなきゃいけないんだ！

聖音：うるさいわね！　いいから黙だまって動きなさいよ！

ＧＭ：「聖音ちゃん、まだそんなに荷物はないから……」あわてて芽以が止める。

隼人：（ぼそりと）なあ、椿。

椿：……何？

隼人：俺が病院で調べてきたこと、覚えてるか？

椿：芽以ちゃんの―――体の話？

隼人：今はまだ大丈夫だろう。……だが、そう遠くないうちに必ずあの子の体調は崩くずれるぞ。




　椿の脳のう裏りに、病気がちだ、と言った芽以の表ひよう情じようが浮かぶ。




椿：気をつける。……最さい大だい限げんね。

隼人：ああ。

ＧＭ：隼人と椿の会話に気づくことのない芽以は、遅おくれているふたりのほうにぱっと振ふり返り、「椿先せん輩ぱい！　高崎先輩！　遅れますよ～！」と手を振る。

椿：うん、今行くよー！




　その日。五人は他の生徒たちとも協力し、時間ぎりぎりまで作業を進めた。

　準備は順調に進んでいたが、椿は芽以の様子だけが気になっていた。




　彼女が抱える爆弾が動いた時、事態は急変するだろう。

　そして数日後、椿の懸け念ねんは最悪の形で的中する。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：…………。

ＧＭ：どうした？　なんかじっとレコードシート見て。

隼人：いや、実は……侵しん蝕しよく率りつがこの時点で90％を超こえまして。

一同：えええええええええええっ!?

ＧＭ：待て！　まだミドルの後半にさしかかったところだぞ!?

イサム：なんでそんなに高いんだ!?

隼人：単たん純じゆんに出目がひどくて。……もう10ばっかり出るし、７以上しかでないし。うおおおおお、早くクライマックスになってくれええええええっ！（笑）

ＧＭ：…………がんばれ（笑）。






《十徳指》　指を自在に変形させることによって、精緻な作業を可能にするエグザイルのエフェクト。










◆Middle 09◆闇やみより出でし―――


Scene Player―――蓮見イサム






　夜、皆みなが寝ね静しずまった頃ころ。

　イサムと隼人、そして聖音は寮りようをこっそり出て、校こう舎しやへと向かった。

　──そこに潜ひそむものを暴あばき出すために。




ＧＭ：では、イサムのシーン。

イサム：よし、そろそろ学校の探たん検けんに向かおう。……誰だれが一いつ緒しよに来る？

聖音：行く行く！

椿：…………うーん。迷まようけど、ちょっとやめておく。芽以ちゃんを見ていたいし。

イサム：了りよう解かい。隼人アンタはどーするよ？

隼人：……行くさ！　侵蝕率を上げてな！　えい！　10！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：うおおおおおお！　ほんとにすごいな、そのダイス！（笑）

隼人：はっはっはっはっは！（やけ笑い）すでに侵蝕率[image: 100]％突とつ破ぱですよ!?

聖音：うそ!?（笑）

椿：…………信じられない（笑）。

隼人：うずくんだよ、レネゲイドがよおおおおおおおっ！（笑）

ＧＭ：落ち着け！　ダイス目じゃしょうがないだろうっ！（笑）

イサム：じゃあそんなたぎっている先輩を連れて行きます（笑）。

聖音：じゃあ懐かい中ちゆう電灯を持って、音もしない真っ暗な校舎を進む我われ々われ。

ＧＭ：キミたちの足音だけが、かすかに校舎に響ひびいていく。……ひとつひとつ教室を見ていくが、やはり誰もいない。

聖音：…………。

ＧＭ：そして最上階―――高校三年生の教室に来た時。前方に一いつ瞬しゆん光がともる。

隼人：……あれか。

イサム：話によれば、謎なぞの集しゆう団だんが来てるはずなんだよな。

聖音：ちょっと、隠かくれながら行ってみましょうか。

隼人：じゃあ、しゃがみ込こむ感じでこっそり進む。んで、様子を見よう。

ＧＭ：よし、じゃあ〈隠おん密みつ〉で判はん定ていしてもらおう。……こちらの〈知覚〉と対決だ。

隼人：そうなるよなあ。……だが、今の俺には侵蝕率ボーナスという力があるぜ！　って８。

イサム：同じく８。

聖音：あたしもー。

ＧＭ：みんな８か。こちらは……〈知覚〉で12。

一同：うあ！

ＧＭ：では、こそこそと覗のぞこうとする三人。だが、「わざわざそんなところから覗かなくても、入ってきたらどうですか？」と声がする。……後ろから。

隼人：警戒しながら、ゆっくりと振ふり向くぞ。




　暗闇の校舎にたたずんでいるのは、一倉和臣。

　隼人と椿が一番に怪あやしいと断だんじた男が、いつもの笑えみを浮うかべてそこに立っていた。




聖音：かい……ちょうさん？　こんな夜遅おそくにこんなところで……？

隼人：何を、してるんだ？

ＧＭ：彼は表ひよう情じようを変えずに言う。「釣つりをしてます」

聖音：…………。

隼人：ほう？　その獲え物ものはきっと活いきがいいだろうな。……負けずに不ふ敵てきな笑みを浮かべる。

ＧＭ：「そうかもしれませんね。……ＵＧＮチルドレン、〝ファルコンブレード〟？」

隼人：…………そこまで知っているのか。

ＧＭ：彼は肩かたをすくめる。「調べて驚おどろきましたよ。過か去こ二回にわたって、ＦＨの―――我々ファルスハーツの名だたるエージェントを退しりぞけてきた人物とは」

隼人：運が良かったのさ。それに仲間もいた。

イサム：コイツ、自分から正体ばらしやがった……！

聖音：…………。

ＧＭ：「そして、今回の仲間はこのふたりというわけですか？」

隼人：…………さあ、それはどうかな？　ちょっとかまをかけてみよう。

ＧＭ：「ごまかしても無む駄だです。……あなたがたが我々を見ているように、我々もあなたがたを見ている」

隼人：……ちっ。

ＧＭ：「そして夜の校こう舎しやなどという情じよう報ほうをわざわざ流し、ＵＧＮの手がどこまで伸のびているか調べた。……その甲か斐いは十分にありました」

イサム：罠わなだ……ってんすか？

ＧＭ：「試した、と言ってください。罠だとすれば、もっと早くキミたちを殺してますよ」　彼はやはり表情を変えないまま、そんなことを言う。

隼人：お前が……〝クレッセント〟、なのか？

ＧＭ：その問いに、少しだけ一倉は笑みを深くする。「……一いち応おう、正解です」

イサム：……一応？

ＧＭ：それ以上、一倉は何も言わない。「ＵＧＮも、我々の狙ねらいは理り解かいしているのでしょう？　だからこそ、あなたたちを派は遣けんしてきた」

隼人：ああ、だいたい想そう像ぞうはついている。

ＧＭ：「ならば今さら説明する必要もないでしょう。……あなたたちがどれだけ隠そうとも、我々はアレを手に入れますよ。最高の実験材料をね？」

イサム：実験材料だと……！　お前ら、そんなことのためにアイツを手に入れようってのか！　もう飛び出さんばかりの勢いきおいで怒おこるオレ！

ＧＭ：にやり、と嘲ちよう笑しようをうかべる一倉。

聖音：やめておいたほうがいい。それは相手の思うつぼだよ。……冷静な声でイサムを止める。シザーリオの声でね。

イサム：星乃……？

ＧＭ：「ああ、先に言っておきますが。私はここであなたたちと戦うつもりはありません。……もしどうしても戦うというならば、一いつ般ぱんの生徒たちを盾たてに取らせてもらいます。別に私もひとりでここに来ているわけではありませんので」

隼人：奥おく歯ばをぎりっと嚙かむ俺。……他の仲間の居い場ば所しよがばれなければ、お前が顔を出したところで問題はないというわけか。

ＧＭ：「そう。……こちらもじっくりとそちらの動きを見て、〝コールドブラッド〟の正体を見定めさせてもらいます」

聖音：その前にボクらがキミたちをあぶり出すさ。

ＧＭ：「いつでもどうぞ。しかし、強ごう引いんな手しゆ段だんを取れば、かわいそうな生徒たちが犠ぎ牲せいになることを覚かく悟ごしてください。……ＵＧＮにその勇気があるならば、我々と直ちよく接せつ対決するのはそれほど難しいことではないでしょうが？」と言ってニヤリと笑う。

隼人：……憎にくらしそうに睨にらみつけます。

ＧＭ：「では」と一言言って、その表情に満足したかのように、笑みを張はり付けたまま、一倉は闇やみの中へスッと消えていく。

聖音：…………。

ＧＭ：……いつの間にか気配はない。

隼人：行った―――か。　……ドッと汗あせが噴ふき出る俺。

イサム：チックショ────！　やっぱりここで倒たおしちまえばよかったんじゃねえのか!?

聖音：もしボクたちがここでヤツと戦い始めれば、ヤツの仲間が即そく座ざに行動を開始するだろう。……そうなれば危き険けんなのは芽以と椿だ。

イサム：う……。

聖音：ま、今回は相手に助けられたね。あっさりと言うボク。

イサム：だいたいお前はなんなんだよ、星乃。

聖音：おっと、説明してなかったね。ボクの名前はシザーリオ……、といつものように。ああ、もういい加か減げん全部喋しやべるのめんどくさい（笑）。

ＧＭ：それは思い切り自じ業ごう自得です（笑）。

隼人：イサム、迂う闊かつな動きはするなよ。連中はこちらの動きで〝コールドブラッド〟を探さがし当てようとしている。……たぶん、もう芽以にも目を付けてるだろう。

イサム：わかってますよ。

聖音：じゃあ寮りように戻もどろうか。……もうここにいても意味は無いだろう。

ＧＭ：わかりました。それでは一度シーンを切ります。




　　　　＊　　　＊　　　＊




イサム：ここで一倉にロイス取る！　感かん情じようは憎ぞう悪お！　アイツむかつく～～～～～っ！（笑）

ＧＭ：そう思ってもらえれば、悪役冥みよう利りにつきますよ（笑）。

聖音：こっちも取ろう。ただし〝クレッセント〟に。感情は好こう奇き心しんあたりで。

隼人：俺おれは……、やめとこう。もう、敵てきにロイスを取る余よ裕ゆうなんか無い（笑）。

ＧＭ：ま、その侵しん蝕しよく率りつじゃなあ（笑）。







◆Middle 10◆晴れやかな日


Scene Player―――玉野椿






　フリーマーケット開かい催さいのその日。空には、透すき通るような青が広がっていた。




　だが、椿は最大限の緊張を強しいられていた。

　ＦＨが本ほん格かく的に動き出しているのだ。細心の注意を払はらわなければ……。




ＧＭ：では次のシーン。……フリーマーケットの当日になります。全員登場してください。

一同：は～い。

ＧＭ：場所は校庭の一角。まあ、学生主体なんでそれほど大きいわけじゃないけど、それでもある程てい度ど飾かざり付けなんかをして、それっぽく見せている。

隼人：苦労したからなあ。

ＧＭ：芽以は店を出す生徒たちと打ち合わせをしながら、テキパキと処しよ理りを進めていく。

イサム：なあなあ、オレたちも店出していいのかなあ？

ＧＭ：もちろん。……じゃあ、適てき当とうなスペースがあてがわれたということにしよう。

イサム：よーし！　家から壺つぼとか持ち出して売るぜ！　この壺はいいものだ～！（笑）

聖音：じゃああたしも適当なものを置いておこう。

椿：…………出せるものがない（笑）。

隼人：ま、俺らは仕方がない。この間拾った鰹かつお節ぶしでもだそう（笑）。




　なぜ鰹節。




ＧＭ：放送で開催が宣せん言げんされ、少しずつ人が入ってくる。……そして昼下がりくらいには、人がいっぱいになり、あちこちで楽しそうな声が聞こえてくるよ。

隼人：しっかし、結けつ構こう人が入るもんだなあ。

聖音：この街、新しいですからね。気軽に出かけられる場所って意外に少ないのかも。

イサム：じゃあオレは持ってきたものをことごとく値ね切ぎられたりする。……野球のボール、サッカーボール、アメフトのボール（笑）。

隼人：なんでボールばっかなんだよ！（笑）

イサム：昔はスポーツもやってたのさ（笑）。

隼人：そういう問題じゃねぇだろ！（笑）


聖音：あ！　あたしはどっかで見たギターを売ろう～！（笑）

イサム：待てえええええええええっ！　そりゃオレのギターだろうが！（爆笑）

聖音：え～、いいじゃない。ギターのひとつやふたつー。

イサム：チックショー。……お前には、そのうち魂のなんたるかを教えてやる（笑）。

椿：……ところで芽以ちゃんの様子は？　かなり気になるんだけど。

ＧＭ：にこにこしながら品物のやりとりとかしてるけど、やっぱりちょっと顔色が悪い感じがする。……疲ひ労ろうによるものか、なんなのか。

椿：…………。

聖音：大だい丈じよう夫ぶ、芽以？　少し休んだ方がいいんじゃない？　と一いち応おう声をかけます。

ＧＭ：「大丈夫大丈夫」と彼女はパタパタと手を振ふりながら、「何とかこれが終わるまでは、―――一緒に、ここに、居いたいから」一緒に、を強調するように彼女は言う。

椿：ちょっとでも気分悪くなったら呼よんでね。

隼人：……ずいぶん思い入れがあるんだな。

ＧＭ：「私、運動会とか文化祭とか、学校のイベントにあんまり参加したこと無いんです」

椿：…………。

ＧＭ：「だから……、こういうのあこがれてたんです。みんなで何かするっていうのに」

イサム：やりたいことがあるとちょっとぐらいの無理はしたくなるモンで。……先せん輩ぱいもわかると思うっすけど。

椿：……そうね。

聖音：イサムもたまにはいいこと言うじゃん、たまにはさ。

ＧＭ：「お客さんも来てるし。いっぱい売ろう？」芽以はがんばって笑えみを浮うかべて言う。

イサム：あ、ゴメン。……結構前の方に溜たまってるお客さんに応対します。

ＧＭ：じゃあイサムの前に、「これを下さい」と言って、一倉が同じく高校生の女子生徒を連れてあらわれる（笑）。

隼人：おい、お前！（笑）

ＧＭ：「……なにか？」彼は何事もなくそう言ってのける。

イサム：ううううううう、とりあえず歓かん迎げいしてない音楽を奏かなでよう（笑）。

ＧＭ：彼の連れは品物を取って、キミたちではなくわざわざ芽以に渡わたす。

椿：……様子を見守っていよう。

ＧＭ：すると、一倉は「どうですか？　調子は」と隼人たちに声をかける。

イサム：（ふてくされて）あんたが来るまでは、とてもすばらしかったさ！

椿：……一倉さんは何かで参加してないんですか？

ＧＭ：「私は様子を見て回っているだけですよ」と、のうのうと言う彼。

イサム：そそそ、最近は物ぶつ騒そうで深夜に校こう舎しやを徘はい徊かいする人もいるらしいですからね。

ＧＭ：「ああ、それは大変だ」演えん技ぎがかった調子で首を横に振る一倉。

イサム：こいつ……。

隼人：これは、口では勝てんな。

ＧＭ：その横では、芽以が「ありがとうございましたー」と言いながらおつりを渡している。

椿：…………。

ＧＭ：椿さん、ここで〈知覚〉で判はん定ていしてくれる？

椿：え……？　……達たつ成せい値ちは12。

ＧＭ：おつりを受け取る時、一倉の連れがぼそりと芽以に何か言った。

イサム：え？

ＧＭ：その女生徒は一言、「ひとりで大変ですね」と言っただけ。だが―――。

椿：……！

ＧＭ：その言葉に、びくりと芽以が硬直する。そして悠ゆう々ゆうと背せを向けて去る一倉。次の瞬間、―――芽以がとさり、と倒れる。

聖音：芽以っ！

イサム：柚木っ!!




　真っ白な顔で倒れる芽以。

　その顔は絶ぜつ望ぼうに歪ゆがみ、その体は恐きよう怖ふに震ふるえていた。

　そして―――。




ＧＭ：キミたちが芽以に駆かけ寄よろうとしたその時。……耳鳴りのような音がどこからか聞こえてくる。

隼人：やばいっ！

ＧＭ：そして唐とう突とつに訪おとずれる脱だつ力りよく感。……心のどこかが凍こおるような、そんな感覚。

イサム：うお！　駆け寄ろうとしたら膝ひざが落ちる。……こりゃ、一体？

聖音：これが〝コールドブラッド〟の能力、ということだ。しかし芽以が……。

隼人：一倉に何をされたんだかわからないが、このままじゃ危き険けんだぞ。

椿：彼女を早く病院にっ！

イサム：わかった！　……柚木を抱かかえて走り出すぜ！




　唐突に壊こわされた日にち常じよう。

　何もできなかったことに歯がみしながら、椿たちは走り出した。

　その彼らを興きよう味み深げに見る視し線せんがあった。




　その視線に気づきながら、だが何もできず。椿たちは走る。

　―――最悪の事態だ。







◆Middle 11◆動き出す三日月


Master Scene






　椿たちが学校から離はなれていくのを見て、彼、一倉和臣は満足げにうなずいた。

　……さて、これで〝コールドブラッド〟は確かく定ていした。




ＧＭ：このシーンはマスターシーンです。……病院へ向かうキミたちを見ている一倉の視点。




　いつのまにか一倉の後ろには、数人の男女が集まっていた。

　その内のひとりが低い声で言う。

「間ま違ちがいありません。個こ体たいの反はん応のう、一瞬発動しかけた能のう力りよく。そのすべてが〝コールドブラッド〟のデータに一いつ致ちします」




　その言葉にうなずき、一倉は仲間たちの方に振ふり向いた。

「あの方の言ったとおりか。……簡かん単たんにヤツを揺ゆさぶれた」




隼人：うお！　あの方！（笑）

ＧＭ：そんなところで興こう奮ふんするな（笑）。




「では……、今すぐにでも確かく保ほを？」

　微かすかに殺気を放ちながら提てい案あんしてくる仲間たちの言葉を、だが一倉は一いつ蹴しゆうする。




「まだだ、すぐには手を打たない。せっかくここまで来たんだ。……ひとつここで仕事をこなそうじゃないか」

　彼はそう言うと、悠々と寮りようへと戻もどっていく。

　その時には、すでに彼の仲間たちの姿すがたは無かった―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




イサム：一倉悪いヤツだなあ！（笑）

隼人：なんかこう……盛もり上がるものがあるね（笑）。

聖音：うん、再さい確かく認にんした（笑）。

椿：しかし……なんかまた彼がろくでもないことを考えてる気がする。

ＧＭ：ふっふっふ、そこはお楽しみということで。







◆Middle 12◆かけがえのない時


Scene Player―――蓮見イサム






　芽以を連れ、イサムたちは鳴島市の病院へと駆かけ込こんだ。

　椿が霧谷に連れん絡らくを入れたため、病院の面々は怪け訝げんな顔を見せるが特に何も言ってはこない。




　……そして芽以の症しよう状じようはまだ、収おさまっていなかった。




ＧＭ：では、病院に駆け込んだところからシーンはスタートだ。全員登場ね。

隼人：うおおおおおおお！　俺はここで１を出す！　１を出すのだ！　えい！　９！（爆ばく笑しよう）




　もはや呪のろわれているとしか思えない。




ＧＭ：なんつーかさ。

隼人：…………うう。

ＧＭ：本気でスゴイと思ったよ、俺は（笑）。

隼人：…………ううう（頭を抱かかえる）。

ＧＭ：キミたちが病院に駆け込むと、何も言われずにとある部屋に通される。……そう、前に隼人が忍しのび込んだ部屋に。

イサム：さすが霧谷。動きが速い。

ＧＭ：だが……。

隼人：スタッフが来てるわけじゃない。……俺おれたちが応おう急きゆう処しよ置ちをしなければならない。

椿：（こくりとうなずく）

ＧＭ：芽以はまだ荒あらい息をついている。そしてここにくるまでも、数度耳鳴りのような音をキミたちは聞いた。

聖音：能力の暴ぼう走そう？

ＧＭ：軽いものだけどね。まだ疲ひ労ろう感がある程てい度ど。あれをどんどん強くしていけば十分に死に至ることは本能的にわかるよ。

隼人：ちっ。

ＧＭ：では……応急処置の判はん定ていをしてもらおう！　〈機械操そう作さ〉か〈精せい密みつ作業〉で達たつ成せい値ちが９以上で成功。判定できるのはひとりだけね。

聖音：〈精密作業〉だったら、椿先せん輩ぱいが得意じゃないの？

椿：（色々計算して）……ボーナスまで含ふくめて８個かな。

隼人：う～ん。やっぱり椿にやってもらった方がよさそうだな。

イサム：頼たのむよ、……先輩。あんたしか頼たよれないんだ。

聖音：あたしは、芽以の名前を呼よびながら彼女の側そばについていよう。

椿：大だい丈じよう夫ぶ、―――まかせて。

ＧＭ：では、判定を。

椿：…………えい！　《十じつ徳とく指》を使って達成値は９！

イサム：うお！　ぎりぎりか！

隼人：……ふぅ。

ＧＭ：では、椿がちょっと震ふるえながらも処置を行なう。……しばしの後、芽以の荒い息が収まっていく。顔色は元には戻らないけれども。

イサム：だけど……、一体何をされたんだ？　急に、こんなことになっちまって。

隼人：…………。

椿：一倉の仲間が、芽以ちゃんに声をかけた。……それはわかるんだけど。

聖音：なんて言ったかはわかるかい？

椿：「ひとりで大変ですね」。確かにそう言った。

イサム：普通の言葉に聞こえるけど……。

隼人：大体、あの時この子はひとりじゃなかった。側に俺たちがいたんだぞ？

聖音：つまり、この言葉自体に何かしらの意味があったんだろう。……もしかしたら何かのエフェクトを併用したのかもしれない。

隼人：ソラリスとかはありそうだよな。

聖音：ともかく、確定していることがひとつある。……それは、我々の予想以上にＦＨは芽以の―――〝コールドブラッド〟のことを知っているということだ。

椿：確かに……。

聖音：芽以の弱点を知っている、と言い換えてもいいな。

イサム：ちくしょう、一歩も二歩も先に行かれてる。

隼人：ああ。さらにこれで彼女が〝コールドブラッド〟だとばれた。……どうする？　早ければすぐにでも奴らは襲おそってくるぞ。

椿：…………。

イサム：…………。




　沈ちん黙もくがあたりを支配した。

　選せん択たく肢しはふたつしかない。

　敵てきを迎むかえ撃うつか、それとも彼女を連れて逃にげるか。




　だが―――。




ＧＭ：そこで芽以が目を覚ます。頭を振って半身を起こし、あたりを確かく認にんする。

イサム：柚木！　……大丈夫か？

ＧＭ：彼女は周りを見て、ひとりごとのように言う。「みんな……、いる？」

椿：大丈夫……、みんないるよ。

ＧＭ：「よかった……、ひとりじゃないんだ」ぼうっとした顔で彼女が言った瞬間、ふと芽以の瞳に焦点がもどる。

イサム：柚木！

ＧＭ：彼女は右、左と見回して、ここが病院であることを確認し、落ち込んだ様子で言う。「ごめんなさい。せっかくの機会だったのに、私また……」

椿：とりあえず、彼女に水でもつごう。

聖音：こっちも表の人じん格かくに戻もどって、彼女の様子を見る。

イサム：（少し笑って）大丈夫だよ。……柚木ががんばってくれたから、そのままフリマは続いた。貧ひん血けつだっていっても、そんなに気にする必要なんかないぜ。

ＧＭ：彼女はがんばって笑みを浮かべてから、「ありがとう、蓮見くん」

イサム：……想そう像ぞう以上に面おも白しろかったよ。

ＧＭ：「…………え？」

イサム：フリマだよ。……ほら、オレの好きだったＣＤ出して、それを買ってもらえると純じゆん粋すいに嬉うれしかったし。仲間ができた気がして。

隼人：───そうだな。意外な発見は多かったかな。

椿：私も参加してよかった、と心から思う。……誘ってくれてありがとう、芽以ちゃん。

ＧＭ：「ううん。……私だけじゃないです。みんなで準じゆん備びしたからうまくいったんですよ」　彼女は軽く首を横に振る。

聖音：……よかったね、芽以。

ＧＭ：「うん。……でも」彼女の微ほほ笑えみが、ちょっと寂さびしいものになる。「ほんとは……最後まで、いたかったな」

イサム：…………。

聖音：…………。

隼人：とりあえず今は体を少し休めた方がいい。……それくらい何の罪つみにもならないさ。

椿：そうだね。……これで終わりじゃない。やろうと思えば、何だってまたできるから。

聖音：うん！　そうだね、芽以は何がしたい？　みんなでまたやろうよ！　せっかくの学校生活で友達がこんなにいっぱいいる時間なんて、そうそうないんだから！




　友達の―――仲間からの暖あたたかい声。

　優やさしい気持ちに包まれた芽以は照れてうつむき、消え入りそうな声で答えた。




「私―――、ずうっとこのままだったらいいな」




イサム：…………。

ＧＭ：「みんなとなら、なんだっていい。……支ささえてくれる友達がいて、憧あこがれている先せん輩ぱいがいて。この関係が変わらなければなんだってできる。―――だってもう、ひとりはいやだもの」彼女は少し寂しそうにそう言う。

隼人：…………胸むねが痛いたいな。

椿：（寂しそうに笑って）……そうね、ずっと続けばいいね。

イサム：ふたりの様子を隠すようにして、話を続けるぜ！　……まずは新学期になったらお花見してさ、ゴールデンウィーク来たら旅行してさ───、と未来のプランを次々と話そう。

聖音：あんなこともできるし、こんなこともできる。

ＧＭ：おお、いい話だ（笑）。……芽以は積せつ極きよく的にしゃべりはしないものの、そのひとつひとつに楽しそうにうなずく。

椿：（隼人に）……でも、私たちはずっとここにいられるわけじゃない。

隼人：でも、想像させてやることはできるさ。……そして彼女が狙ねらわれなくなれば、いつかはそういう夢ゆめもかなえさせてやれる。

椿：そう。……そうよね。

ＧＭ：そんな話をしていると、気が付けばずいぶんと遅おそい時間になってしまっている。

聖音：どう？　芽以、起きられそう？

ＧＭ：「あ、うん。……もう大だい丈じよう夫ぶ。そろそろ帰らなきゃね」

隼人：……寮りように帰るしかない、か。

椿：支し部ぶは壊かい滅めつ状じよう態たいだから。……寮で迎むかえ撃うつしかないでしょう。

イサム：ちょっと柚木に聞こえないように小声で先輩たちに言おう。

椿：なに？

イサム：あのさ……、先輩たちがチルドレンで、仕事で来てるってのは知ってる。

隼人：…………。

イサム：でもさ。ＵＧＮの偉えらい人に掛かけ合ってさ、なるべくいてもらえるように頼たのめないっすかね？　なるべく柚木の側そばにいてやれないっすかね……？

隼人：…………。

椿：残念だけど、それは聞き入れられない話になると思う。

イサム：…………。

椿：でも……、気持ちはよくわかる。それに、私だっていられるならそうしたい。




　それは椿の本心。

　チルドレンではない、彼女自身の言葉。




椿：だから―――別れの日が来るまでは、あの子の側にいる。……必ず。

イサム：……わかりました。でも―――今だけは。

隼人：ああ。

椿：（黙だまってうなずく）。

聖音：じゃ、あたしが芽以を支えて病院を出ましょう。

椿：うん。……帰ろうか。

ＧＭ：「はい！」芽以はにこやかに笑って、そう言った。




　五人は学校へと戻もどっていく。

　すでに日は沈しずみ、あたりは夜のとばりに包まれていた。




　皆みなわかっていた。

　先に待つ絶ぜつ望ぼうを乗り越こえられない限かぎり、もうこんな時間は訪おとずれないのだと。




　闇はただ黙ってそこにたたずんでいた。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆暴あばかれた真実


Scene Player―――玉野椿






　寮りように着き、芽以が眠ねむりに落ちるのを確かく認にんすると、椿たちは彼女を守るための準じゆん備びを始めた。

　……とはいえ、何か大がかりなことができるわけではない。

　ただ、なるべく彼女の近くにいて、向こうの出方を待つだけ。

　―――じりじりと重い時間が流れてゆく。




　そして。

　朝日がおずおずとその頭をもたげ始めるころ、襲しゆう撃げきははじまった。




ＧＭ：ではクライマックスだ。……全員登場してくれ！

隼人：ううう、まだ侵しん蝕しよく率りつ上がるのか……。

ＧＭ：いやあ、ほんと大変だと思うんだけど（笑）。……登場の侵蝕率上げてくれる？

隼人：うう……（ダイスを転がす）。きゅ、９っ!?　またこんな目！

ＧＭ：…………ここまで来ると、呪のろわれてるとしか思えんな（笑）。

隼人：今日ほとんど８とか９とかしか振ふってませんよ!?

椿：あ、こっちも８出ちゃった。……今99％。

イサム：こっちは[image: 101]％。

聖音：あたし[image: 106]％。

隼人：ひゃ、ひゃくにじゅうよん……。

ＧＭ：えぇっ!?　[image: 120]％突とつ破ぱしてんのか！　この時点で！

椿：まだ、衝しよう動どう判はん定ていが残ってるのに……。

隼人：…………タ、タスケテー！　タ、タスケテー！（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：マジの叫びだな（笑）。

隼人：うううううううううううう……。

ＧＭ：じゃあシーンは翌よく日じつの朝。……椿と芽以の部屋からスタート。

イサム：お。

ＧＭ：あの後、病院から寮まで戻もどってきたキミたち。……みんなは芽以の部屋の中や、近くで待機していると思うんだが。

隼人：女子の階なんだが……、まあ隠れているしかないだろうな。

椿：そのくらいできるでしょ？

隼人：いや、そうなんだが。……またのぞきとか言われそうで（笑）。

イサム：もう、そんなこと言わないっすよ。

聖音：ボクももちろん裏うらの顔出しっぱなしでいるよ。

ＧＭ：そして早朝。……空がようやっと明るさを取り戻すくらいの時間。突然寮全体を覆おおうように《ワーディング》が張はられる！

椿：…………来たっ！

ＧＭ：そしてほぼ同時に、部屋に撃ち込まれる雷いかずち！

椿：芽以ちゃんを抱かかえて逃にげる！

隼人：厳きびしい……っ！　だが、それしかないか。

ＧＭ：了りよう解かい。……なぜか芽以は意い識しきを失ったままだ。

イサム：椿先せん輩ぱいを援えん護ごする形で、飛び出る！

ＧＭ：追っ手の気配はどんどん増ふえる。……だが、彼らは包囲するだけでこちらには寄よってこない。たまに攻こう撃げきが飛んでくるだけ。

聖音：……罠わな？

椿：でも、この包囲を強ごう引いんに突破するには……。

ＧＭ：足手まとい―――芽以が邪じや魔まになるね。

隼人：仕方がない。……罠だとしても、そこには一倉がいるだろ。こっちも正面切ってやるしかねえ！




　攻こう防ぼうの末、椿たちは校庭の真ん中で囲まれた。

　相手は学生服を着ているが、全員ＦＨのオーヴァードだろう。




　その包ほう囲い網もうをかき分けるようにして、長身の男が現あらわれた。

　―――一倉和臣。みずからをＦＨのエージェントだと言う男。




ＧＭ：囲まれたキミたちを満足げに見て、一倉は口を開く。「こんなに早い時間に呼よびつけてしまってすいませんね、みなさん」

隼人：悪いと思っているんなら、すぐに解放してくれないか？　……昨日イベントをしたばかりで疲つかれているんだ。

ＧＭ：一倉は残念そうに首を振る。「心苦しいのは確かなんですが、是ぜ非ひ見ていただきたいものがありまして」

聖音：……ほう？　それは一体どういう意味だい？

ＧＭ：彼は表ひよう情じようを変えないまま、パチンと指を鳴らす。……すると椿に抱えられている芽以の目がうっすらと開いていく。

椿：くっ……！

ＧＭ：芽以はあたりを見回し、「何が……起きてるんですか？」と不安そうに問う。

イサム：…………。

隼人：…………。

ＧＭ：一倉は、全員が答えないのをじっくり待ってから口を開く。「……皆みな、あなたを求めてここに来ているのですよ、〝コールドブラッド〟」

椿：……!!　彼の言うことを聞いちゃダメ！　前に出て、彼女の視し界かいを塞ふさぐ！

ＧＭ：だが、彼は椿越ごしに言葉を芽以にたたきつける。「柚木芽以。……あなたはずっと騙だまされてきた」

隼人：くっ……。

ＧＭ：「あなたの体が弱いのも、あなたが閉とじこめられているのも、そして今こんな目にあっているのも。……それが原因です」楽しそうに言う一倉。硬こう直ちよくする芽以。

椿：…………。

ＧＭ：「だま……され……？」不安でガタガタと震ふるえ始める芽以。

イサム：柚木！　耳を貸かすな！　そいつこそお前を騙そうとしているんだ！

ＧＭ：しかし、一倉はイサムの言葉を無視する。「あなたは人とどこかが違ちがうと感じていませんか？　……そう、あなたには希け有うな力がある。だが、それは非ひ常じように不安定なもの。それゆえにとある組そ織しきがあなたを封ふうじ込めることを決けつ断だんした。―――鳥かごに入れてね」

椿：…………。

ＧＭ：「……その組織の名前はＵＧＮ。そして、そこから派は遣けんされてきたエージェントが、あなたの目の前にいる玉野椿、そして高崎隼人のふたりです」




　芝しば居いのように大きく手を広げ、一倉和臣はすべてを締しめくくった。

「あなたは騙されていた。……すべては噓うそだったのです」




　機械のような動きで、芽以の瞳ひとみが椿を捕とらえる。

　……その瞳は混こん乱らんと絶ぜつ望ぼうに彩いろどられていた。




隼人：違う！　全部が噓じゃない！

ＧＭ：「高崎先せん輩ぱい……？」

隼人：……確たしかに俺おれたちはＵＧＮからやってきたエージェントであり、ここにやってきたのもキミの護ご衛えいのためだ。

イサム：…………。

隼人：だが、すべてが作り物じゃない。食堂での思い出も、昨日のフリーマーケットも、楽しかったのは……噓じゃないんだ。

ＧＭ：「ははははははは！　……説得力はまるでありませんね。結局のところ、噓をついていたのは変わらないのですから！」端整な顔を歪ませて、一倉が言う。

隼人：くっ……！

椿：いろいろ言えなかったことは……ある。

ＧＭ：…………。

椿：でも、私の気持ちも隼人と同じ。……だから、ちょっとだけでいい。私たちを信じて欲ほしい。私たちは―――あなたを護まもりに来た。




　ほんの少し。

　ほんの少しだけ、芽以の瞳に光が差す。

　だが―――。




ＧＭ：「…………ホントなんですか？　本当に―――私を騙だましてたんですか？」芽以は首を振ふって叫さけぶ。「私が……私が特別な力を持っているから！　だから優やさしくしてくれたんですか！　やっぱり私は―――ひとりなんですかっ!?」

イサム：違うぞ、柚木！　……きっかけはそうだったかもしれない。でも、椿先輩だって、隼人先輩だって、仕事や同情でお前を助けてくれたんじゃない！

ＧＭ：「蓮見くん……」

聖音：そこでボクは冷静に言おう。……芽以。別にキミだけが特別なわけではない。皆、違う力を―――違う傷きずを抱かかえている。

隼人：…………。

聖音：問題なのは、それにどう向き合うかということだ。……芽以、今キミはその岐き路ろに立っている。それは決して椿たちのせいではない。

ＧＭ：「…………でも、私は……」芽以は自分を抱だきしめるようにうずくまる。

椿：……わかった。

ＧＭ：「…………？」

椿：すべての真実を。―――芽以ちゃん、あなたに話しましょう。

隼人：……椿！

椿：でも、それはこの戦いが終わった後。あなたを狙ねらう敵てきを退しりぞけた後。……だから、今はただあなたを護らせて。

ＧＭ：「…………」芽以は何も言えない。ただ、不安に震えながら必死に椿たちを見つめている。

椿：……それを見てから、あらためて一倉の方に振り向く。

ＧＭ：一倉は少し残念そうに言う。「……揺ゆさぶるのは限げん界かいですか。仕方がない、ならば次の実験に移りましょう」
















隼人：実験？　やはり―――。

ＧＭ：「そのくらいは理解しているでしょう？　我々ＦＨの目的は〝コールドブラッド〟という能力の研究。理解し―――量産するためのね」

聖音：量産？　……不可能だ。彼女はオーヴァードとしても特殊な部類であることはそちらにもわかっているはずだろう。

ＧＭ：一倉はにやりと笑って言う。「そこについては……詳しくは言いません。ですが、不可能でもないのですよ。我々にとってはね？」

隼人：なっ……！

ＧＭ：「これ以上は教えられません。……さあ、彼女の動揺をあおるために、あなたたちにはつぶれてもらいましょう！　そう、彼女の前で！」言うが早いか、周りの生徒たちが一いつ斉せいに戦せん闘とう態勢を取る！

イサム：うお……！

ＧＭ：ではまず衝動判はん定ていだ！

隼人：うお！　また侵しん蝕しよく率りつが上がる！　……[image: 134]％だ！

イサム：う、でもオレも[image: 100]％超こえた……。

椿：同じく。

聖音：はっはっは。……ボクも[image: 113]％だよ。

隼人：もうこうなったら速そつ攻こうでケリをつけるしかない！

一同：おう！

ＧＭ：では戦闘だ！　敵は一倉、そして学生に扮ふんしたＦＨエージェントが四人だ！




◆第１ラウンド

ＧＭ：第１ラウンドのセットアップ！　……敵は全員で《ヴァイタルアップ》を使う！




[image: ]




隼人：ぜ、全員!?

ＧＭ：そう、全員。

隼人：（半ば呆ぼう然ぜんとしている）…………。

椿：本気で……気がぬけないわね

イサム：なあに、速攻で全ぜん滅めつさせればいい！　そのためのオレのギターだ！

椿：あ！　シーン全体に攻こう撃げきする《サイレンの魔ま女じよ》！

イサム：そう！　最初からすべて突っ込む！《サイレンの魔女》を中心に、あらゆるものを！《終末の炎ほのお》が入っているから、生命力を削けずってギターを弾ひく！

ＧＭ：おー、最初から全力だ。

イサム：この状じよう況きようだからな。ＨＰを15点消費して、攻撃力に！

ＧＭ：生命が、生命が燃もえている！（笑）

イサム：よしセリフを言っておくぞ。「柚木！　誰だれの言葉でもない、お前の中の感覚を信じるんだ！」……ダイス目はあんまり高くないか。達たつ成せい値ちは28！

ＧＭ：（ダイスをざらざら振って）一倉も他のやつらも回かい避ひは失敗か。……だが、一倉の隣となりにいる女生徒がヤツをかばう。

隼人：ぜーんめつ！　ぜーんめつ！

聖音：少なくともここで一倉以外は倒たおして欲ほしいぞ！

イサム：ダメージは……44点！

隼人：よし！　十分に高い！

ＧＭ：（冷静に）一倉をかばった奴やつは倒れる。……だが、他の連中は全員立ってる！

椿：……えっ!?

隼人：噓うそだろ……？　あんだけのダメージだぞ！

ＧＭ：ＦＨのエージェントをなめないことだな（にやり）。

聖音：……やばいな、これは。

ＧＭ：空間に波紋が走り、一瞬遅れて爆ばく発はつ。だが―――。

イサム：腕うでの毛細血管を破は裂れつさせながら言おう。オレの全力で───倒しきれないのかよ。

ＧＭ：傷きずつきはしたものの、彼らはみな立っている。




　凍こおり付くＰＣたち。




ＧＭ：次は一倉だ。マイナーで《ハンティングスタイル》＋《破は壊かいの爪つめ》＋《完全獣じゆう化か》。

隼人：……キュマイラ！　来るか！

ＧＭ：メジャーアクションは《獣けものの魂たましい》。

椿：うわ！

聖音：……え？　なんだっけ、そのエフェクト。

椿：（しぶい顔で）【肉体】のダイスをさらに増ふやすエフェクトです。

聖音：（同じ顔で）……強化エフェクトをひたすらかけたのか。

ＧＭ：その通り。―――これで【肉体】の判定は常つねに27個こ！

一同：げええええええええっ！

ＧＭ：一倉の腕が、肩が、脚が、頭部が、口が、獣のそれに変わっていく。さらに一声吠ほえると、その肉体が倍近くにふくれあがる！

イサム：なんちゅう化け物だ……。

ＧＭ：もうひとり、ＰＣより早いヤツがいるな。……じゃあ、マイナーで一倉の方向に移い動どう。

隼人：む、またかばう要員が増えたか。

ＧＭ：……そしてコイツは《血の従じゆう者しや》を使用する。真っ赤な不定形の生物が、足元に誕生する。

隼人：うわ！　そーくるか！

イサム：一倉を護まもる壁かべがどんどんと増える……。やばい……本気でやばいぞ。

聖音：行動してない奴から狙ねらおう。右と左か。……左から。マイナーで《ダークマター》、《大地の加か護ご》＋《バイオウェポン》＋《瞬しゆん速そくの針はり》＋《魔ま王おうの理》！　Ｃ０Ｐ[image: 357]から超ちよう加速した弾だん丸がんが発射される！　……戦せん闘とう用人格の能のう力りよくが発動しているので、ダイスが24個！

椿：さすが戦闘用人格！

聖音：……達成値は29！

ＧＭ：む、惜おしい！　回避は25。

聖音：あぶねえええええええ！　……ダメージは25点！

ＧＭ：さすがに倒れるな……。では、今にも手に溜ためた雷いかずちを解き放とうとしたそいつが弾丸に触ふれた途と端たんに吹き飛ばされ、動かなくなる。

隼人：やっとふたりか……。

ＧＭ：しかし、今度はこちらの行動だ。マイナーで接せつ近きん。メジャーアクションで《静かなる霧きり》＋《ブリザードブレス》！　対象は全員！　敵が地面に手をつくと、瞬時に氷の竜巻が巻き起こる！　この攻撃を喰くらうとダイスペナルティが５個かかるぞ。

イサム：またそんなか！

聖音：容よう赦しやしないね、ＧＭ。

ＧＭ：それがＧＭの役目です（きっぱり）。えーと……、ダイスが回った！　達たつ成せい値ち47！

一同：失敗。

椿：カバーリングができるけど……。やっぱり隼人かな？

隼人：お、オネガイシマス。ここでタイタスを使うと絶ぜつ対たい帰ってこれない。

椿：わかった！　じゃあ隼人をカバーリング！

ＧＭ：ダメージは36点！

椿：クレッセントのタイタスを使用！　蘇よみがえる！

イサム・聖音：同じく！

ＧＭ：おお、全員クレッセントのタイタスを使用か。では、ＨＰ全快で立ち上がるよ。

隼人：次は俺の行動だ。椿の陰かげから刀を抜きつつ飛び出すぞ！《インフィニティウェポン》！　オーヴァードだって平へい穏おんに暮くらすことはできる！　それを壊したのはお前たちだ！

ＧＭ：「ほう？　非日常に染そまっておきながらそんなことを言うんだね。……それがＵＧＮの教えかい？」一倉は獣の姿すがたのまま、言葉を紡つむぐ。

隼人：いいや！　俺の信じる道だ！　……目の前の氷使いをまず斬きる！《クリスタライズ》は使わないで……達成値は38！　ついでに侵蝕率は[image: 144]％！

イサム：うわ！　無理するなよ！

ＧＭ：無理せざるを得ない状じよう況きようをこっちが作るけどな（にやり）。……回避は失敗だ。

隼人：ダメージはそれでも28点！

ＧＭ：……ちっ。残りＨＰが25点だったので倒たおれる。

隼人：よし！　氷を砕くだきながら、そのまま斬り捨すてる！　そして「……お前たちは学校に来て、楽しくなかったのかよ」とぼそりとつぶやこう。

椿：《伸しん縮しゆく腕わん》を組み合わせて、いつもの〝糸〟で従者を攻こう撃げきします。「お前たちの行動で、どれだけの犠ぎ牲せいが出たと思っている！」……達成値は30！

ＧＭ：回避は失敗！

椿：ダメージは22点。

ＧＭ：ううむ、さっきダイス目が悪かったのがきつかったか。従者は崩くずれ落ちる。その光景を横で見ながら、一倉が言う。「ずいぶんと人間らしいことを言うね。ＵＧＮのチルドレン」

椿：チルドレンだって……、オーヴァードだって人間だ！　あらためて糸を構える！




◆第２ラウンド




[image: ]




ＧＭ：では次のラウンドだ。まずはイサムから。

イサム：さっきと同じコンボで攻撃！　……いや、オレも侵蝕率がやばい。ちょっとエフェクトを減へらしておこう。

聖音：……いよいよみんな追いつめられてきたね。

イサム：いくぞ！　……よし！　ダイス回った！　達成値48！

一同：やった！

ＧＭ：一倉の回避ダイスは27個こだが……、さすがに40オーバーは出ないな。達成値は28。

イサム：……もうひとりは？

ＧＭ：う、うーん。一倉をかばうかどうかか……。

聖音：かばえばそのエージェントは必ず死ぬね。

ＧＭ：う───────ん。……やめよう！　かばわない！　これで耐たえきれれば攻撃の手が増える！

イサム：その心意気やよし！　食くらええええええええっ！　……ダメージは54！




　再ふたたびイサムの指が弦げんをはじく。

　音の波が、風を、地面を、敵をなぎ倒していく。




ＧＭ：うわ！　50点超こすのか！　ダメだ、エージェントは倒れた！

一同：やった─────っ！

ＧＭ：音波攻撃に耐えた一倉が、低い声で喋しやべる。「蓮見くん……、まさかキミがここまで強いとはね」

イサム：はっ、オレの力をなめるからだぜ！

ＧＭ：「……あなどっていたことは認みとめるよ。キミのことは、ちょっと困こまった生徒としか認にん識しきしていなかったからね」（なぜか爆ばく笑しよう）

聖音：うわ、今こいつ正せい確かくなこと言った！（笑）

隼人：……こいつ、出会うところが違ちがえば友達になれたかもしれない（笑）。

イサム：う、うるさいな！　今はそういうシーンじゃないだろ！（笑）

ＧＭ：では、こちらの行動だ。一倉がすっ……と軽く動くだけで、一気に距きよ離りが詰つまる。マイナーで移い動どうするぞ。

隼人：ほう、いい動きだ。

ＧＭ：……じゃあ、隼人に攻撃だ。そんな偉えらそうなことを言う奴の口を封ふうじてやる（笑）。

隼人：うわ！　今の噓うそ！　今の噓だって！（笑）

ＧＭ：もう遅おそいわ！　一倉のかぎ爪づめが隼人に向かって繰くり出される。同時に、一倉の腕がまっぷたつに裂さけ、巨きよ大だいな顎アギトになる！

隼人：うお！

ＧＭ：《獣じゆう魔まの巣》を組み合わせた攻撃だ！　回避のクリティカルが下がらない隼人じゃ、避さけられんぞ！

イサム：……これか！　これのせいで壊かい滅めつした支し部ぶに死体が無かったのか！

ＧＭ：その通り！　「お前も丸飲みしてやろう！」……達たつ成せい値ちは74だ！

隼人：（目を見開いて）74!?

聖音：待った！　ここで《時の棺ひつぎ》を使用！　今の隼人にタイタスを使わせるわけにはいかないっ！




　異い形ぎようの顎が校庭ごと隼人を飲み込こむ！




　だが―――。

　飲み込まれた隼人の姿すがたが、ぐにゃりと歪ゆがんだ。




聖音：……詰めが甘あまいよ。そんな単たん純じゆんな攻こう撃げき、ボクの領りよう域いきの中では通用しない。

ＧＭ：「幻げん影えい？　……こんな手に」憎々しげに、一倉は言う。

隼人：ふぅ……、助かったぜ。

聖音：次はボクの行動だ。……だが。

椿：だが？

聖音：あの敵てきを倒たおすのは、ボクの役目じゃない。……と言って待機！（笑）

イサム：待機か！（笑）

聖音：《時の棺》使ったから侵しん蝕しよく率りつがやばくて。ほら、Ｄロイスは戦せん闘とう用人じん格かくだし。

椿：ああ、ロイス一個こ少ないですからね。

聖音：そう。そういうわけでこのラウンド中にとどめが刺させなければ動くよ。

ＧＭ：了りよう解かい。……じゃあ次は隼人だ。

隼人：うーん、俺おれも待機をするか。正直、椿に転てん倒とうさせてもらわないと当たる気がしない。

椿：まかせて。……とにかく全力で攻撃！

ＧＭ：（にやりと笑い）こっちは《竜りゆう鱗りん》！　ヤツの体が鉄のような輝かがやきをおびる！

椿：防ぼう御ぎよ重じゆう視し！　……まずい、一番苦手な相手だ。ダメージは……29点。

ＧＭ：では、椿の糸が相手に巻まき付く。……だが、一倉の装そう甲こうの表面をなでるだけで切り裂さくことはできない。ダメージはない。

椿：……くっ！

聖音：結けつ果か論ろんだが待機して正解だったな。……ボクの火力じゃ相手の装甲が貫つらぬけない。

隼人：俺の《クリスタライズ》なら装甲は無視だが。……キュマイラなんだよな。

ＧＭ：キュマイラだ。

隼人：《魔獣の証あかし》を持ってれば、蘇よみがえってくるのか。……だめだ！　《ライトスピード》使うしかない！

椿：え！　でも侵蝕率が……。

隼人：（きっぱりと）一撃目で[image: 161]％、二撃目で[image: 178]％になる。

イサム：って、レコードシートの侵蝕率表突とつ破ぱするじゃん！

聖音：ついでに、エフェクトのレベルもまた上がるね。

隼人：…………いや、無む茶ちやでもやるしかない！　椿と聖音はヤツにダメージを与あたえられない。イサムはもうＨＰが無いから、エフェクト使えないだろう。

イサム：う……。《終末の炎ほのお》が無いと、オレはクリティカル値が下がらない……。

隼人：結局攻撃できるのは俺だけ。……それなら、今全力を出すしかない。

イサム：…………。

聖音：…………。

椿：……戻もどって来てよ？

隼人：―――大だい丈じよう夫ぶ。俺は生せい還かん者しやだ。そう簡かん単たんにはジャーム化しないさ。

ＧＭ：よし、覚かく悟ごは決まったな？　それなら来い！

隼人：おう！　一撃目、行くぞ！　……達成値は35！

ＧＭ：回かい避ひは失敗。……だが、ここでダメージが低いととどめはさせないぞ？

隼人：わかってるさ！　いけっ！　（ダイスを振ふる）よし！　４Ｄ振って全部9！

一同：おおおおおおおおおおおっ!?

聖音：さすが！　今日はすべてのダイスが高い！（笑）

イサム：これならいけるか！

隼人：ダメージは……65点！　どうだ？

ＧＭ：65点か！　それは確たしかに一度死ぬ！　だが、《魔獣の証》を使用！　メキメキと傷きずをふさいで立ち上がるぞ！　獣けものの咆ほう哮こうを上げる一倉！

隼人：だが、それと同時に俺の剣けんが加速！　体の中心を狙ねらって突つきを繰くり出す！

ＧＭ：「まだ動くか！　さすがだ！　殺すためにＵＧＮに育てられた子供たちチルドレン！」

隼人：違ちがう！　俺たちはそんなことのために生まれてきたんじゃない！　これは非日常から生きて戻るための力だ！

ＧＭ：一倉は口にあざけりの笑えみを浮うかべたまま、両りよう腕うででその一撃をガードする！

隼人：食くらえっ！　……達成値は64！

聖音：おお！　これは行ける！

ＧＭ：……回避は失敗！

隼人：ダメージは……69点！　装甲は無視だ！

ＧＭ：ぐお！　ＨＰ50点、装甲値も50点あったのに！

イサム：あぶねええええええっ!?

隼人：よぉしっ！




　隼人の繰り出す捨すて身の突き。

　その切っ先は、獣の両腕を突き抜ぬけ、確かに心しん臓ぞうを貫いた。




ＧＭ：ぐらりと倒たおれる一倉。だが、倒れたままヤツは淡々と言う。

椿：…………？

ＧＭ：「……レネゲイドの使い方がうまいじゃないか、チルドレン」

隼人：……ただ、生きるために必要なだけだ。

ＧＭ：彼の体は中心部分から急速に結けつ晶しよう化かしていく。「ひとつだけ教えてあげよう」

イサム：……？

ＧＭ：「〝クレッセント〟は僕ぼくのコードネームじゃない」

隼人：……なに!?

ＧＭ：「〝クレッセント〟とは、ＦＨにある戦闘部隊の名前。……僕たちはその先せん遣けん部隊ってことさ」

椿：じゃあ、もしかして本隊が……。

ＧＭ：「その通り。もちろん、昨日のうちに報ほう告こくはすませてある。がんばって生き抜いてくれよ？　……その方が僕たちも優ゆう秀しゆうということになる。く、くくくくくくく……」




　嘲ちよう笑しようの響ひびきだけを残して、一倉は透とう明めいな結晶に覆おおわれ、砕くだけ散った。




一同：…………。

聖音：……今は勝った。それでいいじゃないか。

椿：そう……だね。

イサム：柚木！　……柚木はどうなってる!?

ＧＭ：芽以は呆ぼう然ぜんと戦いを見ている。……そして一倉が倒れたのを見ると、ぽつりとつぶやく。「…………本当に、世界にはこんな力があるんですね」

隼人：…………。

ＧＭ：「そして―――私にも同じ力がある」

隼人：そう。……その通り。

ＧＭ：「私は…………」

イサム：…………。

聖音：……芽以、彼らの戦いを見ただろう？　―――彼らの行動や言葉から、何が真実かは伝わるはずだよ。

ＧＭ：「私を―――護まもってくれた」

聖音：そうだ。……それ以上のことが必要かい？

ＧＭ：「…………」彼女は意を決したように、椿を見る。

椿：まっすぐに―――その視し線せんを受け止める。

ＧＭ：「教えてください。この世界がどうなっているか。―――私がどんな存そん在ざいなのか」

椿：うん。……私の知っていることをすべてあなたに伝えるわ。

ＧＭ：「それから……」




　彼女は、少し照れたように笑って言った。




「護ってもらって―――、ありがとうございます」




椿：ううん、信じてくれてありがとう。私からもお礼を言わせて。

隼人：ふう。……これで一いち応おうは一ひと段だん落らくか。

イサム：さーて、寮りように帰ろうぜ。……まだまだ寝ねたりねえよ。




　次し第だいに明るさを取り戻もどす空を眺ながめながら、五人は笑いあった。




　これは終わりではない。

　まだ始まりにすぎない。




　だが、それでも。

　一時取り戻した平へい穏おんな時間を、大切にしたかったから───




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：じゃあ、エンディングに入る前に自じ律りつ判はん定てい───侵しん蝕しよく率りつの引き下げだ！

隼人：うおおおおおおおお！　問題はここだあああああっ！

聖音：[image: 178]％でしょ？　かなりどうしようもない数字だと思うんだけど。

椿：でも、ロイスの個こ数すうによってはなんとかなるかも。

ＧＭ：よし、じゃあルールの確かく認にんだ。自律判定では［持っているロイスの数］分Ｄ10を振って、その合ごう計けい値ちだけ侵蝕率が下がる。……まず隼人のロイスの数は？　タイタスやＤロイスは抜きだよ。

隼人：ロイスは六個。俺の持てる最大値だ。……みんなに護ってもらったからな。

ＧＭ：次は選せん択たく肢しだ。その六個を二倍にする？　もらえる経けい験けん点てん少なくなるけど。

隼人：もちろんする！　というか、もう六個じゃ帰って来れないし！（笑）

ＧＭ：ＯＫ（笑）。で、さらに隼人の場合はＤロイス：生せい還かん者しやがあるから……。

隼人：これに三個ボーナスが足されて、全部で十五個！

ＧＭ：これで99％以下になれば、キミはジャーム化しない。

隼人：……よし。

椿：…………。

聖音：…………。

イサム：…………。

隼人：行くぜ！　えいっ！（ダイスを振る）




　十五個のダイスが机つくえの上を踊おどる！

　そしてその結果は―――？




一同：おおおおおおおおおおおおおおっ!?

隼人：おおおお、もしかして……。

ＧＭ：（出目を合計して）……20、……50、……全部で98か！

隼人：やったあああああああっ！　戻ってきたあああああああっ！

一同：よかった────────っ！

聖音：やっぱ今日はダイスの目が高かったな（笑）。

椿：十五個で98はすごいなー。

ＧＭ：……他の人は大だい丈じよう夫ぶですか？

椿・イサム・聖音：はーい！

イサム：全員二倍振りはしたけどな（笑）。

聖音：あんまり賭かけはしたくなかったからね（笑）。

ＧＭ：では皆みなさん、生還おめでとうございます。というわけでエンディングへ―――。






まだ衝動判定が～　クライマックスでは、基本的に衝動判定が行なわれる。そして、衝動判定をすると、必ず侵蝕率が上がるのだ。椿はこれを危惧していた。

《ヴァイタルアップ》　生命力を激増させるエフェクト。かなり侵蝕率が高いオーヴァードが使用する。

《終末の炎》　体内のエネルギーすべてを熱に変換するサラマンダーのエフェクト。

《完全獣化》　全身を獣に変化させ、戦闘用の生物になるキュマイラのエフェクト。

《破壊の爪》　腕を巨大なかぎ爪に変化させるキュマイラのエフェクト。

《血の従者》　自分の血液を触媒に、疑似生物を作り出すブラム＝ストーカーのエフェクト。

《バイオウェポン》　所持している武器と自身の体を融合させ、扱いやすくするオルクスのエフェクト。

《瞬速の針》　重力によって弾丸を加速するバロールのエフェクト。

《インフィニティウェポン》　白兵戦用武器を作り出すモルフェウスのエフェクト。

《獣魔の巣》　体のあらゆるところから獣の一部を産みだし、攻撃するキュマイラのエフェクト。

《時の棺》　一瞬だが、時間の流れを極限まで遅くし、相手の行動を阻害するバロールのエフェクト。

戦闘用人格　Ｄロイス戦闘用人格は、自律判定の際にダイスがひとつ減少するペナルティがあるのだ。

《竜鱗》　皮膚を鋼鉄のような硬度に変化させるキュマイラのエフェクト。

《魔獣の証》　傷を強引に治すキュマイラのエフェクト。

《ライトスピード》　光のような速さで動くハヌマーンのエフェクト。

《終末の炎》が無いと～　イサムは《終末の炎》を組み合わせないと判定のクリティカル値が下がるエフェクトを使えない。そして、《終末の炎》はＨＰを消費しなくては使えない。よってこの状況でイサムはクリティカル値が下げられなかった。














ENDING PHASE






◆Ending 01◆再ふたたび大おお騒さわぎ


Scene Player―――蓮見イサム






　夕ゆう暮ぐれの食堂から、楽しそうな声が聞こえてくる。

　そこにはまだ幼おさなさを残した中学生が三人、笑いあっていた。




　イサムと聖音と芽以。

　取り戻もどした日にち常じように浸ひたる三人がそこにいた。




ＧＭ：エンディング最初のシーンは、年少組から。

聖音：じゃあまた食堂にしない？

イサム：いいね。……じゃあその日の夕方に話しているってことで。

ＧＭ：了りよう解かい。……キミたちは夕日の差し込む食堂で楽しそうに喋しやべり、笑いあっている。

イサム：よかった、また柚木とこういう時間に戻れて。……と内心で思ってる。

ＧＭ：芽以はそんなイサムの気持ちにはまったく気づかず（笑）。ふと、こんな風に聞いてくる。「……ね、ね、ね、蓮見くん。いつも気になってたことがあるんだけど、いいかな？」

イサム：お！　オレに答えられることなら、なんだって答えちゃうぜ？

ＧＭ：「あの……、蓮見くんはどうしていつもギター持ってるの？」

イサム：…………え？

聖音：「え？」じゃなくて。……いつもみたいに答えればいいじゃない。

イサム：いや、ほら、その……、なんでだろう（笑）。

一同：わからないのか！（爆笑）

聖音：いつもは魂たましいがどうとか言うじゃない！　なんで芽以だとわからないのよ！（笑）

イサム：ほら……、オレにだっていろいろあるの！（笑）

ＧＭ：「え？　……じゃあなんとなく持ってるの？」芽以はきょとん、と聞いてくる。

イサム：そうだな……。ちょっと真ま面じ目めになって答えよう。さっき星乃が言ってたみたいに、こいつがオレの魂だってのがいつもの理由。

聖音：今日の回答は？

イサム：これを持ってるとさ、オレが伝えたいことがちゃんと伝えられる気がする。……それが今日の理由かな。

ＧＭ：「…………」

聖音：…………へぇ。

ＧＭ：「じゃあ……じゃあ、もしかして私もギター持ってるとちゃんと力が使えるようになったりするかな？」芽以が妙みように勢いきおいこんで言う（笑）。

イサム：なんでそうなるんだよ！（笑）

ＧＭ：「え？　……え？　違ちがうの？」

聖音：っていうかさ。イサムのたわごと真面目に聞く方がおかしいのよ！（笑）

イサム：うるさい！　オレは男の魂の話をしてるんだ！（笑）

聖音：ふ～ん、男の魂ぃ……。じゃあ芽以とあたしは関係ないわね。……ね、芽以？

ＧＭ：「え？　関係ないの？　……関係ないのかな？」

イサム：ちくしょー！　なんかうまく切り返された！（笑）

聖音：ふふふふふ～。あたしを上回るなんてまだまだ早いのよ～。

イサム：しかもひょっとすると今オレは柚木をバンドに誘さそうチャンスだったんじゃ!?（笑）

聖音：あはははははは！　あんた自分でツッコんでチャンスつぶしちゃったじゃない！

ＧＭ：芽以はきょとん、としてイサムを見ている。

イサム：いや！　今からでも遅おそくはない。柚木―――。




　とりとめもなく、転がるように、彼らの楽しい時間は進んでいく。

　いつまでも、いつまでも続くような、そんな錯さつ覚かくを残して。







◆Ending 02◆異い変へん


Scene Player―――高崎隼人






　次の日。

　隼人と椿は壊かい滅めつした鳴島市支し部ぶに来ていた。




　〝コールドブラッド〟について、報ほう告こくをすると共に今後の指し示じを仰あおがなくてはならない。




ＧＭ：というわけで、ＵＧＮに報告しに行くふたり。

隼人・椿：はーい。

ＧＭ：キミたちは鳴島市支部に来ている。……襲しゆう撃げきを受けた直後のまま、書類や機器が散さん乱らんし、あちこちに戦いの跡あとが刻きざまれている。

椿：…………これも一倉たちにやられたのね。

隼人：そうだな。だが、あいつらももういない。……厳きびしい状じよう況きようだったけどな。

椿：―――あれだけ無む茶ちやして、それだけですませるの？　あきれた笑えみでそう言います。

隼人：まあ……、いいだろ？　帰って来れたんだからさ。

椿：結けつ果か論ろんですべて片かたづけるのは、よくないクセよ。

隼人：ああ、はいはい。

椿：……でも、まだわからないこともあるし。

隼人：え？

椿：この支部に書かれた血文字のこと。〝ダブルクロス〟……裏切り者って書いてあったでしょ。

隼人：ああ、確かにあったな。

椿：これについては結局一倉も何も言わないままだった。誰に向けて書いた言葉なのかもわからないまま。

隼人：気にしすぎじゃないのか？　……今考えてもしょうがないだろう。

椿：うん……。そうだね。

隼人：まずは本部に連れん絡らくとろうぜ。何をするにしてもそこからだ。

ＧＭ：ではキミたちは通信機器の前までやってくる。

隼人：じゃ、霧谷さんに連絡を付けよう。




　いつものコードを打ち込み、モニターが明るくなる。

　だが。

　そこに映されたのは、霧谷ではなくミラーシェードを付けた見知らぬ男。




隼人：───え？

椿：……霧谷さんへのホットラインじゃなかったの？

ＧＭ：確たしかに隼人が打ち込んだのは霧谷へのコードだ。それは間違いない。

椿：それじゃあ……。

ＧＭ：驚おどろくキミたちを無む視しし、男はしゃべり出す。「キミたちが〝ファルコンブレード〟と〝シルクスパイダー〟。……間違いはないな？」一いつ切さいの感かん情じようを排はい除じよしたような声が響ひびく。

隼人：む……。なんか気にいらねえな。ぶっきらぼうに答えよう。……あんたは？

ＧＭ：男は動じない。「……私はＵＧＮ本部から派は遣けんされてきたエージェント、藤ふじ崎さき弦げん一いち。今後霧谷に変わって、〝コールドブラッド〟柚木芽以の件けんを担たん当とうする」

椿：本部……エージェント？

隼人：霧谷さんに変わって？

ＧＭ：「日本支部長、霧谷雄吾は今回の件で更こう迭てつされた」

隼人：な……に!?

ＧＭ：「では最初の命令を下す―――」




　突とつ然ぜんあらわれた本部エージェントを名乗る男、藤崎弦一。

　彼によって、ふたりは思い知らされる。




　事件は終わっていない。

　そして圧倒的な現げん実じつの前では、儚はかない日にち常じようはすぐに消え去ってしまうことを。

　そう、すぐにでも―――。







◆Ending 03◆わき上がる記き憶おく


Master Scene






　そして―――夜。

　柚木芽以は温かいシャワーを浴びながら、長い長い息をついた。




　今日は本当にいろいろあった。

　辛つらいこともたくさんあったけど、その代わりみんなとも仲良くなれたと思う。

　だから、ゆっくり寝ねよう。……きっと明日はいい日になる。




　流れる湯の感覚を十分に楽しんだ後、芽以はバルブに手を伸のばした。




　その時。―――世界がひび割れた。




　白衣の男たち、医い療りよう器具の群むれ、悲鳴、怒ど号ごう、―――そして銀ぎん髪ぱつの女じよ性せい。

　圧あつ倒とう的なイメージの奔ほん流りゆうが瞬しゆん間かん的に芽以に襲おそいかかる。




　―――バシャリ。

　みずからが発した水音で芽以は目を覚ました。

　世界は元通り。……あたりまえだ。今のは彼女だけが見た幻まぼろしなのだから。




　だが、幻とわかっても彼女は絶ぜつ望ぼうに震ふるえながらつぶやく。




「思い出した…………」




　その声はシャワーの音にかき消され、誰だれにも聞かれることはなかった。





To be Continued













































Solitaire【ソリテール】


　　１：宝石をひとつだけはめた指輪やカフスボタンのこと。

　　２：ひとりで遊ぶゲーム。トランプのひとり遊び。ソリティアとも呼ばれる。

　　３：ひとりぼっち













PRE PLAY






　さて、第二話である。

　一話目の仕し掛かけは上々だった。

　そのすべては、とあるシチュエーションを再さい現げんするために仕掛けたものだ。

　―――そう。

　支し部ぶを壊かい滅めつさせたことも、全員を学生以下にしたことも、敵てきに伏ふく線せんを張はっておいたことも、すべて理由がある。

　問題は、そこを中ちゆう核かくにシナリオを組んだところ、前にも増まして厳きびしいものになってしまったところだろうか。




　……まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。

　今までのシナリオをくぐり抜ぬけてきた彼らだ。そこには信しん頼らいがある。

　ＧＭが本気でぶつかっていっても、彼らならきっと受け止めてくれる。




　…………たぶん。




ＧＭ：それでは、今日のセッションをはじめまーす。

一同：お願いしまーす。

ＧＭ：じゃ、まずはじめにそれぞれ経けい験けん点てんを使って成長をしてください。

一同：はーい。




●高崎隼人たかさき・はやとの成長

隼人：……うーん。

ＧＭ：なんか悩なやんでるみたいだね。

隼人：とりあえず、前回の反省を活いかして広こう範はん囲いに攻こう撃げきできるようなものを取ろうと思うんですよ。イサムだけに頼たよるのも厳しいので。

ＧＭ：それは妥だ当とうなとこだな。

隼人：で、もうひとつなんですが。

ＧＭ：……なに？

隼人：《ヴィークルモーフィング》を取りたいんですよ！　ネタのために！（笑）




《ヴィークルモーフィング》とは、乗り物を造つくり出すモルフェウスのエフェクトである。




ＧＭ：って、そんなエフェクトか！　隼人は別に何の運転もできないだろう！

隼人：自転車作りたいんですよ！　ほら、〈運転：自転車〉って技ぎ能のうがなぜかあるし！（笑）




　なぜかではなく、キミが取ったのだ。




ＧＭ：…………まあ、好きにするといいよ。

隼人：んじゃ、《ヴィークルモーフィング》取ります！　これで爆ばく走そうするぜ～！（笑）




　つくづくネタに生きる男である。




●玉野椿たまの・つばきの成長

椿：うーん、使いにくいところはあるけど《異い世せ界かいの因いん子し》とかはいいかなあ。

隼人：お！　俺の《マシラのごとく》とかコピーする？

ＧＭ：でも、戦せん闘とう中ちゆうだと手間かかるぞ。《異世界の因子》は。

聖音：メジャーアクション消費するしね。

隼人：じゃあ、ミドルフェイズで唐とう突とつに使う（笑）。

ＧＭ：１シナリオに１回しか使えないだろ！《マシラのごとく》は！（笑）

椿：ま、まあそこまでしてもらわなくても（笑）。……やっぱり、《爪そう剣けん》のレベルを上げて、あと《螺ら旋せん撃げき》を取ります。まず命中させることが重要だし。

聖音：そうだね。特に椿の攻撃だと、命中は重要だ。

椿：（うなずいて）というわけで、これでいきます。

ＧＭ：了りょう解かいです。……地道に強くなってますな。

椿：それがピュアブリードですから。




●星乃聖音ほしの・きよねの成長

聖音：ＧＭ！　ちょっと質しつ問もんが！

ＧＭ：はい？　なんでしょう？

聖音：今回の敵って何か武ぶ器き使う？

ＧＭ：えーと……。……って教えられるわけないじゃないですか！（笑）

聖音：ちっ……、武器落としのエフェクト取ろうと思ったのに（笑）。

ＧＭ：さらりと聞くのはよしてください（笑）。

聖音：ま、いいや。……《巨きよ人じんの斧おの》を２レベル取ろう。これで攻撃力をガツンと上げる。

隼人：俺が範囲攻撃取りましたからね。

聖音：そうそう。前の敵が防ぼう御ぎよ強かったし。……火力はあって損そんしないしね。もっと便利系なものを取る案もあったんだけど。

ＧＭ：例えばどんなエフェクトですか？

聖音：《アニマルテイマー》で動物くっつけてみるとか。

ＧＭ：いや！　ただでさえ人格ふたつあるんですから、これ以上オプション増やすのやめましょうよ！（笑）

聖音：うん、だから取らなかったの（笑）。




●蓮はす見みイサムの成長

イサム：…………（真剣な顔でじっとルールブックを見ている）。

ＧＭ：…………どうしました？

イサム：いやあ、敵てきを足止めするエフェクトを見ててさ。シチュエーションとしてはあこがれるなあと思ってるんだけど……。

ＧＭ：うーん、イサムは後こう衛えいキャラクターですからねえ。

イサム：そうなんだよねえ。

隼人：大だい丈じよう夫ぶ！　それ取れば「ここは俺に任まかせて先に行けうあああああああっ！」とか言えますよ！（笑）

ＧＭ：やられるのまで込こみか！（笑）

イサム：……ま、《終末の炎ほのお》のレベル上げよう。あとは《アクティブソナー》を取る！

椿：ああ、音の波の反射で周囲を知覚するエフェクトですか。

イサム：そうそう！　持っているギターをつま弾びくと、あたりの反はん響きよう音おんでオレはすべてがわかる……、とかそんなことがやりたい（笑）。

ＧＭ：結局はネタですか（笑）。

イサム：ほら、隼人には負けてられないから（笑）。

ＧＭ：そんなところで張り合わなくても（笑）。

イサム：ちなみに、前の事件を経て隼人の呼び方が変わります。

隼人：お？

イサム：きちんと、「先輩」と呼ぶように。多少認めたらしい（笑）。

隼人：なんか、ありがたいようなそうでないような（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：それでは今日のハンドアウトを配りまーす。




●ＰＣ①：高崎隼人

ロイス：藤崎弦一ふじさき・げんいち　ポジティブ：有ゆう為い／ネガティブ：憤ふん懣まん

　通信の向こうにあらわれた本部エージェントは藤崎弦一と名乗った。

　彼は高こう圧あつ的な態たい度どで、キミに鳴島市にＦＨの戦闘部隊が入り込んだことを伝え、それに対たい応おうし〝コールドブラッド〟柚木芽以ゆずき・めいを保ほ護ごし、鳴なる島しま市を脱だつ出しゆつせよと命じた。

　―――確かにもっともな命令だ。

　だが、キミは彼の命令にいくばくかの不安を感じていた。




ＧＭ：ロイスは前回のエンディングに出てきた人ね。

隼人：ああ、アイツか！

ＧＭ：そうそう。……いわゆる堅かた物ぶつでイヤな上司ってイメージだ。

隼人：イヤな上司。むかつく上司。……いいですね！（笑）

一同：いいのか！（笑）

隼人：本当に能のう力りよくがあって、強かったりするとなおいいですよ！　だって俺を負かしてくれるじゃないですか！（笑）

ＧＭ：……俺はキミのことがよくわからないよ（笑）。




●ＰＣ②：玉野椿

ロイス：〝コールドブラッド〟　ポジティブ：親近感／ネガティブ：不安

　〝コールドブラッド〟と呼よばれる少女、柚木芽以を見ていて改めて気づいたことがある。

　彼女は見た目ほど人とうち解とけているわけではない、ということだ。

　無む意い識しきに自分の能力を気にしているのか、それとも他ほかに理由があるのかはわからない。

　ともあれ、彼女は人と一定の距きよ離りを保たもとうとする。よく気を回し、他人の世話をすることで逆ぎやくに自分の中に入り込ませないようにしているのだ。

　───つまり彼女は昔のキミに似にている。任にん務むのために、すべてを切り捨すてていたころのキミに。




椿：また芽以ちゃんですね。

ＧＭ：そう。椿の方も完全に前から引き続いたハンドアウトです。……今回も彼女が話の焦しよう点てんになりますんで。

椿：はい、了りよう解かいです。




●ＰＣ③：蓮はす見みイサム

ロイス：芽以を狙ねらう影かげ　ポジティブ：執しゆう着ちやく／ネガティブ：敵てき愾がい心しん

　キミの思い人、柚木芽以が世界の真実を知ってからほんの数日。

　心配された彼女の暴ぼう走そうもなく、キミたちは比ひ較かく的静かな日々を過すごしていた。

　だが、キミは気づいた。この街に、彼女を狙う輩やからが入り込んでいることに。

　彼女を守るため、キミは立ち上がらなければならない。




イサム：影か！（笑）

ＧＭ：は、影です（笑）。

イサム：なんか〝影〟って言うとおもしろいな（笑）。

ＧＭ：言葉の響きはいいですよね（笑）。……ともあれ、イサムも相変わらず芽以のためにがんばってください。

イサム：まかせとけって！　今度こそオレのギターが火を噴ふくぜ！

聖音：いや、ギターが火を噴いたら壊こわれるから！（笑）




●ＰＣ④：星乃聖音

ロイス：芽以を狙う影　ポジティブ：好こう奇き心しん／ネガティブ：脅きよう威い

　事態はよい方向に向かっていない。キミはどこかでそう感じていた。

　〝コールドブラッド〟の特とく性せいは失われてはいない。……それはつまり彼女が狙われる理由は無くなっていないということだ。

　そして彼女の能力はいまだ不安定。いつ暴走してもおかしくない状じよう況きようにある。

　それに加えて芽以の周りをうろつく影。まだまだ危き機きは去っていないようだ。




ＧＭ：えー、このハンドアウトをですね。……聖音の戦闘用人格シザーリオにあげます（爆ばく笑しよう）。

聖音：戦闘用人格か！（笑）

ＧＭ：というか、普通の人格の方に渡わたすハンドアウトなどない！（笑）

イサム：ＧＭが吠ほえた！（笑）

聖音：何も知らないからね。何これー、とか言って捨てるね（笑）。

隼人：ハンドアウトを捨てるキャラ（笑）




　本格的にあり得ないキャラである。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：……じゃあ、ＰＣ間ロイスも取り直しましたね。

一同：はーい。

ＧＭ：では、オープニングを始める───前に。伝えておかなければならないことが。

隼人：お？

ＧＭ：今回、シナリオにちょっと仕し掛かけがあります。

イサム：……仕掛け？

ＧＭ：うん。……今回クライマックスが終わった時点で誰だれがどういう風にロイスを結んでいるかによって、シナリオの展てん開かいが変わります。だからロイスの取り方に注意して下さいね。

聖音：それは……何かのフラグが立つとかそういうもの？

ＧＭ：そんな感じです。具体的にどう結ぶべきかはシナリオの展開や演えん出しゆつにヒントがあるので、それを参考に考えて下さい。……それでは改めてゲームをはじめます。

椿：…………。






《異世界の因子》　一度見たエフェクトをコピーするエグザイルのエフェクト。

《螺旋撃》　体をねじることによって、強力な攻撃を生み出すエグザイルのエフェクト。

《巨人の斧》　武器自体の重量を増すことによって攻撃力を上げるバロールのエフェクト。














OPENING PHASE









◆Opening 01◆下された指令


Scene Player―――高崎隼人






　無人の支部ぶに冷たい声が響ひびき渡わたる。

　突とつ然ぜんの指令、突然の通知。




　隼人と椿は、指令を出した張本人である、目の前の男をにらみつけていた。




ＧＭ：では、最初のシーンは隼人と椿。……前回のエンディングから続きのシーン。

隼人：霧きり谷たにさんに連れん絡らくつけようと思ったら、なんだかよくわからないヤツが出てきたってシーンだっけ。

ＧＭ：そう。……そのモニターに現あらわれた男は藤崎弦一と名乗る。

椿：ＵＧＮ本部のエージェントだとか……？

隼人：ほんとかよ？　……怪しいぜ。

ＧＭ：示された身分証に怪しいところはない。また、ＵＧＮのデータベースにもきちんと立派な経歴が残されている。……まあ、最初に言ってしまうとＦＨの人間とかではないよ。

隼人：……むう。

ＧＭ：黒いスーツをがちっと着て、ミラーシェードをかけたその男は名乗った後に隼人たちに言い放つ。「……〝コールドブラッド〟を確かく保ほし、この鳴島市から脱だつ出しゆつせよ」

隼人：……いきなりだな。もう少し俺おれたちに話を通してから指令を出してもいいんじゃないのか？　少なくとも霧谷さんはそうやってたぞ。

ＧＭ：藤崎はまったく表ひよう情じようを動かさない。「彼はこの件けんから更こう迭てつされた。……今は私がこの件の責せき任にん者しやだ。キミたちには私のやり方に従したがってもらう」

椿：……どうして霧谷さんが更迭されたか、その理由は教えてもらえませんか？

ＧＭ：「キミたちに答える必要はない」藤崎は切って捨てる。

隼人：ぐ、……こ、こいつ。

ＧＭ：「……〝コールドブラッド〟が暴ぼう走そうしかけたというのは事実だな？」彼はミラーシェードごしにふたりをじろりとにらむ。

隼人：…………フリマの時か。

ＧＭ：「回答は？」

椿：……事実です。

ＧＭ：ひとつうなずいて、「〝コールドブラッド〟を早そう急きゆうにＵＧＮ日本支部で確保しなければならない。……理由はキミたちも知っているだろう。ＦＨの特とく殊しゆ戦せん闘とう部隊だ」

隼人：〝クレッセント〟……か。

ＧＭ：「そうだ。……彼らがこの鳴島市に向かっているという情じよう報ほうを得た。いつまた襲しゆう撃げきを受けないとも限かぎらない。その前に〝コールドブラッド〟を確保しろ」

椿：……わかりました。

隼人：ちっ……。

ＧＭ：「では三日後の同じ時間、このビルの屋上に来ること。そのときに迎むかえを用意する。……キミたちの任にん務むはそれまで〝コールドブラッド〟を確保しておくことだ」

椿：…………！

ＧＭ：「なにか質しつ問もんは？」

隼人：待て！　あまりにも性せい急きゆうじゃないか！　あの子だっていろいろ準じゆん備びはあるだろう！

ＧＭ：ミラーシェードの向こうから、一いつ瞬しゆん藤崎の目が鋭い光を放つ。

隼人：うっ……！

ＧＭ：「私は意見を求める気はない。質問ではないことに答える義ぎ務むはない」

隼人：て、てめえ……っ！

椿：やめなさい！　……手で隼人を抑えます。

ＧＭ：ではじろりと椿を見る。

椿：申し訳わけありません。……しかし急に状じよう況きようを変えることは、彼女にとっても悪あく影えい響きようを及ぼす可か能のう性せいがありますが。

ＧＭ：「その件に関しての議ぎ論ろんは無意味だ」やはり藤崎の調子は変わらない。「この市にとどまる危き険けん性せいはキミたちにも理り解かいできるだろう。……そしてこの市で〝コールドブラッド〟の暴走という大だい災さい害がいを引き起こせば、それはどんな結末だとしても我われ々われＵＧＮの敗北となる」

椿：…………わかりました。

ＧＭ：「以い降こうの連絡はキミたちの携けい帯たい端たん末まつを使う。以上だ」

隼人：お、おい！　待て、まだ話は……ぶつん（モニターの切れる音）。

ＧＭ：自分で演えん出しゆつするなよ（笑）。

隼人：いや、やりたかったんで（笑）。

ＧＭ：ともあれ、通信は切れる。……無人の支部に残されるのは隼人と椿だけ。

椿：…………準備を、しましょう。

隼人：おい！　おまえはそれでいいのかよ！　あの子はやっと落ち着いたところなんだぞ！

椿：（冷たい声で）でも、指令が間ま違ちがっているわけでもない。ＦＨの特殊部隊が来たら、結局芽以ちゃんを危険にさらすことになる。

隼人：そりゃそうだが…………、だけどお前はあの子を物みたいに扱あつかう命令に納なつ得とくできるのかよ？

椿：…………。

隼人：……どうなんだよ。

椿：…………何も答えずに、支部を出ます。




　無言のまま、椿と隼人は外に出た。

　日は真っ赤に染そまり、宵よい闇やみの世界が顔をのぞかせている。




　―――残された時間は、もうわずかだ。






ＵＧＮ本部　すべての支部を統括するＵＧＮの本部。本部直属のエージェントはあらゆる支部長よりも強い権限を持つ。










◆Opening 02◆日にち常じように潜ひそむ影


Scene Player―――蓮見イサム






　夕ゆう暮ぐれの中を三人は歩く。

　取り戻もどした日常が離はなれることなど微み塵じんも考えず、ただ、楽しそうに。




ＧＭ：というわけで、一方そのころ。……イサムと聖音のシーン。

イサム：ＯＫ。

聖音：じゃ、登場しまーす。

ＧＭ：キミたちは今、街に出て買い物をした帰り。……まあ寮りよう生活だといろいろと足りない物が出るので、買い物に来たと思ってください。

聖音：ま、ちょっと前までフリマだなんだって忙しかったからね。

ＧＭ：そうそう。……それで、買い物は済すんでその帰り。

イサム：お、じゃあこういう要よう素そ入れようぜ。……そろそろ新入生が寮に入ってくるので、その歓かん迎げい会かいの荷物も一いつ緒しよに買いだしてきた。

ＧＭ：おおおおおお、それはいい！

イサム：んで、その荷物はオレがほとんど抱かかえている（笑）。

ＧＭ：また自分から負けて（笑）。じゃあ、よろよろと歩くイサムを見て、「……やっぱり少し持つ？」と心配そうな顔で言う。

聖音：大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。……これくらいでへこたれたりしないって。

ＧＭ：「……ほんと？」イサムに聞く芽以。

イサム：うお、そんな聞かれ方したら強がるしかないじゃん！（笑）……そう、まだまだ大丈夫だって！

聖音：ほら、本人もそう言ってるじゃない（笑）。

イサム：くっ……、聖音め（笑）。

聖音：えーと、今回はこれだけ買ったから。……あとは食器類の確かく認にんかな？

ＧＭ：「そうだね。……足りないようならまた買ってこなくちゃ」

イサム：（ぼそりと）まだ……増ふえるのか（笑）。

ＧＭ：そんなことを話しながら進んでいく三人。……街からゆるやかな坂をあがっていく。遠目には夕日に照らされてぼんやりと赤く染まっている学校。

隼人：おお。三人の影かげが長く伸のびていたりするんだな。

椿：いい情じよう景けいだなあ。

イサム：じゃ、その風景に目を奪われたところで話を少し変えよう。……なあ、新学期になればクラス替がえがあるよな？

聖音：そーねー。……芽以とはまた一緒のクラスになれるといいね。

ＧＭ：「……うん！」聖音と笑いあう芽以。

イサム：オレは音おん楽がく性せいが合うヤツと一緒になれれば一番なんだけど。

聖音：それはない。

イサム：即そく答とうかよ！（笑）

ＧＭ：「でも……、本当に一緒になるといいよね」……どこかはかない感じで芽以は言う。

聖音：……芽以？

ＧＭ：「…………」彼女は遠くを見つめ、だまったまま。

イサム：……もしバラバラでも大丈夫さ。どうせみんな寮生だしな。

聖音：って、あんたは男子寮が元に戻ったら出て行くの決まってるじゃない！（笑）

イサム：いいじゃんか！　それくらい仲間意い識しき持たせてくれたって！（笑）

聖音：だいたい、あんた成せい績せきは？　……次の一年でいなくなっちゃったりしないの？

イサム：ぐお……、そ、それは……。

ＧＭ：「……？　蓮見くん、どうしたの？　顔色悪いよ？」

イサム：いや、だ、大丈夫。……ちょっと図星をつかれただけだから（笑）。




　それは言い訳わけになっていない。




ＧＭ：……じゃ、そんな話をしながら歩いている三人。そこでちょっと〈知覚〉判はん定ていを。

イサム：〈知覚〉！　〈知覚〉か！　やった、《アクティブソナー》使えるぞ！（笑）

聖音：……うわ、達たつ成せい値ち２だって。

ＧＭ：さすがにその達成値じゃ何もわからないなあ。

聖音：うーん、あとはイサムに任まかせるわ。

イサム：任せろって。……じゃあ、おもむろに背せ中なかに隠かくしてあったギターを取り出す（笑）。

隼人：なんで隠してるんだ！（笑）

椿：しかも背中に（笑）。

イサム：《アクティブソナー》を使って判定。……達成値は９！

ＧＭ：じゃあイサムだけが気づく。

一同：おおおおおおおおおおお？

イサム：なんか、オレが活かつ躍やくしちゃいけないようなどよめきだな（笑）。

ＧＭ：まあまあ（笑）。……キミたちの向かい側から、ひとりの女性が歩いてくる。長い銀ぎん髪ぱつが特とく徴ちようの、目の覚めるような美女だ。

イサム：……お？

聖音：あたし、芽以との会話に夢む中ちゆうになってる。

ＧＭ：彼女が横を通り過すぎる瞬しゆん間かん、ぼそりと何かをつぶやく。……次の瞬間、硬こう直ちよくする芽以。

イサム：……え？




　かくん、と芽以の膝ひざが落ち、彼女はふるえ出す。

　見れば、顔はいつかのように絶ぜつ望ぼうの表情に彩いろどられていた。




聖音：……芽以！　芽以！

イサム：振ふり向いて、その女を確たしかめる！

ＧＭ：イサムが振り向くと、もうその場には誰だれもいない。……ただ夕日が照っているだけ。

イサム：…………。




「―――見つけた」




　通りすがるあの一瞬。婉えん然ぜんと笑いながら、あの女はそれだけをつぶやいた。

　だが……、その一言で日にち常じようはあっけなく崩ほう壊かいした。

　まるではかない夢ゆめだったかのように―――。











MIDDLE PHASE









◆Middle 01◆夜


Scene Player―――玉野椿






　椿が寮りように帰ってくると、芽以はすでに床とこについていた。




　……この子を連れて、この市を脱だつ出しゆつする。

　状況的にそれが最さい善ぜんであることは、椿も理り解かいしている。

　だが───本当にそれでいいのだろうか？




ＧＭ：ミドルフェイズ最初のシーンは、椿のシーン。

椿：あ、はい。……侵しん蝕しよく率りつあげますね。

ＧＭ：さて、命令を受けて帰ってくると、まだ就しゆう寝しん時間でもないのに芽以が寝ている。

椿：……静かにドアを閉しめて、ちょっと様子を見守っていよう。

ＧＭ：すると、気配に気づいたのか芽以がもぞもぞと起き出す。「……おかえりなさい」

椿：あ、ごめんね。起こしちゃって。

ＧＭ：「いえ、いいんです」彼女はちょっと疲つかれた様子で、でも笑え顔がおを浮うかべて言う。

椿：……どうしたの？　何かあった？

ＧＭ：「あの……、今日買い物に行った帰りに立ちくらみがしちゃって……」と彼女は話す。……だが、椿にはわかる。彼女は何か重要なことを話していない。

椿：……む。

ＧＭ：「あの……、椿先せん輩ぱいは今日はどちらに？　高崎先輩と出かけていたようでしたけど」

椿：う。ちょっと仕事の方でね、とごまかしておこう。

ＧＭ：「え……？　また何か大変なこと、ですか？」おずおずと彼女はそう言う。

椿：…………どこまで話そうかな。

隼人：椿の判はん断だんに任せるよ。

椿：（しばし悩んで）やめておく。出発するのは三日後だし……。

隼人：わかった。

椿：後始末とか、ね。……芽以ちゃんの方こそ大だい丈じよう夫ぶ？　ちょっと調子悪そうだけど。

ＧＭ：「あ、大丈夫です。……今日は動きすぎちゃったみたいで」

椿：本当に心配なことがあったら、何でも話して？　ひとりで考えてるより、絶対いいから。

ＧＭ：その言葉に彼女の表ひよう情じようが一いつ瞬しゆん、困こん惑わくするような、つらそうな、そんな変化を見せる。

椿：……むむ。

ＧＭ：でも、すぐにいつものように微ほほ笑えんで。「ありがとうございます。……まだまだわからないことばかりなんですけど、何か困こまったことがあったら話させてもらいます」

隼人：もっともらしいことを言うなあ。

椿：やっぱり壁かべが見える気がする。

ＧＭ：そしてさらに彼女は唐とう突とつに言う。「……あの、先輩。もしよければ明日みんなでどこかに出かけませんか？」

椿：え？

ＧＭ：「もう春休みも終わっちゃいますし」

椿：みんなで過すごしていることが彼女にとって一番いいことなら、それもいいのかも。

イサム：そうっすね、確かに。

椿：……じゃ、準じゆん備びしておくね。と彼女には言っておこう。

ＧＭ：そうすると芽以はぱっとベッドから起きあがって、「それじゃ私、他の人に伝えてきます！」と言って部屋を飛び出していく。―――まるで逃にげるように。

椿：…………。

ＧＭ：そして、椿が部屋に残されたところで一度シーンを切ります。







◆Middle 02◆光る水面に


Scene Player―――蓮見イサム






「今日はみんなで、どこかにでかけませんか？」

　朝、芽以がそんなことを言い出した。

　……イサムにとって、それは願ってもない提案だった。




ＧＭ：それでは次のシーン。……次の日の朝、食堂からスタート。というわけで全員登場ね。

一同：はーい。

ＧＭ：めいめいに朝食を摂とっていると、芽以が昨日椿と話していたことを改めて言う。

隼人：どこかに遊びに出かけないかってヤツ？

ＧＭ：「日帰りができるところになりますから、近所になっちゃいますけど」と芽以。

イサム：いいアイデアだな！

聖音：い～んじゃない？　どうせあと少ししたら、寮りようの移い動どうとか授じゆ業ぎようとかで忙いそがしくなっちゃうだろうし。あたしも賛さん成せい！

隼人：ま、いいんじゃねえか？

椿：（黙だまってうなずく）

ＧＭ：「で、どこに行くかなんですが……」

イサム：お！　それはオレにいいアイデアがあるぜ！

隼人：おお、何かあるのか？　というか、俺おれと椿はこの街よく知らないし、教えてもらった方が早いよな。

イサム：へへっ。街の端の方にアミューズメントパークがあるんだよ。

ＧＭ：…………あるのか（笑）。

イサム：あるの！　海上なんちゃら都市ってんだから、それくらいある！（笑）

ＧＭ：了解。じゃあそれで（笑）。

イサム：で、そこはプール系けいのアミューズメントパークなのだ！　……まだ春だけど、室内だから大丈夫！（笑）

椿：…………。

イサム：で！　こう……、「たまには体を動かすのも悪くはないよな」とか言いながらチラシを出してそこを勧める！　本当は半年前から柚木と行くことを計画してたんだけど（笑）。




　まさに野望である。




ＧＭ：（笑いながら）では、そのチラシには大だい規き模ぼなスライダーがあるとか、きれいなパーラーがあるとか、仰ぎよう々ぎようしく書いてある。……ただし、チラシはちょっと古いけど（笑）。

イサム：というわけでどうだ！（笑）

椿：いいけど……、ここギター持ち込こめないんじゃない？

イサム：ぐあっ！　……いや、そこはそれ！　プ、プールサイドで弾ひくとか！（笑）

隼人：水でやられるぞ（笑）。

イサム：ぐおおおおおおおお、……いや、いいじゃないすか！　たまにはギター持たないオレがいたって！（笑）




　アイデンティティ、崩ほう壊かい。




イサム：ま、まあ別にプールにこだわっているわけではないけど。

聖音：……あんた、どうせ芽衣の水着が見たいだけなんでしょ。

イサム：…………。

一同：…………。

イサム：そんなことはない。

隼人：なんだ今の間は！（笑）

聖音：ま、イサムはさておき。……アイデアとしては悪くないんじゃない？　あたしもまだあそこには行ったことないし。

ＧＭ：「うん。……私も行ってみたいな」芽以もうなずく。

椿：でも、芽以ちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？　調子悪いって言ってたけど。

ＧＭ：「大丈夫です。……無理はしませんから」彼女は努めて明るく言うよ。

聖音：じゃ、行き先はそこにけってーい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　光る水面、穏おだやかなさざ波の音。




　二時間後、五人はプールの前に来ていた。

　人工的であれ、それは心こころ躍おどる光景だった。




ＧＭ：というわけで、キミたちはプールの前にやってきた。……流れるプールだとか、ウォータースライダーとかがどーんとキミたちの前に広がっている。
















一同：おおおおおおおおお。

隼人：……今思ったんだけどさ。

ＧＭ：ん？

隼人：俺、こういうところに来るの初めてなような気がする。

椿：あ！　……チルドレンだから！（笑）

隼人：そうそう。……ということで妙みように落ち着かない様子であちこちを見ている俺（笑）。

椿：なんかいっぱいあるんだけど、私の想そう像ぞうしているのと違ちがうなあ。……と言って、ＵＧＮの訓練施し設せつとかを思い出す私。

ＧＭ：いや、そんな殺風景なものを想像されても（笑）。

椿：芽以ちゃんには救命胴どう衣いとか用意しないと（笑）。

聖音：救命胴衣！　レジャー施設なのに！（笑）

隼人：じゃ、俺も水の中に入って。……おい。ずいぶん底が浅いな。簡かん単たんに足付くぞ（笑）。

イサム：いや、先せん輩ぱい。そういうもんっすから（笑）。

ＧＭ：「あ、流れるプールとかもありますね～。……浮うき輪借りてこようかな」と芽以が。

隼人：ん？　流れるプール？　……抵てい抗こうかけて泳ぐのはいい鍛たん錬れんになるな。

ＧＭ：「いや、そういうのじゃないです」（笑）

イサム：てか、先輩たちは今までどんな生活してたんすか（笑）。

椿：（聞いてない）どこからでも見える、あの大きな滑すべり台みたいなのはなんだろう？

聖音：それはスライダーって言ってですね……？

ＧＭ：なんかすっかりチルドレンの方が楽しんでるな（笑）。

隼人：なにせ初めてなもんで（笑）。

イサム：じゃあ、飛び込み台とかあることにしようぜ（笑）。

隼人：それだ！（笑）颯さつ爽そうと飛び込んでやろう。

椿：む。……ならこっちも。

ＧＭ：それならどっちがうまく飛び込めたか判はん定ていしてもらおうかな（笑）。〈運動〉とかが適てき切せつだろう。

隼人：は、判定～!?　待て、相手は【肉体】10だぞ!?（笑）

椿：ふふふふふ、お先にどうぞ？（笑）

隼人：ぐお！　……こんなことなら《電光石火》取っておけばよかった！（笑）

ＧＭ：無いものねだりをしてもしょうがないだろう。……さあ、どうぞ（笑）。

隼人：おりゃっ！　うーむ、達たつ成せい値ちは９。普ふ通つうだ。

聖音：ざぼーん。おー、パチパチパチ。

隼人：調子に乗って三回転くらいする。

ＧＭ：「高崎先輩すごいね～」芽以もにこにこしながら言う。

椿：じゃ、私は……、クリティカル（さらり）。

隼人：うお！（笑）

椿：技ぎ能のうが無くても達成値は14（さらり）。

隼人：うおお！（笑）

椿：隼人がよりさらに上から。四回転してひねりまで入れるようなやつを（笑）。

聖音：おおおおおおおおおっ！　……一いつ般ぱん客きやくまで騒さわぎ出すパフォーマンス（笑）。

イサム：おぉ、すげえ。オレあんなのオリンピックでしか見たことねぇ（笑）。

椿：とりあえず、見下した目付きで隼人を見る（笑）。

隼人：うわ！　むかつく！　ええい、次はあっちの波の出るプールで勝負だ！

椿：いくらでも受けてあげる。……どうせ勝てないんだから（笑）。

隼人：ムキー！　絶ぜつ対たい勝ってやる！（笑）




　その後しばらくの間、隼人と椿はあちこちでプロ顔負けのパフォーマンスを見せ続けた。




　……彼らが芽以の護ご衛えいという役やく割わりを思い出し、赤面したのはその直後である。






《電光石火》　あらゆる運動能力を上げるハヌマーンのエフェクト。ただし、その反動で肉体は壊れていく。










◆Middle 03◆最初の亀き裂れつ


Scene Player―――星ほし乃の聖音






　楽しい時はすぐに通り過すぎてしまう。

　プールで遊び、パーラーで騒ぎ、みんなでたくさん笑った。

　……聖音が気が付いた時、もう日は落ちかけていた。




　名な残ごり惜おしいが、もう帰る時間だ。




ＧＭ：というわけで時間がたち、夕方。

聖音：じゃあ、帰る前におみやげ屋とかに寄よってます。

椿：あ、じゃあちょっと芽以ちゃん抜ぬきで話がしたいんですが。

ＧＭ：了りよう解かい。……じゃあみんなバラバラに買い物をしているということで。登場したい人は適当に出てください。

一同：はーい。

聖音：じゃあおみやげのお菓か子し類るいとか見ている感じで。

椿：そこに声をかけます。……聖音ちゃん。ちょっと聞きたいことがあるんだけど。

聖音：なんです？　先輩。

椿：聖音ちゃん、一番芽以ちゃんと仲いいから聞きたいんだけど。彼女……、何か自分ひとりで悩なやんでいることとかあるんじゃない？

聖音：んー、それはあるみたいですねー。友達との距きよ離りをとろうとしますし。

椿：…………。

聖音：でも、あたしにも話してくれないんですよ。あけすけに何でも言ってくれればいいんですけどねー。

椿：そっか……。彼女、昨日からちょっと様子変じゃない？　それで気になったんだけど。

聖音：ん～、昨日ちょっと買い出しの帰りに倒たおれて……。（素すに戻もどって）……しまった。

ＧＭ：どーしたんです？

聖音：オープニングの判定失敗してる。……怪あやしいところが何も伝えられない（笑）。

一同：……あ！（笑）

イサム：じゃあオレ登場するっす！

隼人：ついでだから、俺も出よう。

ＧＭ：じゃあ椿と聖音が話していると、近くをイサムと隼人が通りがかる。

聖音：イサムが来たら声をかけよう。……イサム、この前急に芽衣が倒れたときなんだけど、何か気づいたことある？

イサム：（声を潜ひそめて）……実はそのことで先せん輩ぱいたちに話があってきたんす。と、前に見たことを伝える。銀ぎん髪ぱつの女がいてですね、とかそういう感じで。

隼人：（眉をよせて）……予想以上に動きが早いな。

イサム：何か心当たりがあるんすか？

隼人：（椿に）ここまで来たら、黙だまっているわけにもいかないよな？

椿：……しょうがない、か。

イサム：…………。

隼人：（ひとつうなずいて）実は昨日ＵＧＮ本部から命令があった。……明後日、俺たちは柚木芽以を連れてこの鳴島市を脱だつ出しゆつする。ＦＨが追つい撃げき部隊を派は遣けんしてきたらしい。おそらくはイサムが見たというその女も……。

イサム：ちょ、ちょっと待ってくださいよ！　柚木の環かん境きようを変えてしまったら暴ぼう走そうの引き金になるんすよね!?　そのことはＵＧＮの人だって……！

椿：（冷たい声で）……どちらにしろＦＨが攻せめてくるなら同じこと。彼女の環境は変わってしまう。

イサム：……彼女に危き機きが迫せまるのは変わらないってことっすか。

椿：大だい丈じよう夫ぶ、事じ件けんが終われば彼女はまた戻ってこれるから。

イサム：そ、そういうことなら、まあ……。

ＧＭ：じゃあ、その時に―――。




「せんぱーい！　聖音ちゃーん！」




　不意にかけられた芽以の声が、沈ちん黙もくを押おし破やぶった。

　反はん射しや的に振ふり返ったイサムが、異い変へんに気づく。




　なぜ、あたりには誰だれもいないのか。

　なぜ、周囲がこれだけ静せい寂じやくに満ちているのか。

　なぜ、芽以の対角線上にあの銀髪の女がいるのか―――。




イサム：待てっ！　なんでそいつがそこにっ!?

ＧＭ：イサムがそう叫さけぶと同時に周囲から戦せん闘とう服ふくを着こみ、ゴーグルをつけた数名の人間が飛び出してくる！

隼人：こんなところで《ワーディング》か！

椿：芽以ちゃんを引き入れて、戦闘態たい勢せいに入る……！

ＧＭ：その中のひとりがくぐもった声で言う。「……〝コールドブラッド〟を渡わたせ」

隼人：お前ら、〝クレッセント〟か……！

ＧＭ：相手は何も言わない。……だが、逆ぎやくにそれが答えになっている。

イサム：柚木は!?　大丈夫なのか!?

ＧＭ：彼女はとある一点から、例の女から目を離はなせなくなっている。……顔には恐きよう怖ふの表ひよう情じよう。

イサム：ちっ……。

聖音：当然、ボクは《ワーディング》が張はられた時点でシザーリオに変わっているよ。やれやれ、という表情で銃じゆうを抜ぬこう。

ＧＭ：「……渡す気はないか」と、向こうはもう一度だけ聞く。

聖音：渡したら……どうなるんだい？

ＧＭ：……連中は静かに殺気を放つ。

椿：渡しても、結果は変わらないってことね。

ＧＭ：（にやりと笑って）……ここで戦闘だ！　敵てきはクレッセント部隊員が三人。銀髪の女は見てるだけ。

隼人：よし、ちゃっちゃと片かたづけてやる！




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：こっちのイニシアティブは10。……なのでイサム、聖音の後に行動だ。
















イサム：よし！　……と言っても、侵しん蝕しよく率りつ足りなくてオレ全然ダメなのよ。

椿：あ！　《終末の炎ほのお》無いから！

イサム：《サイレンの魔ま女じよ》他だけで攻撃！　……達たつ成せい値ち12！　やっぱり低いなあ。

隼人：ぬう、イサムの弱点を的てき確かくに突いてきている（笑）。

ＧＭ：……む、ちょっと足りなかった。回かい避ひ失敗。

イサム：やった！　……ってダメージも足りない！　10点！

ＧＭ：さすがにそれはよろめくだけだな。……いつかのようにイサムのギターがうなる。しかし、その音は前に比くらべて張りが無い。

聖音：……悩なやみが表に出てるようだね（笑）。

イサム：そんな演出か！（笑）

聖音：こっちは容よう赦しやしない。全力で撃うつ。ひとりでも減へらす方が優ゆう先せんだ。……達成値は45！

ＧＭ：くっ……、それは回避できない。

聖音：ダメージは……高いぞ。44点！

ＧＭ：それは耐たえられない。

聖音：じゃあ撃ち出された弾だん丸がんがさらに重力によって圧あつ縮しゆく。加速して敵をぶち抜く。

ＧＭ：ひとりはそれで吹ふき飛ぶ。……しかし他の連中の動きはまったく変わらない。

隼人：ちっ、人形みたいな奴やつらめ。

ＧＭ：ふたりは芽以に攻撃！　それぞれが拳こぶしを握にぎって芽以に振り上げる！

椿：う！　それはかばわなきゃ！

ＧＭ：まずひとりめ！　……達成値は32！

椿：《崩くずれずの群むれ》を使う！　芽以ちゃんの目の前に立ちふさがる！

ＧＭ：よし。ダメージは……19点。

椿：ん～、ＨＰは26点なので大だい丈じよう夫ぶ。

一同：かてえええええええええええっ！（笑）

ＧＭ：普ふ通つう19点で死ぬんだけどなあ（笑）。次の攻こう撃げきは……ぐあ！　達成値が７！（笑）

椿：芽以ちゃんだから当たっちゃうんだよね……。メジャーアクションを使ってかばう！

ＧＭ：ダメージは……さ、３点。

椿：はい、残りＨＰ４点（笑）。

ＧＭ：…………こ、殺せなかった（笑）。

イサム：《リザレクト》すらしなかったな（笑）。




　この時点で決着はついた。襲撃者たちは隼人の一閃で地に倒れ伏す。

　だが、その時には銀髪の女性はその場から消えていた。

　急遽ＵＧＮに―――藤崎に連絡した椿はさらに驚きよう愕がくの事実を知る。

　すでにＦＨは学校を襲しゆう撃げきしており、もはや学校には戻もどれないというのだ。

　藤崎は芽以の無事を確たしかめると、四時間後に支し部ぶの屋上に来るように命じた。




隼人：どうだ、椿？

椿：……学校にはもう戻れない。ここから直ちよく接せつ脱だつ出しゆつする。

イサム：…………。

聖音：…………。




　黙だまり込こんだ芽以を連れて、五人は走り出した。

　もう、平穏は通りすぎた。決して気を抜ぬくことはできない。

　張はりつめた空気の中、芽以がぼそりと言った一言が妙みように皆の耳に残った。




「―――〝コールドブラッド〟なんて」




　……あたりは闇やみに包まれようとしていた。







◆Middle 04◆そして暗い街へ


Master Scene






　アミューズメントパークの屋根の上。

　走り出した五人を眼がん下かに見下ろし、豪ごう奢しやな銀髪を流したその女じよ性せいはクスクスと笑った。

　虫をもてあそぶ子供のように、無む垢くで、残ざん酷こくな笑えみを。




ＧＭ：というわけでマスターシーン。

聖音：さっきの女かな。

隼人：……今回の敵だ。

ＧＭ：その通り。




　音もなく、彼女の周りに数人の人ひと影かげが現あらわれる。

　どの人影も戦せん闘とう服ふくを着こみ、戦闘用のゴーグルを付けている。




　五人から目を離はなさずに、女はつぶやいた。

「あれが〝コールドブラッド〟、か。……やっぱり周りの子は大変そうね。もう少し意地悪をしちゃおうかしら」




イサム：うわ、イヤなヤツだな！（笑）

ＧＭ：ふっふっふ（笑）。




　女は、もはや視界から消えつつある椿たちに言葉を投げかける。

「あなたたちは背負ったその子、かわいそうで残酷なお人形さんをどこまで背負って行けるかしら？」

　くすくすと笑う女。答えるのは沈黙を保つ部下たちと、すべてを飲み込む宵闇だけ。




　しばらく黙ったあと、彼女は一いつ層そう笑みを深くし、あたりの人影に命じた。

「あの連中を追いつめなさい。……ただし、追いつめるだけね？」




　瞬まばたきひとつする間に、その人影は街に散っていく。

　暗い、暗い街へ。







◆Middle 05◆宣せん戦せん布ふ告こく


Scene Player―――玉野椿






　周囲の確かく認にんを終え、椿は後ろにハンドサインを送る。

　ほどなくして、隼人を先せん導どうとして皆みなが駆け込んできた。




　最初の襲しゆう撃げきから四時間。

　五人はなんとか隠かくれながら、ＵＧＮ鳴島市支部屋上へとやってきていた。




ＧＭ：次のシーンは椿。

椿：はい。

ＧＭ：あれから四時間。……楽しかった雰ふん囲い気きは一転し、五人は街を逃にげている。そしてキミたちはなんとかＵＧＮ支し部ぶの屋上までやってくる。

隼人：ここに迎むかえが来るんだよな。

ＧＭ：そう、後数分で日本支部からヘリコプターがやってくることになっている。

イサム：それでゴール？

椿：……一いち応おうね。

聖音：油ゆ断だんはしない方がいい。敵は想そう像ぞう以上に、ボクたちのことをつかんでいるようだ。

椿：（こくりとうなずく）

イサム：柚木は？

ＧＭ：前の襲撃から、芽以はたまに反はん応のうするけど、基本的には黙ってうつむいている。……言われるままに付いてきている、そんな感じだね。

イサム：……大だい丈じよう夫ぶだ、と言うのは簡かん単たんだけどなあ。

隼人：（ため息をつきながら）この状じよう況きようで言っても、あまり説得力はないな。

ＧＭ：……キミたちがそんな会話をしていると、遠くからヘリのローター音が聞こえてくる。

椿：…………。

ＧＭ：音はだんだんと近づいてくる。隼人や椿にはなじみのあるシルエットが、闇やみの中にぼんやりと映しだされる。

聖音：ちょっと芽以に聞いておこう。……いいのかい、芽以。このまま街を去ってしまって。

ＧＭ：「でも、そうしないと……」彼女はそこでまた口ごもる。

イサム：柚木……。

ＧＭ：芽以は黙ってしまう。……そしてヘリは肉にく眼がんで確認できるくらいに迫せまってくる。




　―――その時。唐とう突とつに、ヘリコプターの側面に大おお穴あなが空いた。




イサム：ちょっと待て！　何も見えなかったのかっ!?

ＧＭ：（きっぱりと）何も見えなかったよ。……そしてさらに続けてヘリに穴が空いていく。ひとつ、ふたつ……、まるで何かに嚙かみちぎられていくように。

隼人：ヘリが攻こう撃げきされるところまでは読めてたのに！　これじゃ敵てきの正体がわからんぞ！

ＧＭ：そしてキミたちの見ている前で、ヘリコプターは消えて無くなった。

聖音：（苦笑いを浮かべて）これは……また。派は手でな演えん出しゆつだね。

椿：…………あたりを警けい戒かいします。

ＧＭ：素す早ばやく周囲を見回した椿の視し界かいの端に、長い銀ぎん髪ぱつを持った女じよ性せいがひっかかる。―――いや、いつの間にかすぐ側そばに立っている。

椿：誰だれだっ!?

ＧＭ：彼女は「助けが来なくて残念だった？」とクスクス笑いながら言うよ。

隼人：てめぇ……っ！　懐ふところに手をやって、刀を―――。

聖音：隼人を手で制せいす。……うかつに戦せん闘とう態たい勢せいに入るものではないよ。

ＧＭ：隼人の様子を気にせずに、彼女は言う。「まだ諦あきらめない、って顔をしているわね」

椿：……黙って睨にらみつける。

ＧＭ：「ＵＧＮの子達だもの。それくらい当然かしら？」

隼人：同じく、睨みつけて相手の出方を見る。

ＧＭ：余よ裕ゆうの表ひよう情じようは崩くずれない。「部下がお世話になったわ。私は戦闘部隊〝クレッセント〟の指し揮き官かん、ロゼッタ・ロナーリア。……もちろんＦＨの人間よ」

イサム：やっぱり……こいつがボスか。

聖音：指揮官みずからご登場とは、〝コールドブラッド〟も買いかぶられたものだね。

ＧＭ：「そうね……。いろいろと理由はあるのだけど、端たん的てきにいえばちょっと意地悪をしてみたくなったのよ」

隼人：……意地悪？

ＧＭ：満足したようにうなずくロゼッタ。彼女はすうっと、怯おびえている芽以に指を突つき出す。

椿：…………？

ＧＭ：「ほら、見ててご覧らんなさい？」と言うと、同時に芽以の体がびくん、と跳はねる！

イサム：……！　これ、オープニングと同じ───。

ＧＭ：（にやりと笑って）そう。芽以の顔から血の気がさーっと引いていき、膝ひざが折れる。「ああ……、ああああああああああああっ！」芽以が叫さけび、同時にガタガタと震ふるえ出す！

椿：彼女をかばうように飛び出す！

隼人：何をしやがった！

ＧＭ：「私はちょっとボタンを押おしただけよ。……いいの？　私なんかのほうを向いていて？」ロゼッタの言葉と共に芽以から、いつかのようにキ──────ンという耳鳴りが。

イサム：暴ぼう走そう！

ＧＭ：そう。ただし前とは違ちがう点がある。（ダイスを振ふって）……対象は隼人だな。

聖音：ゲーム的な効こう果かがあるのか！

隼人：じゃあ、俺おれがロゼッタの一言につられて芽以の方を見てしまうと―――。

ＧＭ：彼女と目が合ってしまう。……〈意志〉で抵てい抗こうしてくれ。こっちは15。

隼人：〈意志〉!?　達たつ成せい値ち９。……全然ダメだ。

ＧＭ：目を合わせた瞬しゆん間かんに、魂たましいの奥おく底そこが凍こおり付くような、そんな感覚がキミを襲う。

隼人：ぐ……！




　隼人の魂の中にある大きなうねりがゆっくりと凍り付いていく。

　慕情も、信頼も、連帯感も、そして憎しみも、哀しみも。すべてが止まり、失われていく。




ＧＭ：隼人―――キミのロイスひとつをタイタスにしてくれ。

一同：ええええええええええっ!?

椿：ロイスを……タイタスにする能のう力りよく!?　そんなの聞いたことがない!?

イサム：どんなオーヴァードよりもある意味強いぞ！

聖音：すべての絆きずなを断たち切る能力、か。……これは厳しいね。

隼人：くそっ！　……とりあえず藤崎をタイタスにしよう。まだ安あん全ぜん圏けんだし。

ＧＭ：では持っていた憤ふん懣まんも何も、すべて凍りついていく。……気がつけば何か大事なものが自分の心の中から抜ぬけ落ちる感覚だけが、残されている。

隼人：額ひたいにびっしりと汗あせを浮うかべて、ガクリと膝をつく。

椿：隼人！

隼人：……いったい何をされたんだ、俺は。

ＧＭ：「あら？　その子の周りにいてこれを味わうのは初めて？」とロゼッタ。……とてもとても面おも白しろそうに言ってくる。

椿：…………ただ黙だまって睨みつける。

ＧＭ：「……その子の能力は感情を凍らせる。そして―――その本当の力は心のどこかを凍らせること」

イサム：心の……どこか？

ＧＭ：「大事なものであればあるほど、凍らせてしまうの。……大切な思い出も、憎い仇も、レネゲイドに抗う力も、ね。それが彼女の能力」

聖音：〝コールドブラッド〟たるゆえん、か。

ＧＭ：「そう。……そして私はそのスイッチの押し方を知っているだけ。ただそれだけなの」　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで彼女は言う。

隼人：てめえは……っ！

ＧＭ：「ただ」ロゼッタは隼人を制せいして言う。「ここであなたたちを殺して彼女を捕とらえてもいいのだけれど。……ともすれば味方を殺しかねないこの能力を背せ負おって、あなた方がどこまで逃にげられるか、どこまで抗えるかを見てみたくなったのよ」

椿：…………。

ＧＭ：「もちろん、今ここで彼女を渡わたしてくれても構かまわないのよ？」挑ちよう発はつ的に彼女が言う。

イサム：なんでだ……。

ＧＭ：「ん？」

イサム：何が面白くて、こんなことやるってんだよ！

ＧＭ：「そこまで話すつもりはまだないわ。―――そうね、あなたたちがこの子を扱あつかいきれなくなって諦あきらめるときにでも話そうかしら」

隼人：ぎりっと奥おく歯ばを嚙かみながら、……そんな日は来ねぇ！　と叫さけんで立ち上がる。

椿：（うなずいて）そう───絶ぜつ対たいに来ない。

ＧＭ：彼女は満足そうにうなずく。「じゃあゲームを開始しましょう？　ＵＧＮからの迎むかえは暫しばらく来ないでしょう。そしてこの鳴島市から脱だつ出しゆつする通路も我われ々われが塞ふさいでいる」

聖音：…………。

ＧＭ：「封ふう鎖さを力ずくで脱出してもよし、この市の中をうごめくもよし。あなたたちがこの状じよう況きようを突とつ破ぱすれば、ゲームはあなたたちの勝ち。―――私はそれまでゆっくりじわじわとあなたたちを追いつめてあげる」と宣せん言げんする。

椿：私たちには、拒きよ否ひ権けんはない───ってことね。

ＧＭ：「そういうこと」ロゼッタは満足そうにうなずいて、「それじゃあね」と一言。すると彼女の姿すがたがぐにゃりと歪ゆがみ……その場からいなくなる。

聖音：行った―――か。

イサム：そうだ！　柚木、柚木はどうなってる!?

ＧＭ：彼女はやはりうずくまって震ふるえている。……もうさっきみたいな耳鳴りはしていない。

イサム：…………。

ＧＭ：芽以は本当に小さな声で、「いや…そんなの…そんなのはいや…」と繰くり返している。

隼人：…………。

椿：じゃあ、ぽんぽんと彼女の肩かたを叩たたいて。……芽衣ちゃん、あなたは自分の能力に、その恐ろしさに気づいていたのね。

ＧＭ：彼女はそれには答えない。……いいや、答えられない。

椿：誰にも迷めい惑わくをかけたくなくて言わなかったんだね……。




「大だい丈じよう夫ぶだよ。―――私たちが何とかするから」




　芽以を支ささえながら、椿は眼がん下かの街を見下ろしてつぶやいた。

　彼女は助けなければならない。―――そう、必ず。




　　　　＊　　　＊　　　＊




隼人：うおおおおおお、俺のロイスが～。

聖音：しかし、ロイスをタイタスにするエフェクトか。一体どんな能力なんだ？

ＧＭ：既き存ぞんのエフェクトですよ。……超拡大解かい釈しやくしてるけど。

イサム：えっ!?　どのエフェクト!?

ＧＭ：ソラリスの《抗あらがいがたき言葉》。

椿：あ！〝自分の言葉を真実だと思わせる〟エフェクト！

ＧＭ：そうです。まあ、本当の使い方は違うんですが。今回は特別ということで。……こういうのも面白いでしょ？

隼人：まーね（笑）。







◆Middle 06◆彼女の真実


Scene Player―――蓮見イサム






　暗い街に放ほうり出された五人は、今後の対たい策さくを練った。




　芽以のことも、敵てきのことも、圧あつ倒とう的に情じよう報ほうが足りない。

　このまま後手に回っていては、なんの動きようもなくやられてしまう。

　全員の結けつ論ろんはそこに集約した。




ＧＭ：では、ここからは情じよう報ほう収しゆう集しゆう。街中を巡って情報を集めて下さい。（ＭＡＰを広げる）
















椿：情報収集。……まず芽以ちゃんについてはもうちょっと洗あらい直さなきゃダメかな。

イサム：あー、敵とかは当然調べなきゃダメっすね。

隼人：そうだな。……あとはＵＧＮ自体についてもちょっと調べたい。なーんかまだ隠かくしていることがあると思うんだ。

椿：じゃあ……、このＵＧＮ支部を拠きよ点てんにして手早く調べる感じで。

聖音：それが妥だ当とうだね。

ＧＭ：了りよう解かい。……じゃあシーンプレイヤーはイサム。

イサム：オレからかー。……まず何から調べるのがいいっすかね？

聖音：まあ、キャラクターとしてはやっぱり芽以じゃない？

イサム：そーだな。オレは外に出ないで、この鳴島市支部に残っている柚木の情報を徹てつ底てい的に洗い直す。もともとオレもこの支部に所しよ属ぞくしてたし。

ＧＭ：ああ、なるほど。……じゃあ〈情報：ＵＧＮ〉で判はん定ていを。

イサム：……おりゃっ！　クリティカル！　達たつ成せい値ちは21！　これが愛の力だあああっ！（笑）




　ただの偶ぐう然ぜんである。




ＧＭ：それじゃあイサムは見事に研究資し料りようを保ほ管かんしている隠し棚だなを見つけ出す。……ＦＨでも見つけられなかったのに（笑）。

イサム：ま、オレの方が長い間ここに世話になってたってことだな。……で？

ＧＭ：はっきり言って、研究資料はキミじゃ理解できない。……難むずかしすぎて（笑）。

イサム：たらーっと汗あせを（笑）。

ＧＭ：だが、一番最近のレポートの、最後の部分だけはわかる。

イサム：お！　よかった！

ＧＭ：そこにはこう書かれている。「……要約するならば、〝コールドブラッド〟の能のう力りよくは強力なテレパス能力―――ソラリスの力だと言える」

イサム：…………。

ＧＭ：「強ごう引いんな言い方をしてしまえば、あれは強力な刷り込こみ現げん象しようだ。……テレパスを通して、精せい神しん的にも、肉体的にも、〝感情を抑よく制せいする〟作用を引き起こさせる」

隼人：それを俺が喰くらったわけか。

ＧＭ：その通り。……そしてレポートはこう続いている。「こう書いているが、他のソラリスシンドロームのオーヴァードには、彼女と同じことはできない。〝コールドブラッド〟の能力はやはり彼女独どく自じのものなのだ。―――これは推すい測そくだが、この能力は彼女の精せい神しん性せいに、つまりは彼女の過か去こに大きく関かかわりがあるのだろう」

イサム：……柚木の過去、か。

ＧＭ：「だが、我われ々われにはもう彼女の過去を知る術すべはない。……我々は彼女をレネゲイドから遠ざけてしまった。我々が知っているのは、あの研究所で保護されてからの彼女だけなのだ」

イサム：研究所―――？

ＧＭ：レポートはそこで終わっている。

イサム：もしかして、オレの想そう像ぞうしている以上に柚木の過去にはヤバイ秘ひ密みつがある……？

ＧＭ：キミのそのつぶやきを聞くものは、誰もいない。







◆Middle 07◆広がる亀き裂れつ


Scene Player―――高崎隼人






　夜の街で。

　隼人はなじみの情じよう報ほう屋やに連れん絡らくを取っていた。




　ロゼッタと名乗る女のこと、ＦＨの動き方。

　必要な情報はいくらでもある。




ＧＭ：では、次のシーンは隼人。

隼人：うーん、ロゼッタもＵＧＮも調べておきたいんだよな。……どっちにするか。

椿：あ、それなら私も登場しようか？　それで両方とも調べてしまうとか。

隼人：おお、それなら話がはやいな。……それでいい？　ＧＭ。

ＧＭ：別に構かまわないよ。

隼人：じゃあ俺が情報屋に接せつ触しよくして、ロゼッタのことを〈情報：裏うら社会〉で調べよう。

椿：私はＵＧＮ本部。……ここはストレートにコネクションを使って〈情報：ＵＧＮ〉で。

ＧＭ：了解。……じゃあシーンプレイヤーである隼人から処しよ理りしようか。

隼人：おう。―――俺おれは支し部ぶを離はなれて、公こう衆しゆう電話から情報屋に接触。繁はん華か街がいの裏路地あたりで代理人から情報をもらう。

ＧＭ：手慣れた動きだな（笑）。……じゃあ判はん定ていを。

隼人：……お、クリティカルした。達たつ成せい値ちは18。

ＧＭ：おお。ではキミにこっそり渡わたされた紙し片へんには、以下のようなことが書いてある。

隼人：ほうほう？

ＧＭ：ＦＨの戦せん闘とう部隊、〝クレッセント〟のリーダー。……ソラリスのオーヴァード。

隼人：ああ、芽以に何かしてたもんな。あれもソラリスか。

ＧＭ：そういうこと。もともと〝クレッセント〟という戦闘部隊は、完全に感情を排はいしたいわゆる殺さつ戮りく人形のようなオーヴァードだけで構こう成せいされた部隊。

椿：…………。

隼人：いや、でもあの一いち倉くらは普ふ通つうに感情があったはずだよな？

ＧＭ：うん。一倉は正せい確かくに言えば、〝クレッセント〟の予よ備び軍ぐんだったわけだね。いずれは脳のう改かい造ぞうされて戦闘マシーンになるはずだった。

隼人：ちっ、趣しゆ味みの悪い。

ＧＭ：その部隊員を、リーダーであるロゼッタがソラリスの能力で操あやつる。これがクレッセントの戦い方だ。

聖音：それってもしかして……。

イサム：ん？

聖音：芽以の能力をもともと知ってたってこと？　〝感情を排したオーヴァード〟なんてピンポイントなもの、普通派は遣けんできないだろう。

イサム：…………確たしかに。

ＧＭ：（にやりと笑って）ま、そこは答えないけれど。……もうひとつ情報が。

隼人：お、まだあるのか？

ＧＭ：うん。……シーン５で、ロゼッタは指をさしただけで芽以を暴ぼう走そうさせたでしょ。

隼人：（苦い顔になって）……それはよく覚えているが。

ＧＭ：一倉があれだけ揺ゆさぶっても、芽以を完全に暴走させることはできなかった。……でも、ロゼッタはそれを簡かん単たんにやってのけた。

椿：……あ。

ＧＭ：つまり、ロゼッタは芽以の暴走のさせ方を知っている―――という推すい測そくができる。

隼人：…………。

ＧＭ：情報は以上だ。

隼人：……とにかく相手が圧あつ倒とう的に有利であることはわかったよ。

ＧＭ：そうだね。キミたちの唯ゆい一いつのアドバンテージは本人が手元にいることだけだ。

椿：そこで登場します。……わかったことは？

隼人：苦虫をかみつぶしたような顔で、椿に全部説明しよう。

椿：敵てきは芽以ちゃんについて、何か決定的なことを知っている。―――そういうことね。

隼人：そうだ。……そのハンデを解決しない限かぎり、俺たちに勝ち目はない。

椿：…………。

隼人：で、お前の方は何かわかったのかよ？

ＧＭ：じゃ、ここで判定しようか。

椿：コネクション：ＵＧＮ幹かん部ぶを使用して、〈情じよう報ほう：ＵＧＮ〉を使用。……達成値は24。

ＧＭ：ではここで携けい帯たい端たん末まつに、椿のコネクションの本部エージェントから連絡が入る。

椿：すいません。お聞きしたいことがありまして。

ＧＭ：「そちらから連絡を取るとは珍めずらしいな」……と中年の男の声がする。

椿：そちらで、現げん在ざい私たちが受けている任にん務むは確かく認にんを取れておりますでしょうか？

ＧＭ：「〝コールドブラッド〟の護ご衛えい、そう聞いている」

椿：その任務において、突とつ然ぜん責せき任にん者しやが霧谷さんから他の人に変わったのですが、理由はご存ぞんじですか？

ＧＭ：「……聞かされてはいないのか」通信機の向こうで、男はため息をつく。

椿：……えっ？

ＧＭ：「日本支部長、霧谷雄ゆう吾ごくんは現在謹きん慎しん中ちゆうだ」

隼人：謹慎!?

ＧＭ：「……ＵＧＮ本部は、コードネーム〝コールドブラッド〟を〝処理〟すべしという命令を日本支部に送ったのだ」

椿：なっ!?　処理って……、彼女を―――殺す？

ＧＭ：男は沈ちん黙もくを持ってそれを肯こう定ていする。そして、「霧谷くんはそれに反対し、そして更こう迭てつされた。……私が話せるのはここまでだ」

椿：…………。ありがとう、ございます。

ＧＭ：無言のまま、通信機は切れる。

隼人：……今の話、確かめようぜ。

椿：（こくりとうなずく）支し部ぶに戻もどりましょう。―――そして、本当の話を聞く。




　隼人と椿は、再ふたたび闇やみに閉とざされた支部へと走り出す。




　……何かが揺ゆらぎだしている。

　自分の足で地面を蹴けっているはずなのに、得体の知れないうねりに流されているような、そんな感覚が隼人から離はなれなかった。







◆Middle 08◆ただ静かに見守ろう


Scene Player―――星乃聖音






　薄うす暗ぐらいＵＧＮ支部の一室で、聖音は眠ねむり続ける芽以を見守っていた。




　ロゼッタとの邂かい逅こうの後、芽以はすぐに気を失った。

　それから今まで、彼女は眠っている。息は荒あらく、眉まゆは苦しみに歪ゆがみ、終わらない悪あく夢むに苦しんでいる。




　その様子を、聖音は―――シザーリオはただただ黙だまって見守っていた。




ＧＭ：では次のシーンは聖音。

聖音：……ちょっと芽以について誰かと話がしたいんだ。支部にいるんで、誰か登場してくれないか？

イサム：じゃあ、オレが登場する。……情じよう報ほう収しゆう集しゆうして戻ってきたってことで。

ＧＭ：了りよう解かい。

聖音：ボクは眠り続けている芽以を見守っている。静かに見ているが、気配を感じて唐とう突とつに口を開く。……イサム、戻ってきたのかい？

イサム：なんとなく黙って、静かにドアを開ける。

聖音：どうした？　元気が無いじゃないか。……あえて皮肉げにボクは言う。

イサム：ちょっとさ……。柚木のことについて調べててな。

聖音：何か───わかったのかい？

イサム：…………。

聖音：言いたくないなら別にいいけどね。

イサム：わかっちゃいたんだが。……オレは柚木のことを何も知らなかったんだなあって思ってさ。

聖音：……ふうん？

イサム：柚木がオーヴァードだってことも知らなかったし、柚木がＵＧＮに保ほ護ごされてることも知らなかった。―――それ以外にも何か過か去こがあるらしいけど、やっぱりオレは何も知らない。

聖音：ボクは彼女に目を戻して言う。……そうだね。それはキミだけの責せき任にんじゃない。この子は―――柚木芽以という子はとにかく自分のことを話したがらない。

イサム：…………。

聖音：イサム、キミはこの子のことが好きなんだろう？

イサム：のわっ!?　なんでお前がそんなこと知ってんだよ！（笑）




　まだそんなことを言うのか。




ＧＭ：まだばれてないと思ってんのか！（笑）

イサム：いやあ、ほら、誰も何も言ってくれないじゃん（笑）。

隼人：すげえぜ、田中さん（笑）。

聖音：じゃ、イサムのたわごとはすらりと無む視しして（笑）。

イサム：無視された！（笑）

聖音：……キミは確たしかにこの子のことを何も知らなかった。だからといってこの子のことを嫌きらいになるかい？

イサム：…………ならない、と思う。

聖音：じゃあ彼女の真実を知って、キミの彼女に対する気持ちが変わる可能性はあると思うかい？

イサム：それは……わかんねえけど。変わることはない、と信じたい。

聖音：……それでいいと思うよ。

イサム：え？

聖音：ボクは彼女の望みはわからないし、真実も知らない。でも、彼女との関係を変えたいとは思わない。

イサム：…………。

聖音：（肩をすくめて）ま、ボクの場合は〝ボクが変えたくない〟のではなく、〝星乃聖音が変えたくない〟のだけれどね。

イサム：お前……、意外といろんなこと考えてるんだな。

聖音：（にやりと笑って）……もっと化け物みたいな存そん在ざいだと思ったかい？

イサム：へっ、聖音程てい度どにそんなこと思うかよ。そう言って、オレはギターを……。

聖音：それは止めるよ。……芽以が寝ねてるんだ。

イサム：おっと。




　苦しむ芽以の手を取り、聖音はひとつ息をついた。




　状じよう況きようはまだ大きく動く。

　その時に心を決めておかなければ、判はん断だんが鈍にぶる。




　芽以を見守りながら、どこか冷静に聖音はそう考えていた。







◆Middle 09◆明けない夜


Scene Player―――玉野椿






　支し部ぶに戻もどり、メインのモニターのスイッチを入れる。

　コードを打ち込こみ、接せつ続ぞくを待つこと数秒。




　光のともったモニターには、約二十四時間ぶりに見るミラーシェードの男が映うつし出されていた。

　その男―――藤崎弦一に対し、椿は一いつ瞬しゆんのためらいのあと口を開いた。




ＧＭ：というわけで、次のシーンは椿たち。

椿：……藤崎に連れん絡らくを取って、さっきの確認を取る。

隼人：もちろん、俺も登場する。

ＧＭ：では場所は鳴島支部。……連絡をとってしばし、モニターの向こうに藤崎が現あらわれる。
















椿：確認を……取りたいことがあります。

ＧＭ：「……手短かに聞こう」いつもの冷たい声で彼は言う。

椿：ＵＧＮ本部が日本支部に対し、〝コールドブラッド〟の〝処しよ理り〟を───殺害を命じたというのは本当ですか。

ＧＭ：「…………事実だ」




　藤崎の冷たい声が、最悪の答えを紡ぎ出す。

　―――ビシリ。

　その言葉は、椿の世界のどこかにヒビを走らせる。




隼人：なんでだ！　なぜそんなことをする！　あの子はまだ―――。

ＧＭ：「危き険けんだからだ」……静かな、だが強い調子で藤崎は言う。

隼人：ぐ……！

ＧＭ：「彼女の能のう力りよくは非ひ常じように不安定……、そして今回の事じ件けんでついに彼女は暴ぼう走そうするにまで至いたった」

椿：でもっ！

ＧＭ：「そして彼女は世界の真実を知ってしまった。もはや今までの手しゆ段だんは使えない」

椿：…………っ！

ＧＭ：「普ふ通つうに暮くらすこともできない。オーヴァードとして能力を制せい御ぎよすることもできない。そしてその能力の危き険けん性せいは―――キミたちが一番よく知っているはずだ。……彼女の危険性は度を超こしてしまったのだ」

椿：待ってください！　自分の力を克こく服ふくすることが……、彼女にもできるかもしれないじゃないですか！

ＧＭ：「かもしれないではだめだ」彼は一言で椿の言葉を切り捨すてる。「……それを待っている時間は我われ々われにはない。もし、〝コールドブラッド〟の力によってひとりでも犠ぎ牲せいがでてしまえば―――もっとも深しん刻こくなダメージを受けるのは彼女自身だ」

椿：……………………。

隼人：じゃあなにか……！　俺たちは……彼女を殺すために今まで護ご衛えいしていたっていうのかよ！

ＧＭ：「……そうだ」ほんの少しのためらいもなく、彼は言う。

隼人：お前……！

椿：（隼人を制して）……わかりました。

隼人：……っ!!　おい、椿！

ＧＭ：「では―――、あらためてキミたちに命令を与あたえる」

隼人：……なに？




　藤崎はゆっくりと、そして冷れい徹てつに宣せん言げんした。




「キミたちの手で〝コールドブラッド〟を殺害せよ。その後可か能のうな限かぎり速すみやかに鳴島市を脱だつ出しゆつせよ」




　言葉と同時に、景色が―――歪ゆがんだ。

　氷のように表ひよう情じようを変えない藤崎と、激げつ昂こうする隼人と、あどけなく笑う芽以の顔が渦うずをまき、椿の中で回り続ける。




　……気が付けば、モニターは粉々に砕くだけ散っていた。

　隼人が怒いかりのあまりに破は壊かいした、と椿が理り解かいしたのはそれから数秒の後だった。




　───夜は、まだ明けない。







◆Middle 10◆決意


Scene Player―――高崎隼人






　砕けたモニターの前で、隼人と椿は立ちつくしていた。




　ＵＧＮの、それも本部からの命令。

　それはエージェントとして、そしてチルドレンとして絶ぜつ対たい的な命令である。

　だが―――。




ＧＭ：あたりには重い沈ちん黙もくがのしかかっている。……隼人の拳こぶしからしたたる血の音だけが響ひびいている。

隼人：…………。

椿：…………。

隼人：（ぽつりと）……できるかよ。

椿：…………。

隼人：……できるかよ。あの子は今まで普通に過すごしてきたんだ。これからそれができないなんて決めて―――殺すなんて。

椿：……でも。

隼人：……？

椿：でも―――、それしかないのかもしれない。

隼人：……おい！　冗じよう談だんだろ!?

椿：彼女が能力の暴走を止められないなら、命令を実行するしかないのかもしれない……。

隼人：お前……！

聖音：そこで登場するよ。

ＧＭ：では、椿のつぶやきにあわせる形で扉とびらが開く。

聖音：聞かせてもらったよ。……いいや、聞いてしまったと言った方が正しいかな。

隼人：…………。

聖音：ボクはここで銃じゆうを抜ぬき、隼人と椿にポイントする。……それがＵＧＮの答えというわけかい？　もし、その通りに行動するのなら―――。




　聖音の顔から表情が消える。




聖音：ボクがキミたちの相手になる。

椿：……聖音ちゃん。

聖音：マクベス曰いわく、「たいていの友情はみせかけでしかなく、たいていの恋こいは愚おろかさでしかない」。……そういうことかな？




　殺意が部屋の空気を凍らせる。




　その時―――。




イサム：そこでオレが飛び込んでくる！（満面の笑みで）……先せん輩ぱいたち帰ってきてるんだって!?　なんだよ、オレにも知らせてくれ―――。




　一同、沈黙。




ＧＭ：なんじゃそりゃああああああああっ!!（爆ばく笑しよう）

隼人：いや！　かわたなさん、それおいしすぎですからっ!!（爆笑）

椿：…………か、かっこいい（爆笑）

聖音：（素に戻って）……いや、キミはすごいわ（笑）。

イサム：はっはっは、ここしかないと思ったのさ（笑）。

ＧＭ：（ひとしきり笑ってから）……じゃあ、イサム。キミが勢いきおい込んで入ってくると、聖音が椿たちに銃を向け、張りつめた雰ふん囲い気きが。

イサム：…………あれ？

聖音：…………。

隼人：…………。

イサム：す、すまん。

隼人：いや、すまんじゃないだろ！（笑）

聖音：なんとなく毒気を抜かれたので、銃はおろそう。でも、椿たちには言うよ。……彼も関係無い話じゃないんだ、説明をしてくれないか？

隼人：……そうだな。観念した顔で、イサムに説明するよ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




イサム：待てよ！　ＵＧＮは護まもってきたんじゃねえのか、柚木を！　どういうことだよ！

椿：……今まではそうだった。だけど、ＵＧＮは芽以ちゃんを危き険けんと判はん断だんし、処しよ分ぶんを命じた。―――それがもっとも安全な方法、として。

聖音：…………。

イサム：…………オレは―――今のいままでＵＧＮを信じてたよ。

隼人：…………。

イサム：人とか、社会とか、オレにはよくわかんねえけどさ！　みんなを守るのがＵＧＮの役目なんだろっ!?　だからオレはＵＧＮに協力してたんだ!!

隼人：それは……。

イサム：柚木は―――アイツはみんなのことを思って、自分を傷きずつけちまうような、そんな優やさしいやつさ。……だから、柚木を傷つけるんだったら、それはあんたらの方が間ま違ちがってるってことだよ！

ＧＭ：それは強ごう引いんな理り屈くつだ。……だが、そのぶん純じゆん粋すいな感かん情じようでもある。

椿：…………。

隼人：…………。

イサム：頼たのむよ、先輩……！　ＵＧＮの考えじゃない。ふたりの本音を喋ってくれよ!!




　イサムと聖音の視し線せんが、チルドレンふたりに集中する。




　再ふたたび訪おとずれる沈ちん黙もく。

　その沈黙を破やぶったのは―――隼人だった。




隼人：……なあ、椿。

椿：……？

隼人：俺はさ、ずっと戦うのがいやだったんだ。……望んでもいないのにオーヴァードになって、チルドレンなんかになっちまって、結果、各地で戦わされて。

ＧＭ：……少し肩かたをすくめて、隼人は言った。

隼人：俺にすればこんなのはばかげた話で、正直さっさと終わればいいとずっと思っていた。―――そう。俺が死ぬでもして、さっさと終わればいいと思ってた。

椿：…………。

隼人：でも最近、少し変わった。あの時―――、本当に守りたいもののために戦った時。ほんの少しだけどわかった。……ああ、俺がやってきたのは〝これ〟なんだって。




　少年は胸むねに手をやる。

　そこに入っているのは一枚まいの写真。

　彼が守るべき―――、かけがえのない思い出。




隼人：俺は……、自分のために、守りたいもののために、譲ゆずれないもののために剣けんを振ふるう。―――それしかできないんだよ。だから、俺にはあの子を殺すことはできない。

椿：…………。

隼人：俺の答えは決まっている。……椿、お前はどうする？

椿：……じっと、隼人の顔を見ます。




　ふたりのチルドレンは、しばしの間お互たがいを見つめ合う。

　隼人は守りたいものがあると言う。そのために戦うのだと。




　……私はどうなのだろう？




　椿は自問する。




　……私は何のために戦うのだろう？




　椿の脳のう裏りに、無数の人が浮うかんでは消える。

　さまざまな人が自分を導みちびいてくれた。育ててくれた。

　───そうだ。もう私は人形じゃない。




　椿は芽以のあどけない笑え顔がおを思い浮かべる。

　あの笑顔を守りたい。その思いは、一点の曇くもりもない真実だった。




椿：…………私には芽以ちゃんと、他の大おお勢ぜいの命を天てん秤びんにかけるなんてできない。それは私が信じている道じゃない。

聖音：……それは、つまり？

椿：私は芽以ちゃんを守る。……最後まで、必ず。

イサム：―――そう言ってくれると思ってましたよ、先せん輩ぱい！

隼人：（大きく息をついて）ま、なんなら罪つみくらい俺が背せ負おってやるよ。ＵＧＮの命令は、俺が妨ぼう害がいしたということにしてだなあ……。

椿：（ふっと息をついて）隼人にそんなこと言われるとは思わなかった。……いつも、私がフォローする方なのにね。




　椿の顔に、ほんの少し笑みが浮かんだ。




隼人：（にやりと笑って）なーに、お前も十分変わったよ。……ＵＧＮの命令に背そむくなんて、昔じゃ絶ぜつ対たいにやらなかった。

椿：そうね。……そうかもしれない。

隼人：ＵＧＮの命令なんて知ったことか。俺たちは最後まで、あの子を守る。たとえＵＧＮから切り離はなされても。……それでいいよな？

椿：ううん、それだけじゃない。

隼人：え？

椿：私は決して任にん務むを放ほう棄きしない。ＵＧＮとして芽以ちゃんを守り、犠ぎ牲せいも出さない。そしてすべてを解かい決けつする。―――それをあきらめたわけじゃないから。

隼人：ははっ！　やっぱりお前にはかなわねーな。そこまで言うなら、止める理由は無い。




　肩かたをすくめて笑う隼人に、　不ふ敵てきに笑って椿はうなずいた。




　道はまだ暗いままだ。

　だが、覚かく悟ごはできた。すべてに立ち向かう決意が。




　この心が折れない限かぎり、どこへだって羽ばたいてゆける。

　何を背負っても、何が立ちふさがっても、きっと―――。







◆Middle 11◆踏ふみ出した一歩


Scene Player―――玉野椿






　芽以は、まだ眠ねむり続けていた。

　悪あく夢むからは解放されたのだろうか、寝ね息いきは静かなものになっている。




　だが、彼女は間ま違ちがいなく憔しよう悴すいしている。

　椿はそれを確たしかめ、またひとつ息をついた。




　それほど時間は残されていない。

　……芽以の様子はそれを如によ実じつに示しめしている。




ＧＭ：では、次のシーンだ。……これからキミたちがどうするか、それを決めてくれ。というわけで全員登場。

イサム：ああ、そうだ。今さらだけど、調べたことをみんなに伝えておこう。……こんな資し料りようがあったんすよー。と言って説明する。

隼人：じゃあ、俺おれらが調べたこともつきあわせよう。……ま、半分はＵＧＮの話だけどな。

椿：ひっかかるのは、やはり芽以ちゃんの過か去こね……。

聖音：そうだね。そしてそこにロゼッタが関かかわっているのも間違いないだろう。……イサムの資料が本当ならば、〝コールドブラッド〟の能のう力りよくは彼女の精せい神しん性せい、というより過去に関わっているみたいだから。

イサム：でも、柚木は正直長くは持たないっすよね？　……あのロゼッタとかいう奴やつに会ったら、また消しよう耗もうさせちまうっすよ。




　しばらく考える一同。




椿：……とにかく、芽以ちゃんを連れて一いつ旦たんここを脱だつ出しゆつしよう。あまり同じところに留とどまっているのもよくないし。

隼人：（うなずいて）そうだな。とりあえず、何を考えるのでも場所は変えた方がいい。

聖音：ではさっさと動こうか。

イサム：じゃあオレが芽以を背負っていこう。

ＧＭ：キミたちが芽以の部屋に入ったその時に。……隼人の携けい帯たい端たん末まつが着信音を鳴らす。

隼人：……ＵＧＮから、だな。

ＧＭ：その通り。

隼人：（少し息を整えて）出るぞ。

ＧＭ：隼人がスイッチを入れると、一いつ拍ぱくおいて藤崎の声がする。「命令の遂すい行こうはどうなった？」その声は相変わらず冷たい。

椿：（きっぱりと）先ほどの命令は拒きよ否ひします。

ＧＭ：「……それはどういう意味だ？　命令の正当性については先ほど説明したはずだ」

隼人：正当性なんて関係ねえ。

椿：たったひとりの子こ供どもを助けられない命令を、私たちは聞くことはできません。

ＧＭ：「……ふたりとも、か？」ほんの少し、藤崎は沈ちん黙もくする。

隼人：ああ。

椿：……はい。

ＧＭ：「ならば……、キミたちをＵＧＮから除じよ名めいする」




　その言葉は、冷たい刃やいばとなってふたりの心に突つき刺ささる。




隼人：……う。

椿：あらためて言われると……、さすがにショックだな……。

聖音：でも、覚悟はしたんだろう？

イサム：それに柚木を守るって、約束してくれたもんな！

隼人：（しっかりとうなずき）ああ。

椿：……うん。

ＧＭ：「…………」

隼人：最後に藤崎に言おう。……高いところから、俺たちのやることを見てなよ。あとで驚おどろくぜ？

椿：必ず―――、私たちはすべてを解かい決けつして、あなたの前に立ってみせます。

ＧＭ：その言葉に藤崎は何も答えず、通信は切れる。

聖音：……これでＵＧＮから、完全に切り離はなされたってわけだね。

イサム：はっ！　もともと何を助けてもらったってわけじゃないぜ！

ＧＭ：そこに、かすかな声がする。「どうして……」と消えるような声が。

椿：…………芽以ちゃんを見ます。

ＧＭ：いつの間にか、うっすらと芽以の目が開いている。「どうして、そこまでするんですか……？」彼女は再ふたたびかすれた声で言う。

隼人：どうして？　……そんなことを言われれば、答えはひとつしかないな。

ＧＭ：「……それは？」

椿：（微かに笑って）私たちがそうしたいから。―――あなたがどう思おうとも、これが私たちの道だから。

聖音：もっと簡かん単たんに言えば、友達だからってところだね。……見せかけじゃない友ゆう情じようだって示しめしたいのさ。

イサム：まだ柚木に伝えてないことだってあるんだ。それまではどんなことをしても、お前を守る。……オレのギターと魂たましいにかけてな！

ＧＭ：「でも私は……、〝コールドブラッド〟は誰だれにも必要とされていない。皆みなを傷きずつけてしまうだけの、そんな―――人形なのに……！」彼女は半身を起こして叫さけぶ。かすれてほとんど声にならない。でも、必死に。

椿：……彼女の両りよう肩かたに手を置いて、目をまっすぐに見ます。

ＧＭ：「……先せん……輩ぱい」

椿：芽以ちゃん……。私はあなたのことを知らない。―――あなたがどんな過か去こを、どんな疵きずを抱かかえているか、何も知らない。

隼人：…………。

椿：それはとても辛つらいものなのかもしれない。……でも、私はあなたにそれを話して欲ほしい。

イサム：…………。

椿：芽以ちゃんの抱えているものを軽くするために。昨日までの、あの時間を取り戻もどすために。―――ね？




　芽以の瞳ひとみから、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれた。




　その涙はほんの少し、扉とびらが開いた証しよう拠こ。

　涙と共に、目に見えない〝力〟が芽以を中心に放たれた。




　それは芽以の記き憶おく。

　暗い暗い底に封ふうじられた、彼女の思い。




　〝力〟は圧あつ倒とう的な勢いで、椿の中に流れ込む。

　奔ほん流りゆうに吞まれて、椿は自分の意い識しきが途と切ぎれるのを感じ取った。







◆Middle 12◆哀かなしきふたり


Master Scene






　その女の子は、いつもひとりだった。




　誰からも必要とされず、誰からも目を向けられず。

　棄すてられ、忌き避ひされ、封じられるべき存そん在ざいだった。




　その女の子―――〝コールドブラッド〟柚木芽以は。




ＧＭ：さて、このシーンはマスターシーンだ。……でも、全員登場してもらう。

イサム：お？

ＧＭ：このシーンは流れ込んでくる芽以の記憶を見るシーン。

聖音：なるほど、芽以の能のう力りよくが見せているんだな。

ＧＭ：そうそう。……今、キミたちは真っ暗な空間に浮うかんでいる。上も下もない、そんな空間だ。

隼人：ここが―――あの子の精せい神しん世界か。

ＧＭ：その空間に、まるで古ぼけた映えい画がでも見ているように、ノイズだらけの映えい像ぞうが映うつし出される。そこに映し出されるのは、昨日の―――そして数日前のキミたちの姿すがただ。




　それは輝かがやくような楽しい思い出。

　だが―――。




ＧＭ：その映像と背せ中なか合わせになるように、無表情の芽以があらわれる。その芽以は言う。

「これは柚木芽以の思い出。……〝コールドブラッド〟は必要ない」

聖音：…………。

ＧＭ：映像が変わる。……そこはＵＧＮ鳴島市支し部ぶの一室。芽以は寝ねかされており、その向こうで口々に研究者たちが彼女の能力について話している。皆、彼女の能力に驚きよう嘆たんしており、そして制せい御ぎよできない事実に恐きよう怖ふしている。

隼人：……ＵＧＮに来た時の記憶、か。




　映像の向こう側に、再ふたたび芽以があらわれ―――座すわり込む。

「彼らが求めているのは〝コールドブラッド〟。……柚木芽以は必要ない」




ＧＭ：あたり一面に違ちがう映像が展てん開かいされ、めまぐるしく変わっていく。……だが、どの場面でも他人が見るのは〝柚木芽以〟か、〝コールドブラッド〟のみ。

隼人：こんな思いを、今まで隠かくしていたのか……。

ＧＭ：そして、変化し続ける映像がぴたりと止まる。……とあるひとつの風景を映して。

椿：……それは？




　冷たい壁かべと冷たい床ゆかに覆おおわれたその部屋に、幼おさない芽以はひとりで座っていた。

　部屋にあるたったひとつの窓まどからは、白衣の男たちと、銀の髪かみを持った女じよ性せいがこちらを覗いている。まるで───人形を見ているような目で。




聖音：ロゼッタ……？

イサム：やっぱり、あの女は何か関かかわりがあったってことかよ！




「身体能力、思考能力、共に変化ありません。体内物ぶつ質しつの変化は多少見受けられますが、この程てい度どでは〝使える〟レベルではありません」




　残念そうにそう言う研究者に対し、ロゼッタはあっさりと言った。

「そう。……なら、コレは廃はい棄きして。ＵＧＮも直じかにここをかぎつけてやってくる。いらないものを持っていく余よ裕ゆうはないの」




　芽以には彼らの言葉はわからない。

　だが、ほどなくして彼女は理り解かいした。

　───捨すてられた。

　───見放された。

　幼い彼女は、たったひとり置き去りにされた研究所の中で、押おしつぶされるような孤こ独どくを味わい続けた。




　だから……、彼女は作りだした。

　孤独を消す力を。心を凍こおらせる方法を。

　すべては───みずからを孤独から救うために。




隼人：この子はＦＨの実験体───だったのか。

聖音：そうだね。……だからロゼッタはあんなに簡かん単たんに芽以を暴ぼう走そうさせることができた。このトラウマを知っていれば、誰にだって彼女を追い込むことは可か能のうだ。

ＧＭ：そういうことだ。そして、このトラウマは年を経へるごとに巨きよ大だいになっていく。

イサム：どうしてだよ!?　柚木はこの後ＵＧＮに保ほ護ごされたんだろ!?

ＧＭ：確たしかに保護された。……でも、彼女の強力すぎる能力は、彼女に近づくものの感かん情じようを凍らせてしまう。

イサム：あ……。

ＧＭ：制御不能だと判はん断だんしたＵＧＮは、彼女の記き憶おくを封ふう印いんし、〝柚木芽以〟として育てることにした。……その期間はまだよかったんだろう。

椿：でも、前の事じ件けんで彼女の記憶は戻もどってしまった。

ＧＭ：そう。長く被かぶさっていた〝柚木芽以〟という仮か面めんは、本当の自分ではないことに彼女自身が気づいてしまった。……それはさらに孤独感を増ますことになった。

隼人：すべて逆ぎやく効こう果かになってしまったわけ、か。

ＧＭ：その通り。……キミたちがそれを理解すると同時に、すべての映像が消える。




　暗くら闇やみの中にあらわれたのは、幼いころの芽以。

　芽以は暗闇の中、ひとり寂さびしく泣いている。

　誰かが彼女に手を伸のばそうとしても、銀色の影かげが立ちふさがる。

　救いの手はかき消され、芽以は再ふたたびひとりとなる。

ＧＭ：こんな光景が、闇の中にあらわれる。

隼人：なんだ……これは？

聖音：これは───今ロゼッタが芽以にやっていること、だろう？

ＧＭ：そう。……ロゼッタは芽以の孤独感を増している。それも強力にね。

椿：芽以ちゃんに呼よびかける！　……芽以ちゃん！

ＧＭ：だが、言葉は届とどかない。……何かが足りない。彼女に言葉を届かせるには、何かが。

イサム：足りない？

椿：…………？

隼人：そうか。……ロイスか。

ＧＭ：正解。―――オープニング前に言った通り、このセッションではロイスの結び方によって結末が変わる。そのポイントがこれだ。

椿：正しいロイスを結んでいないと、芽以ちゃんが助からない？

ＧＭ：ちょっと違ちがうけど、そう考えてもらってＯＫだ。……まあクライマックスまではもう１シーンある。そこでゆっくり考えてくれ。

一同：うーん。

ＧＭ：それでは、キミたちの体はゆっくりと暗闇の中を浮うき上がっていき―――気が付くと、キミたちはＵＧＮの支し部ぶの中にいる。……椿の目の前には、気力を使い果たし、倒たおれ込む芽以の姿すがたが。

椿：そっと抱だきとめます。

イサム：……知らなかった。柚木の心の中にあんな寂しい思いがあったなんて。

聖音：だが、それが彼女の中ちゆう核かくなんだろうね。……よく気の付く優やさしい性せい格かくも、孤独への恐きよう怖ふが裏うら返がえった形でもあるんだろう。

隼人：人を近づけないのも、その人が離はなれていった時の反動を受けないようにするためか。

椿：……それが苦しくて、彼女はこんな能力を作ってしまった。

ＧＭ：そういうこと。……では、ここで一度シーンを切るよ。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さっきも言ったけれど、そろそろロイスの取り方を考えておいてね。

椿：うーん……。芽以ちゃん関係なのは間違いないよね。

隼人：そうだな。でも、芽以にはもう何人か取っていて、まだ何か足りないって言われたからなあ。それだけじゃないんだろうが。

イサム：プラスアルファの要よう素そが必要なんだろ？　……それがなんだかわからないけど。

ＧＭ：おう、考えておいてね。―――では、ミドルフェイズ最後のシーンだ。







◆Middle 13◆闇やみを切り裂さくために


Scene Player―――高崎隼人






　再び気を失った芽以を前に、隼人たちは立ちすくんでいた。




　本当に芽以を救うならば、絶ぜつ対たいにやらなければならないことがひとつあった。

　それは、彼女に重じゆう圧あつをかけ続ける敵てき、ロゼッタ・ロナーリアを倒すこと。

　ロゼッタを倒さなければ、ここを逃げたとしても芽以が助かる保証はない。




　───だが。

　ＵＧＮの協力を得られない今の隼人たちに、ロゼッタを捕ほ捉そくする術すべは無かった。




ＧＭ：では、次のシーンだ。

隼人：俺おれたちに残されている選せん択たく肢しはふたつ。……この市を逃にげ出すか、あの敵を倒すか。

イサム：何言ってんだ！　倒すっきゃねーだろう、あんなヤツ！

聖音：ボクもそれに賛さん成せいだね。……さっき見た芽以のイメージの中でも、あのロゼッタという女は彼女に大きな重圧を与あたえていた。

椿：芽以ちゃんを助けるには、敵を倒さなきゃダメってことね……。

ＧＭ：確たしかにその通りだね。……でも、どうやって倒す？

イサム：う───────ん。

聖音：待っていれば、向こうは襲おそってくるだろうけど。……正直、あんまりやりたくないね。

隼人：向こうが戦力を整えてやってくるのは目に見えているし。どこから不意打ちがかかるかわからないのも、この状じよう況きようじゃ厳きびしいな。―――できれば、こちらから襲しゆう撃げきをかけたい。

椿：でも、どうやって彼らの居い場ば所しよを知るの？　……もう、私たちにはＵＧＮの情じよう報ほう網もうは使えないのに。

一同：…………。




　悩なやむ一同。

　……手分けをして街を探さがすにしても、人が足りない。

　……待つにしても戦力が足りない。

　あれこれ相談を繰り返し、考えも煮に詰つまってきたその時。

　隼人に天てん啓けいが閃ひらめいた。




隼人：あ！　思いついた！

一同：え!?

隼人：ひとりだけいる！　この状況でも―――いや、この状況だからこそ打開できる人が！

椿：それって……？

イサム：誰のことだ？

隼人：……ＵＧＮ双ふた枝え市支し部ぶの大おお宙ぞらヒカル支部長！

椿：あ！

一同：それだああああああああああっ!!




　大宙ヒカルは、前ぜん巻かん『偽いつわりの仮か面めん』に登場したＰＣである。

　本体は衛えい星せい軌き道どうに存そん在ざいし、地上ではホログラフのみで行動するというキャラクターで、電子戦の専せん門もん家かでもある。




椿：そうか！　ヒカルさんなら、どこにいても敵を見つけてくれる！　私たちがＵＧＮを除じよ名めいされたとしても……。

隼人：あの人なら絶対に助けてくれるさ。……というわけでＧＭ！　今からヒカルに対してロイスを取ります！

ＧＭ：ＯＫ！　それは面おも白しろいのでいいだろう。……だが、向こうもＵＧＮの支部だからな。そう簡かん単たんにキミたちが連れん絡らくを取ることはできない。

イサム：むむむむむ……。

ＧＭ：だから、ロイスを取った隼人に判はん定ていをしてもらおう。〈機械操そう作さ〉か〈情報：ＵＧＮ〉のどちらかで、目もく標ひよう値ち12の判定に成功すればヒカルと連絡が取れることにする。

一同：おおおおおおおおおおっ！

隼人：……どっちも苦手は苦手なんだよな。まだ、〈機械操作〉の方がマシか。

聖音：大だい丈じよう夫ぶかい？

隼人：なんとかなるさ。侵しん蝕しよく率りつボーナスもあるし、いざとなったらタイタスだって使う。

ＧＭ：よし……、じゃあ判定してもらおうか！

隼人：ボーナスを足して、全部でダイスは６個こ！　……行けっ！




　勢いきおいよく転がるダイス！

　そして……その目は〝10〟を上にして止まった！




隼人：よぉし！　クリティカル！　……達成値は15！　成功だ！

一同：やったあああああああああっ！

隼人：じゃあ俺は、強ごう引いんに鳴島支部の通信機器を使ってＵＧＮのネットワークにアクセス。そのまま双枝市支部に通信を繫つなぐ。

ＧＭ：では、サブモニターに見知った顔、ヒカルが映うつし出される。「……こちらＵＧＮ双枝市支部。通信繫がりました」

隼人：支部長！　……俺です、高崎隼人です！

ＧＭ：「え……!?　隼人くん!?　本当に高崎隼人くんなの!?」ヒカルは驚きよう愕がくの表情で叫さけぶ。

隼人：はい、その高崎隼人です。……ご無ぶ沙さ汰たしてます。

ＧＭ：「挨あい拶さつなんて、そんなのいいわ。……椿ちゃんは!?　一いつ緒しよにいるの!?」

椿：はい……、ここにいます。

ＧＭ：「よかった……。あなたたちが除名されたって聞いて、何があったか心配で───」……彼女は涙なみだを流さんばかりに安心した表情を見せる。

聖音：確たしかに、信用できる人物みたいだね。

イサム：（何回もうなずきながら）そーだな。いい人だってのは、見ればわかる。

隼人：それで……、支部長に協力してもらいたいことがあるんです。

椿：ご迷めい惑わくなのは承しよう知ちの上なのですが―――。

ＧＭ：彼女は静かに言う。「迷惑なんて言わないわ。……他ほかならぬ、あなたたちのためだもの」そして、ヒカルは真しん剣けんな顔になる。「この回線を使っていることはすぐにばれる。……時間がないわ。あなたたちの状じよう況きよう、全部教えてちょうだい」

隼人：……椿を見る。

椿：（隼人を見て、うなずく）。

隼人：わかりました。実は……、と言って今まであった全部を伝えよう。

ＧＭ：すべてを聞いた後に、ヒカルはちょっと苦く笑しようする。「……あいかわらず、大変な状況にいるのね。あなたたちは」

隼人：まあ……、その、性しよう分ぶんなんですよ。……ちょっと照れて言う。

ＧＭ：ヒカルは微ほほ笑えんで言う。「組そ織しきとしては許ゆるされないことだけど。……でも、あなたたちが自分の道を歩こうと決心したことは本当に嬉うれしい」

椿：……支部長。

ＧＭ：「……敵てきの位置は捕とらえたわ。今から地図を送ります」モニターの半分に地図が表ひよう示じされる。……そこには光点がともっており、敵の位置を示しめしている。

聖音：さすがに早い！（笑）

イサム：このへんは面めん目もく躍やく如じよだなあ（笑）。

隼人：よし！　じゃあ……。

ＧＭ：「待って」ヒカルが隼人をさえぎる。

椿：……支部長？

ＧＭ：彼女はそこにいる全員の目を見る。「あなたたちは今、柚木芽以さんという人物を助けようとしている。……さっきそう言ったわね？」

イサム：……まさか、今さら止めるとか言わないっすよね？

ＧＭ：「いいえ」彼女はゆっくりと首を横に振ふる。「彼女を助けるために、敵を倒たおすことは確かに必要なことでしょう。……でも、この問題は本ほん質しつ的には柚木芽以さん自身の問題。彼女の心のあり方が変わらなければ、根本的に問題は変わらない。───それは理り解かいしているでしょう？」

イサム：…………。

聖音：……確かに、その通り。

椿：それでも……、芽以ちゃんを支ささえることはできるはずです！　救ってあげることはできなくても、一緒に歩くことはできる……。

ＧＭ：「……そう。それがわかっていれば大だい丈じよう夫ぶ」

椿：……え？

ＧＭ：「前に言ったでしょう？　私たちオーヴァードを日にち常じようにつなぎ止めてくれるのは、人と人との関かかわり。……〝柚木芽以〟である彼女も、〝コールドブラッド〟である彼女も支えてあげなさい。それは必ず彼女の力になる」

隼人：やっぱりいいこと言うな、この人（笑）。

椿：はい！　と力強くうなずきます。

隼人：茨いばらの道を選んだのは俺たち自身だからな。……あとは突つっ走るだけだ。

イサム：当然！

聖音：……ここまで来て、途と中ちゆうで降おりるなんて言わないよ。

ＧＭ：では最後にヒカルは言う。




「ＵＧＮの人間ではなく、ひとりのオーヴァードとして。あなたたちの無事と、そしてもっともよい結末が訪おとずれることを祈いのっています」




　その言葉に送られて、隼人たちは再ふたたび街へと飛び出した。

　夜はまだ明けない。

　だが、一ひと筋すじの光明は見える。

　細い細い、微かすかな光だけど、信じて走るには十分な光が―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、ここでロイスを取ってもらおう。

隼人：それなんだけど。……俺は今のシーンで支部長に取っちゃったから枠わくが埋うまってしまったのだ。すまんが、他の人に任まかせた。

聖音：いや、ファインプレーだよ。ロイス枠を使う価か値ちは十分にあった。

イサム：んでも、ロイスがなあ……。

一同：うーん……。

椿：（しばらく考えた後）……私、〝コールドブラッド〟にロイスを持っているんだけど、この状じよう態たいで〝柚木芽以〟にロイスを結べますか？

イサム：え……？

ＧＭ：（にやりと笑って）結べるよ。

椿：やっぱり！

聖音：あれ？　同じ人物にロイスを複ふく数すう結べたっけ？

椿：いや、普ふ通つうはできないんですよ。でも、ＧＭが特別に許可したときはできるんです。

一同：おおおおおおおおおおっ！

隼人：そうか、それが答えか！

椿：ハンドアウトのロイスが〝コールドブラッド〟なんで、おかしいとは思ってたんです。

ＧＭ：いい勘かんしてるなあ（笑）。

隼人：よし！　これで準じゆん備び万ばん端たんだ！

ＧＭ：ＯＫだね？　……じゃあクライマックスに行くよー。











CLIMAX PHASE









◆Climax 01◆残ざん酷こくな人形


Scene Player―――玉野椿






　鳴島市郊こう外がい、高速道路高こう架か下した。

　ヒカルの情じよう報ほうの通り、光も届とどかない闇やみの中にＦＨはいた。




　その姿すがたを遠目に見て、椿たち五人はうなずきあった。




ＧＭ：さて、クライマックスに行く前にひとつ決めてもらいたいことが。

椿：……ん？

ＧＭ：芽以をどうするか決めてください。連れて行く？　置いていく？

一同：う────────ん。

聖音：連れて行きたい、かな。……真実に直面させたい。彼女の今後のためにも。

イサム：そうだなあ。……目の届く範はん囲いに置いておきたいという気持ちもあるし。

椿：うん。じゃ、連れて行く方向で。

ＧＭ：ＯＫ。……では、キミたちは目的地へと走る。芽以をおぶったまま。

椿：芽以ちゃんはどういう状じよう況きよう？

ＧＭ：苦しそうに息をついて、半分朦もう朧ろうとしている。

イサム：まだあの女の力から抜ぬけ出せねえのかよ。……ちっ。

ＧＭ：そしてキミたちは目的地である、高速道路の高架下にたどり着く。……この時間のこの場所はほとんど車も通らず、薄うす暗ぐらい。そこに鋭するどい殺気を放つ戦せん闘とう服ふくを着た一いち団だんと、その中でひとりだけ楽しそうな、婉えん然ぜんたる笑えみを浮うかべた銀ぎん髪ぱつの女じよ性せいが座すわっている。

椿：向こうの様子は？

ＧＭ：部隊員たちはわからないけど、ロゼッタだけはキミたちの接せつ近きんに気づいているようだ。……視し線せんがキミたちからはずれない。

隼人：不意打ちが無理なら、堂々と姿を現あらわそう。

聖音：ボクは彼らに言うよ。……お待たせした、かな？

ＧＭ：「ここまで来られたのね？　……ゲームを仕し掛かけておいてこう言うのもなんだけど、この場所を割わり出せるとは思ってなかったわ」彼女はよく通る声で言う。

隼人：（にやりと笑って）俺おれたちには、天空の目がついているからな。

ＧＭ：「でも……」彼女はイサムが抱かかえている芽以を見て、「〝コールドブラッド〟まで連れてきてくれるなんて。……まさか、投とう降こうする気にでもなった？」くすくすと笑うロゼッタ。

イサム：下手な冗じよう談だんだな。オレが……柚木をお前に渡わたすわけはないだろ。ジャーン（ギターを弾ひく）。




　なぜか爆ばく笑しようする一同。




隼人：ずるいなあ！　その一言で面おも白しろくなるの！（笑）

イサム：ふふ～ん！　それがキャラ立てだからな！（笑）

ＧＭ：ロゼッタは笑みを浮かべながら続ける。「じゃあなぜここに来たの？　逃にげに徹てつすれば、もう一日くらいは生き延のびることも可か能のうだったのに」

イサム：ジョークじゃないぜ？（指を立てて）……お前を倒たおしに来たんだ。




　やっぱりなぜか爆笑する一同。




イサム：ジョークじゃないって言ったじゃん！（笑）

隼人：いや、かっこいいなあと思ったんですよ（笑）。

椿：でも、なぜか笑っちゃうのよね（笑）。

聖音：それがキミの人じん徳とくだよ（笑）。

ＧＭ：ロゼッタは面白そうに髪をいじりながら、「私を倒しに？　倒してどうするの？　倒したところで」芽以を指さし、「その子はＵＧＮによって処しよ分ぶんされるだけだわ」

隼人：…………ぐ。

ＧＭ：「知っているのよ？　ＵＧＮは本気でその子を〝処理〟したがっている。―――本部から戦闘部隊を呼よび寄よせたみたいね。だから私もあんまり余よ裕ゆうがなくなっちゃったのだけど」

聖音：……例えＵＧＮの戦闘部隊が来ようとも、彼らがいれば芽以を守り抜けるさ。

ＧＭ：「…………」

一同：…………。

ＧＭ：「……ふふ、ふふふふふふふ。あははははは！　そこまで来るとさすがに笑えるわね！　まさか本気なの？」

隼人：（静かに）ＵＧＮだろうが何だろうが、彼女を殺させはしない。

椿：（こくりとうなずいて）―――そう、決めた。

ＧＭ：「……本気なのね」彼女はひとつため息をついて言う。「正直理り解かいしかねるわ。どうしてその子がそんなに大事なのかしら。―――そんな出来損ないなのに」

隼人：出で来き……損そこない？

ＧＭ：「あら？　知らなかったかしら？」わざとらしく彼女は言う。「その子、ＦウＨチで作られた複ふく製せい体たいなのよ。……オリジナルはこの私」

椿：……！

ＧＭ：「せっかく一倉にも命じて、支部にメッセージを残しておいたのに。気づかれないなんて……友情のなせるわざかしらねえ？」挑発的にロゼッタが言う。

隼人：メッセージ……、あの〝ダブルクロス〟の血文字のことか。

ＧＭ：「そう、あれは〝コールドブラッド〟に宛てた文字。……元ＦＨの実験体、コードナンバーＲ４３２０に宛てたものなの」

イサム：それで……、てめえが柚木のことを知っていたのか！

ＧＭ：「そういうこと。……この子が生み出されたのはＦＨの研究所。でも期待した性能は発はつ揮きされなくて。ＵＧＮが研究所に攻せめてきた時に廃はい棄きして撤てつ退たいしたの。……まさか捨すてられてからこんな能力に目覚めるなんて」

聖音：それは違ちがう……！　捨てられてから目覚めたんじゃない。……捨てられたから、こんな能力になってしまったんだ。

ＧＭ：ロゼッタは肩かたをすくめる。「そこについては、まったくその通り。何のいいわけもできないわ。……だから、私たちはずいぶん長い間その子を探さがし、やっと見つけたというわけ」　そして彼女はふと何かに気づいたような顔で言う。「そう、こう言えばいいのね。―――私たちは、その子を返してもらいに来た」

椿：今さら……そんな勝手なことを！

ＧＭ：「勝手なんかじゃないわ。その子は結局のところ私の一部だもの」

椿：いいや、この子はお前なんかじゃない！　この子は〝柚木芽以〟というひとりの人間。その人間を好きにしていい権けん利りなんて、どこにも無い！

イサム：大体、一度捨てたくせに今さら都合がよすぎんだよ！

ＧＭ：「そうねえ……、確たしかにあなたたちの言うことももっともなんだけど」ロゼッタの笑えみは消えない。彼女はひたと芽以を見つめ言う。「〝コールドブラッド〟。どうせあなたもわかっているのでしょう？　ＦＨに作られ、それだけ危き険けんな能力を育ててしまったあなたは、どこまで行っても所しよ詮せんひとりだ、ってこと」

イサム：う、もしかして……。

ＧＭ：そう。その言葉に反はん応のうするように、芽以の目が開く。

隼人：やめろ！

ＧＭ：そして、彼女の体がまたびくり、と震ふるえる。―――恐きよう怖ふによって。

イサム：スイッチを入れたってことか。

聖音：孤こ独どく感が芽以の弱点……、敵てきもよく調べているね。

ＧＭ：そりゃまあ、以前は研究してたから。

隼人：じゃあ言い返そう。……ひとりがどうか決めるのは、お前じゃないだろう！　そう言いながら《インフィニティウェポン》で剣けんを抜ぬく！

イサム：おお、いいセリフだ。

ＧＭ：「ふふふ、決めるのは私じゃなくても、そういう結果を導みちびくことはできるのよ？」　そう言って彼女は立ち上がる。「その子の周りから、ひとりずつつみ取ってあげればいいんだもの」その言葉と共に、ロゼッタは静かに《ワーディング》を広げる！

聖音：来たっ！

ＧＭ：ゆっくりと、ゆっくりと《ワーディング》が広がっていく。周囲の音がすうっと消えていくそんな感覚。……さあ、衝しよう動どう判はん定ていだ。

隼人：うわ～～～～～～、判定は成功だけど、侵しん蝕しよく率りつが16上がった！　現げん在ざい[image: 122]％！

ＧＭ：あんまり前と変わんなくなってきたな（笑）。

聖音：うわ、17も上がった！

隼人：（やたらと嬉うれしそうに）ようこそ！（笑）

聖音：お前と一いつ緒しよにするない！　こっちは戻もどりにくいんだぞ！（笑）

隼人：いやあ、それでも仲間ができると最近嬉しくて（笑）。

ＧＭ：結局全員[image: 100]％超えたの？

一同：はーい。

隼人：厳きびしいなあ。芽以の能のう力りよくもあるしなあ。

ＧＭ：うふふふふふ、存分に苦しんでくれ。さあ、戦せん闘とうだ。敵はロゼッタとクレッセント戦闘部隊×４。白兵戦タイプと射撃戦タイプがふたりずつ。

椿：四人もいるの!?

ＧＭ：これでも少なくなったんだよ。……襲しゆう撃げき待ってたら倍の数だった。

隼人：あぶねー！（笑）




◆第１ラウンド

ＧＭ：では第１ラウンド！　こちらは全員セットアップで《ヴァイタルアップ》を宣せん言げん！
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隼人：く～っ！　やっぱり全員かよ。

椿：これは……気が抜けない。

ＧＭ：そして次はイサムの手番。

聖音：イサム！　ザコは任まかせたよ！

イサム：任せろ！　……ライブの時間だ！（笑）

聖音：せめてギグと言え！（笑）

イサム：いきなり全力だ！　いつものヤツで攻撃！　ＨＰを残り１点まで消費！

ＧＭ：やる気だなあ（笑）。

イサム：ギターを構えて、ロゼッタに言う！　……自分の都合で子を捨てる親なんて、かっこわるいぜ。お前はもう少し〝愛〟を学ぶべきだ（笑）。

椿：あ、調子に乗ってきた（笑）。

イサム：えいっ！　……よし！　達たつ成せい値ちは57！

ＧＭ：むう、達成値高いな。かばった方がいいか。各エンゲージの戦闘員は片かた方ほうをかばう。

聖音：統とう制せいされた動きだな。

椿：情報が正しければ、意志はないはずだからね。

ＧＭ：そしてロゼッタは微び動どうだにしない。……が、まわりから虫をはじめとした小さな生物たちが壁かべとなって立ち上がる。《命の盾たて》を基き本ほんとして回かい避ひする！　いけっ！　……って41で止まった!?

隼人：よし！

イサム：ダメージも高いぞ！　全部で63点！

ＧＭ：うわ！　それはかばった奴やつらはひとたまりもない。音の波に揺ゆさぶられた連中は、曲が終わると同時に地面に倒たおれ伏ふす。

イサム：俺は毛細血管を破は裂れつさせながら、余よ韻いんを楽しんでいるぜ（笑）。

ＧＭ：ロゼッタは服の端はし々ばしをぼろぼろにしながら、「……音使い。ずいぶんと珍めずらしいものを見たわね。でも」と言って、芽以の方にぴっと指をさす。

隼人：う、来るか。

ＧＭ：もちろん。「さあ、あなたの力を見せなさい？〝コールドブラッド〟」そうロゼッタが言うと、芽以の震えがどんどんと大きくなり、例の耳鳴りのような音を発し始める。

聖音：……今回は、全員抵てい抗こうするのかい？

ＧＭ：ターゲットはＰＣ全員。なので、みんな〈意志〉で抵抗してください。

椿：（肩を落として）……やっぱり。

隼人：く～～～～～～～っ！　しゃれ抜ぬきでやばいな。

ＧＭ：まあ抵抗すればいいんだよ。芽以はそんなにダイス振ふれないから……ってごめん、出目いいな。達成値は19！

椿：……失敗。

隼人：16！　……だめかぁ。

聖音：じゅ、じゅうはち……。一足りないか。

イサム：こっちもダメ。

ＧＭ：では、全員芽以の力に包まれていく。心のどこかが凍こおっていくようなそんな感覚が。……持っているロイスをどれかひとつタイタスに変えてください。

一同：ぎゃああああああああっ！




　めいめいにロイスを検けん討とうしてタイタスにしていくＰＣたち。




聖音：あ、これさ。変わってしまったタイタスは通つう常じようどおり使えるんだよね？

ＧＭ：使えるよ。昇しよ華うかさせるわけじゃないんで。

隼人：そこまでされちゃたまんねえよ！（笑）

ＧＭ：次はこっちの白兵戦部隊。近づいて、椿に向かって爪つめを振り上げる！　……達成値は47！　残ざん像ぞうを生み出して、フェイントをかけながら攻こう撃げき！

椿：う、《爪そう剣けん》出してないから受けもできない！　……回避は失敗です。

ＧＭ：ダメージは28点。装そう甲こう無む視し！

椿：ああああああああ、《爪剣》作ってれば死んでなかったのに～。２点オーバーで死し亡ぼう。

ＧＭ：よし！　まずひとり！

椿：まだ！　ロゼッタへのタイタスを昇華して蘇よみがえる！「お前たちに彼女を渡わたすものか！」

ＧＭ：そしてさらに後こう衛えいが行動！　胸むねの前で構かまえた両手の間に吹雪ふぶきが生まれる。

聖音：サラマンダー！

イサム：こいつ、一倉の部下と同じか！

ＧＭ：「後衛は動きを止める役。……この部隊はそういうコンセプトなのよ」ロゼッタがそうつぶやくと同時に、そいつが吹雪を解とき放つ！　対象は全員。……達成値は38！　当たるとダイスペナルティもあるよ！

隼人：ダメだ、失敗。

イサム：俺もダメだ。

聖音：《斥せき力りよく結界》＋《魔ま王おうの理》で回避！　……やった！　達成値43！　戦せん闘とう用人じん格かくのダイスボーナスに救われた！

椿：んんんん、カバーリングは……。今回はなし。ダメージダイスがふるわなければ生きていられるかも。

ＧＭ：確たしかに。じゃあ４Ｄ10＋２点で……、よし！　31点！

椿：うわ！　またちょっとだけ足りない!?

ＧＭ：今日はダメージダイスの出目がいいなあ……。ちなみに、命中した人はこのラウンド中ダイスペナルティ３個こね。

隼人：よし！　藤崎のタイタスを昇華！　あんな奴に笑われたまま倒れてたまるか！

椿：昔反発した一いつ般ぱん人じんのロイスをタイタスに。それを使って蘇る！

イサム：同じくタイタスを使用！　ＨＰも全快！

ＧＭ：「ふふ、どんどんと追いつめられていくわね？」ロゼッタは楽しそうだ。

隼人：くっ……、こっからだ！

聖音：次はボクの行動だけど……。正直、攻こう撃げきはこの一発で最後かな。

ＧＭ：ああ、侵しん蝕しよく率りつですか。

聖音：そう。問題はどっちを攻撃するか。……ん、やっぱりボスを攻撃しよう。ロングバレルデリンジャーをぴたりと向けて、引き金を引く！　現げん在ざいのダイスは22個！

イサム：うお！　さすが戦闘用人格！

聖音：重力によって超ちよう加速した弾だん丸がんが飛ぶ！　達たつ成せい値ちは……64！

ＧＭ：タイタスも使ってないのに60オーバーか！　……26で失敗！　虫たちの壁かべは間に合わない！

聖音：よし！　ダメージは51点！

ＧＭ：装甲は効きくんだけど……。いや、《黒星招しよう来らい》を使おう！　このダメージは喰くらうとまずい！

一同：ええええええええっ!?

聖音：同じバロール、か。

ＧＭ：弾丸のスピードを見て顔色が変わるロゼッタ。とっさに髪かみ留どめを引き抜くと、髪の毛の一部が銀色の球体に変わる！

隼人：早い！

ＧＭ：その球体が超高速で弾丸に当たり、エネルギーを相そう殺さいする。今のダメージはキャンセルだ。

聖音：この攻撃を止めるとはね。……不ふ敵てきな笑えみを浮うかべてそう言うよ。

ＧＭ：こちらもそっくりな表ひよう情じようをして、「まさかバロールの力を出さなきゃいけなくなるなんてね」と言おう。

椿：（何かを考えて）隼人、先に行動させて。私が目の前のヤツを倒たおす。

隼人：そうだな。そうすれば俺があの女に攻撃できる。……頼む。

椿：じゃあ、いつものコンボで！　ダイスはペナルティを含ふくめても15個！　……う、達成値は27。

ＧＭ：こっちの回かい避ひは……26！

一同：あぶねえええええええっ！

椿：……ダメージは30点！　ちょっと低い……。

ＧＭ：うむ。さすがに倒れはしない。

椿：ごめん隼人……。

隼人：まあしかたがねえよ。……で、俺おれの行動は。

ＧＭ：どうする？

隼人：うーん……。

ＧＭ：…………。

隼人：……悩なやむなあ。俺、ダブルクロスで侵蝕率と手数とロイスをここまで考えたこと無いですよ？（笑）

ＧＭ：ふっふっふ、そういうシナリオだからな（笑）。

隼人：…………ううううううう、どうしよう。

聖音：（いろいろ計算をして）ここはエンゲージを離り脱だつするのがいい。

隼人：……そのこころは？

聖音：ここで目の前のヤツを攻撃しても、次のラウンドにロゼッタの行動が早いので、エンゲージの攻撃を受けるかもしれない。それに、ここで離脱してもイサムのイニシアティブが早いから、そこでこの白兵部隊を倒せる可か能のう性せいがある。

隼人：なるほど……。わかった、ここは離脱しよう！

ＧＭ：了りよう解かい！　じゃあ次のラウンドだ！




◆第２ラウンド

ＧＭ：では第２ラウンド。……最初はイサムから。




[image: ]




聖音：イサム、頼むよ！

イサム：まかせろ！　じゃあ……。

ＧＭ：おっと！　ここでロゼッタが《時間凍とう結けつ》を使用！　割わり込こんで行動する。イサムがギターに手をかけた瞬間、まるでロゼッタが早送りをかけたように急速に動く！

隼人：げ！

ＧＭ：隼人以外の後ろに攻撃！　ロゼッタの生みだした銀の球体が四つに展てん開かいして、高重力場の見えない弾丸を生み出す！　ヘリコプターを落としたのと同じ力がキミたちを襲おそうぞ！

一同：げえええええええ！

ＧＭ：……ダイス走ったぞ！　達成値は73だ！

隼人：俺から見れば、突とつ然ぜん背はい後ごが闇やみに包まれたように見えるんだろうな。

イサム・聖音：……失敗！

椿：カバーリング！　イサムを！

イサム：先せん輩ぱい……、すいません。

ＧＭ：ダメージは67点！

聖音：余よ裕ゆうで消し飛ぶな。……タイタスを使用するよ。

椿：同じく。……もうこれでタイタス三個こ目め。余裕は全然ない。

ＧＭ：だが、この攻撃で倒せなかったのを見て、「……しぶといわね。驚おどろくわ、さすがに」ほんの少し苦笑いを浮かべるロゼッタ。

イサム：これが、オレたちの底力さ……！

聖音：（皮肉げに）限げん界かいがないわけではないけどね。

椿：でも、これでお前たちを倒せる！

イサム：あらためてオレの番だな？　……椿先輩に体張はらせて、手を抜ぬくわけにはいかねえな！　……いつものヤツだ！　ＨＰを15点消費して攻撃力に！

聖音：頼むぞ！　ここでしくじると計算が狂くるう！

イサム：任まかせろ！　オレも自じ律りつ判はん定てい倍ばい振ぶり決定だ！　鳴島市の支部長に結んだタイタスを使う！　……う！　ダ、ダイスが悪い。34。

聖音：と、とにかくザコを一いつ掃そうしてくれれば……。

ＧＭ：（ダイスを振って）……ザコは全員くらった。ロゼッタは回避。ロゼッタの周りは、音の波が届とどかない。バロールの〝魔眼〟によって遮さえぎられている。……今度は《斥せき力りよく結界》を使用だ。

椿：うわ、回避用のエフェクトふたつも持ってるんだ！

ＧＭ：そりゃ、ぎりぎりまでこっちのシンドロームを明かしたくなかったから（さらり）。

隼人：そ、そこまでやるか……。

ＧＭ：当然（にやり）。

イサム：ダメージ行くぞ。……64点！　装そう甲こう無む視し！

ＧＭ：うお！　魂たましい削けずって攻撃してるな！　ギターの音が響ひびき終えると同時に、ロゼッタをのぞくふたりが倒たおれる。

イサム：あの女にダメージは行かなかったが……、役目は果たした。

隼人：よし！　よくやった！

イサム：あとはたのんます……、先輩。

椿：……任せて。

ＧＭ：じゃあ、またロゼッタの手番だ。彼女は再ふたたび芽以に指を向ける。「さあ、〝コールドブラッド〟。もう一度あなたの力を……」

聖音：待て！　ここで《時の棺ひつぎ》を使用！　芽以の判定を失敗にさせる！　このために待ってたんだ！

一同：おおおおおおおおおっ!?

聖音：再び暴ぼう走そうしようとする芽以に静かに声をかけよう。皆みな、キミのために戦っているんだ。―――キミは決してひとりじゃない。孤こ独どくじゃない。だから、キミも戦うんだ！

ＧＭ：「聖音ちゃん……」芽以はうっすらと開いた目で、聖音の方を見る。

聖音：大だい丈じよう夫ぶ。ボクたちを信じるんだ。

ＧＭ：「……うん」彼女は震ふるえながらも、ぐっと唇くちびるを嚙かんで集中する。すると、ほんの一いつ瞬しゆんだけど周囲に鳴り響いていた耳鳴りのような音が止やむ。

椿：やった！

ＧＭ：「断たち切った!?」驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべるロゼッタ。

聖音：次はボクの行動。……色々考えたが、ここは攻撃をする！　すべて組み合わせて侵しん蝕しよく率りつは[image: 140]％を超える！

ＧＭ：攻撃するのかっ！

聖音：隙すきだらけだ！　と短く叫さけんで銃じゆうを撃うつ。達たつ成せい値ちは───

ＧＭ：くっ……！　ダメだな。ここは受けるわけにはいかない。こちらも《時の棺》を使用！　重力場で、強ごう引いんに弾だん道どうをそらす。

聖音：……やられたらやり返す、か。

ＧＭ：「使える手はすべて使うだけよ」鬼き気き迫せまる表情で、ロゼッタは言う。

隼人：それはこっちだって同じだ！　俺の行動だな？　……マジになるぞ。《ライトスピード》を使う！　これなら倒たおしきれるはずだ！

ＧＭ：む、来るか。

隼人：まず一発目！　ここで当てないと意味がない。さっき変わってしまったシザーリオへのタイタスを使う！　……達成値は48！　ちょ、ちょっとつらいか？

ＧＭ：隼人の剣けんに対たい抗こうして、ロゼッタが重力の結界を張る！　……う！　42、回かい避ひ失敗だ。

一同：ふうううううううううう。

隼人：あっぶな～。じゃあダメージは52点！　ヤツを斜めに切り裂く！

ＧＭ：とりあえず倒れてはいない。……さっきのイサムの攻こう撃げきをかわしておいてよかった。

隼人：ちっ！　だが、まだだ！　二撃目の剣が飛ぶ！　侵蝕率は[image: 153]％！

イサム：うお！　またそんなに上がってるのか！

隼人：大丈夫、帰ってこれるさ！　一歩踏み込んで横なぎの剣が……達成値60で飛ぶ！

ＧＭ：こっちは……30、……40、……だめか、45。〝魔眼〟が生み出した見えない壁を突き破り、隼人の刀がロゼッタの肉体に突き刺さる！

隼人：ダメージは……60点！　さすがに死ぬだろう！

ＧＭ：うう、さすがにそれは死ぬ。

イサム：よし！

隼人：……やった！




　驚愕の表情のまま、ロゼッタが崩れゆく。

　その一刀で、隼人は確かに勝利を確信した。




　―――だが。

　その時、ロゼッタの眼が異様な輝きをおびた。




聖音：……え？

ＧＭ：《アクアウィターエ》を使用！　ＨＰわずかだが、蘇よみがえるぞ！

一同：うおおおおおおおおおおお!?

隼人：マジか！　いくつ切り札持ってやがる!?

ＧＭ：戦せん闘とう部隊のリーダーだ。そう簡かん単たんに倒せると思ってもらっちゃ困こまる！　……隼人の剣で二度体を切り裂さかれ、血まみれのまま倒れそうになるロゼッタ。だが、ぎらりと目を光らせて、強引に隼人の肩かたをつかむ！　「まだ！」

隼人：し、しぶとい……！

椿：でも、こっちだって終わってない！

隼人：頼たのむ！　椿！

ＧＭ：さあ来い！　ここで倒せなければ、確かく実じつに誰だれかジャーム化するぞ！

椿：ロゼッタが隼人をつかんだ瞬間、彼の陰かげから糸を飛ばすっ！「お前を……切り裂いてやるっ！」いつもの攻撃に《螺ら旋せん撃げき》を追加！　ロゼッタの防ぼう御ぎよ判はん定ていのクリティカル値を＋１する！
















ＧＭ：ぐあ！　そうだ、《螺旋撃》を取ってたんだっけか！　忘わすれてた！

椿：侵蝕率は[image: 131]％。ダイスは22個こ！　行けっ！　……達成値は26！〝糸〟が渦を巻き、ヤツの死角から急所を狙う！

ＧＭ：（ダイスを振ふって）うわっ！　なんか７がいっぱいある！　……でもクリティカルじゃないんだよなあ！

隼人：《螺旋撃》バンザイ！（笑）

ＧＭ：……達成値は23か。回避失敗。

イサム：おおおお、さすが切り札。

椿：問題はダメージか……。あ、こっちは出目がいい！　トータルで34点！

ＧＭ：……む、むむむむむ。

隼人：どうだ!?

ＧＭ：こ、こっちのＨＰは―――21点。……復ふつ活かつ系けいのエフェクトもない。

一同：やったああああああああああっ！

椿：あぶなかった――――――っ！

ＧＭ：隼人の影から糸が滑すべり込むようにロゼッタを襲おそう！　とっさに反はん応のうして、後ろに飛ぶロゼッタ。―――だが、彼女の動きより一いつ瞬しゆん速く、糸はロゼッタの胸むねを貫つらぬいた。

椿：……静かに糸を引き抜ぬきます。

ＧＭ：人形のように、ロゼッタは崩くずれ落ちる。だが、彼女は再ふたたび笑えみを浮うかべる。「……負けちゃった」

隼人：…………。

ＧＭ：「でも……、まだすべてが終わったわけじゃない」

椿：……芽以ちゃんの、こと？

ＧＭ：「そうよ」……ロゼッタはチラリと芽以を見る。「まだ、あの子を背せ負おうのが終わったわけじゃ、ないものね？」そう言って、一瞬笑みが深くなり―――ロゼッタはどさり、と倒れる。

隼人：……恐おそろしい相手だった。

イサム：でも、オレたちは勝った。

聖音：あとは―――彼女だけだ。




　皆みなの視し線せんが芽以に集中する。

　芽以は、まだ小さく震ふるえながらうずくまっている。




　キィィィィィィィィィン!!

　再び耳鳴りのような鋭するどい金きん属ぞく音おんがあたりを満たす。




　また───暴ぼう走そうがはじまろうとしていた。




椿：芽以ちゃん！　……彼女に駆かけ寄よる！

ＧＭ：芽以はすがるような目で椿を見る。だが、彼女はこう言う。「来ないで……、来ないでください……」

椿：……っ！




　芽以から発せられる拒きよ絶ぜつの言葉。

　だがそれにもかかわらず、椿は彼女の前に座すわり、芽以の瞳を見つめた。




椿：（静かな声で）……芽以ちゃん、あなたに言わなきゃならないことがあるの。

ＧＭ：「…………？」自分の肩を抱だきしめるような形で震えていた芽以の顔が、椿に向く。

椿：私は……あなたの気持ち、ちょっとわかってた。




　ほんの少し、ほんの少しだけ、芽以の瞳ひとみが揺ゆれた。




椿：私も昔、なんでもひとりでやらなきゃって思ってた。人に迷めい惑わくをかけることなんてできないって思ってた。―――人を傷きずつけるのも、自分が傷つけられるのもいやだったから。




　それはチルドレンとしての偽いつわらざる記き憶おく。

　過去の椿の偽らざる想い。




ＧＭ：芽以が、震えながら言う。「じゃあ、今は……？」

椿：今は、気が付いたから。……ひとりですべてをやろうとしても、後こう悔かいばかりするって。辛つらいことに耐たえても、悲しいことを忘わすれても、それは全部ひとりだけ。楽しいことも、嬉うれしいことも、私の中にしか無い。―――心は寒くなっていくだけだって。




　それはほんのちょっとしたことで気づいた事実。

　それを───自分にも人とのつながりがあるのだと教えてくれたのは、厳きびしくも優やさしい大人たちだった。




椿：芽以ちゃん……。あなたは傷つくのが、傷つけられるのが辛くて、疵きずをひとりで抱えてきた。―――でもね、そんなあなたにも人とのつながりはあるの。




　芽以の目に、彼女を見守る隼人の、イサムの、聖音の顔が映る。




椿：だから、こっちにおいで？　……大だい丈じよう夫ぶ、みんながあなたを支ささえてくれる。―――〝柚木芽以〟という仮か面めんでもなく、〝コールドブラッド〟という力でもない、本当のあなたを。




　椿の言葉は、ゆっくりと芽以にしみこんでいく。

　長い、長い沈ちん黙もくの後、芽以は口を開いた。




「先せん輩ぱい……。ホントは―――もう、ひとりでいるの、辛いんです」




　それは彼女のはじめての心の声。

　椿はゆっくりとうなずき、優しく言った。




「大丈夫。……あなたはひとりじゃないから」




　芽以の顔がくしゃりと歪ゆがみ、涙なみだがこぼれる。

　椿にしがみつきながら、彼女は泣きじゃくった。




　耳鳴りはすでに消えていた。




　五人の姿を、柔らかい光が照らす。

　いつの間にか、夜は明けていた―――。






《命の盾》　小動物や虫などを呼び寄せて、攻撃をそらすソラリスのエフェクト。

《斥力結界》　自分と反発する方向の力を作り、攻撃を回避するバロールのエフェクト。

《黒星招来》　巨大な重力場を使用して、攻撃を飲み込むバロールのエフェクト。

バロールの〝魔眼〟　バロールのオーヴァードは、それぞれに固有の〝魔眼〟と呼ばれる球体を操ることで重力を操作する。

《アクアウィターエ》　死から蘇る薬物を精製するソラリスのエフェクト。














ENDING PHASE






ＧＭ：それではエンディングだ！

椿：ほ、ほんとに戻って来られないかと思った。

隼人：今回も危なかったあああああああああっ！

ＧＭ：はっはっは、みなさん生還おめでとうございます（笑）。

イサム：これでもかってくらいタイタスにされたからなあ。……全員ジャーム化を免れたのが奇跡みたいだ。

聖音：自律判定でダイス三個とか、四個が基本だったからね。

ＧＭ：そういうシナリオだったんですよ。……その分スリルもあって面白かったでしょ？

隼人：ええ、そりゃもう（笑）。

イサム：でも、結局柚木はどうなったんだ？　暴走は止まったけど……。

聖音：ああ、その顚てん末まつは聞きたいね。

ＧＭ：ふっふっふ、ここで最後の仕掛けが発動するのですよ。

隼人：うお！　まだ何か仕掛けがあったのか！

ＧＭ：実は、芽以のシンドロームはソラリスじゃなくて、ハヌマーンのピュアブリードなんだよ。……あの耳鳴りのような音はその演出。

イサム：え？　でも、確かに調べた時にはソラリスって……。

椿：……あ！　もしかして、Ｄロイスの〝複製体〟!?




　複製体は、自分が誰かの複製であることをあらわすＤロイス。

　効果は―――自身のシンドローム以外のエフェクトをひとつ取得できる。




ＧＭ：（にやり）……そう。〝コールドブラッド〟の力はその効果で取得したエフェクトだったんだ。そして、そのＤロイスはキミたちがオリジナルであるロゼッタを倒し、彼女のトラウマを解消したから―――。

隼人：そうか！　Ｄロイスが昇華されるのか！

ＧＭ：その通り。……その結果、Ｄロイスの効果で取得したエフェクトは消去される。

イサム：だからもう狙われる理由は無いってことか！

椿：すごい！　考えられている！

聖音：……よくここまで考えたね（笑）。

ＧＭ：いやいや、仕掛けをすべて使い切ったのは、そっちの動き方がよかったからですよ。……用意した中でも、最高のエンディングです。







◆Ending 01◆再ふたたび、日常の護り手に


Scene Player―――高崎隼人






　戦いの後、隼人と椿はヒカルたちの協力を得て、〝コールドブラッド〟柚木芽以に関する完全な資し料りようを用意した。




　あとはこれをＵＧＮ上じよう層そう部ぶにたたきつけるだけ。

　そうすれば―――本当に芽以を狙うものはいなくなる。




ＧＭ：では、最初のシーンはチルドレン組。

隼人：はっ！　ＵＧＮに結果を突つきつけに行くぜ！

ＧＭ：了りよう解かい。……さっき言った事実は、ヒカルたちの協力で立りつ証しようされたものと思ってくれ。

椿：これで……、本当に芽以ちゃんを解放してあげられる。

隼人：そしてあの藤崎に一ひと泡あわ吹ふかせてやれる！（笑）

椿：……やれやれ。と言って、困こまったように笑います。

ＧＭ：では、新しいコードを使用して通信機を付けると、そこにはいつかとまったく同じ形で、鉄面皮の藤崎が映うつし出される。「……キミたちか」

隼人：（胸をそらして）さあ！　俺たちの結果を聞くがいい！　もっとも、大宙ヒカル支し部ぶ長ちようから報ほう告こくがいっていると思いますがね！

椿：私も、一連の報告をします。

隼人：敵てきは倒した！　能のう力りよくも無くなった！

椿：……これで、柚木芽以を処分する理由はないはずです。

ＧＭ：「…………」藤崎は黙だまったままそれを聞いている。

隼人：ついでに言えば、柚木芽以は俺たちと同じく、能力の制せい御ぎよもできるようになった。さあ、……これでもまだ、文もん句くが付けられるかい？

椿：…………。今日はつっこまないであげよう（笑）。

ＧＭ：キミたちが黙った後、彼は表ひよう情じようを変えずに言う。「キミたちの報告は受け取った。柚木芽以の処しよ遇ぐうに関しては、今後日本支部長である霧谷雄吾に任まかされることになるだろう」

隼人：……ま、そりゃ妥だ当とうなところだな。

ＧＭ：「任にん務むご苦労だった。……柚木芽以の護ご衛えい任務はこれで終了になる」そう言って、彼は沈ちん黙もくする。

隼人：あれ……？

椿：それ、だけ？

ＧＭ：「…………何か他ほかに言いたいことがあるのか？」

隼人：いや……、そのー、俺らＵＧＮをクビになったわけで……。

ＧＭ：「クビのままにして欲ほしいというのであれば、そのとおりにするが」

隼人：え……？

椿：いえ、戻もどります！　戻れるならば是ぜ非ひ。

ＧＭ：「よろしい。……なおキミたちには査さ問もん会かいが用意されている。明後日に日本支部へ出頭するように」

隼人：うぇっ!?　おい、そんな急な―――

ＧＭ：「通達は以上だ」……そう言い残して、通信は切れる。

隼人：…………。

椿：…………。

隼人：あんのやろおおおおおおおおおおおおっ！　逃にげやがったな！（笑）

椿：（苦く笑しようしながら）仮かりにも上司に、その言い方はないでしょう？

隼人：いいんだよ、あんなやつ！（笑）

ＧＭ：―――騒さわぐ隼人の背はい後ごで、再びモニターの電でん源げんが付く。

隼人：あ!?　（すごい形相でふりむく）

ＧＭ：そこには、久ひさしぶりに見る霧谷雄吾の顔が。

椿：あ。

ＧＭ：彼はキミたちを確かく認にんすると、こう言う。「しばらくの間留る守すにして、すいませんでした。……いろいろと苦労をしたことと思います」

隼人：苦労っつーか、なんつーか。……まあ大変でしたよ。

ＧＭ：「事じ件けんが解かい決けつしたことにより、私も無事復ふつ帰きできました。……ありがとうございます」

椿：霧谷さんも―――無事で何よりです。

ＧＭ：「それから……」ちょっと霧谷は口ごもる。「無理かもしれませんが……、あまり藤崎さんのことを悪く思わないでください」困ったように笑って、そう言う霧谷。

隼人：……え？

ＧＭ：「多少強ごう引いんなやりかたではありますが、彼の方ほう針しんもまたＵＧＮとして正しいものなのです。少なくとも[image: 100]％非ひ難なんできるものではありません」

椿：…………。

ＧＭ：「切り捨すてる決けつ断だんが少し早いところはありますが、彼は彼なりにこの世界を保たもとうとしていたのです。……そこは理解してあげてください」

隼人：……まあ、霧谷さんがそう言うなら。

椿：わかりました。―――努力します。

ＧＭ：「それから、査問会の件ですが」

隼人：あ、はい。

ＧＭ：「それほど厳きびしい措そ置ちにはなりません。……我われ々われも大体の事情は理解していますし、あなたたちを処しよ罰ばつしないよう嘆たん願がん書しよも出ています。大宙ヒカル支部長からね」

椿：……心の中で、支部長に感かん謝しやしよう。

ＧＭ：霧谷はここで真しん剣けんな顔になる。「ですが、あなたたちが本部命令に背そむいてしまったのは事実です。……あなたたちがこの鳴島市に留とどまることはできません」

隼人：…………。

ＧＭ：「そしてまた、柚木芽以さんも。……彼女にはＵＧＮの研修、その他を受けてもらう必要があります。そう遠くない内に鳴島市を離れてもらうことになるでしょう」

椿：…………。

ＧＭ：「明日、この市を離はなれれば、あなたたちがここに戻ってくることはおそらくないでしょう。……そこは覚かく悟ごしてください」




　霧谷はそう言って通信を終えた。




　半ば覚悟していたことではある。

　いつまでもここに留まってはいられない、ということは。







◆Ending 02◆再さい会かいを誓ちかって


Scene Player―――玉野椿






　その日は雲ひとつ無い青空が広がっていた。




　今日は椿たちが鳴島市を去る日。

　―――別れの日だ。




ＧＭ：では、次のシーン。……今、寮りようの前に芽以を含ふくむ全員が立っている。隼人と椿の手には大きな荷物が握にぎられている。

聖音：こんなに急に転校しなきゃいけないなんて、先せん輩ぱいたちも大変ですね……。とつぶやく。

椿：ああっ！　久しぶりな表の聖音ちゃん！（笑）

聖音：今回はずーっと裏うらだったからねえ（笑）。

隼人：ま……、仕方がないさ。いつかは来ることだったしな。

ＧＭ：芽以はぼそりとつぶやく。「こんな急じゃなくても……」

イサム：そうだよな。……まだまだ楽しくやれると思ったのに。

聖音：でも、出会いもあれば別れもあるって言うし。……また会えるよ。

ＧＭ：「うん。……でも」芽以はちょっと悲しそうに言う。「……寂さびしいな」




　その言葉は風にながれて、空に消えていった。




イサム：…………。

聖音：…………。

隼人：二度と会えないわけじゃない。―――悲しい別れじゃないんだ。

ＧＭ：「そうですね……。私も、いつかはここを出るんだし。ちゃんと笑ってさよならしないとダメですよね」芽以は顔を上げて言う。

椿：芽以ちゃんなら大だい丈じよう夫ぶ。……もう、やっていけるでしょう？

ＧＭ：「―――はい！」




　その顔に前のような影かげはない。

　本当の意味で、彼女は解放されたのだ。




イサム：椿先輩、ありがとうございました。……柚木はオレだけじゃ救えなかった。

椿：（首を振って）ううん、私だけでもやっぱり救えなかった。―――みんながいたからよ。

隼人：でもお前、柚木のことは―――。

イサム：聞いたっす。……近いうちにココを離れるって。

椿：…………。

イサム：ちょっと離れちゃうかもしれないけど。……オレはすぐあいつの後を追いかけますよ！　ギターさえあれば、なんだってできるんすから！




「まかしてくださいよ！」

　そう言うイサムの顔は、いつもより少しだけ大人びて見えた。




聖音：先輩たちも元気で～、と言って右手を差し出します。

椿：うん、聖音ちゃんもね。……じゃあ私も右手を―――。

聖音：その時、顔の表ひよう情じようがガラリと変わってこう言う。―――『ヴェローナの二紳しん士し』曰いわく、真実は行こう為いで示しめされ、それに飾かざる言葉は無い……、というわけだね。

隼人：うっ……。

聖音：ありがとう。……これでボクもまた、次の場所に行ける。

隼人：じゃあ……、ここには残らないのか。

聖音：ボクにはボクの使命があるからね。……また、運がよければ戦場で会うこともあるさ。

椿：うん、その時を楽しみに。

聖音：それだけ言うと元に戻もどって、隼人にも握あく手しゆを求める。……隼人先輩も、体に気をつけてくださいねー。

隼人：まったくコイツは……（笑）。




　日にち常じようと非ひ日常の顔を持つ少女は、明るく言った。

「私たちのこと、忘れないでくださいね！」




ＧＭ：そして芽以が言う。「先輩たちは―――、まだお仕事を続けるんですか？」

椿：うん。……それが私の道だもの。

隼人：俺もな。

ＧＭ：「じゃあ―――」




「いつか先輩たちのお手伝いができるように。私もがんばります」




　ほんの少し、瞳ひとみはぬれていたけれど。

　芽以はまっすぐに隼人と椿を見つめて、言った。

　―――精せい一いつ杯ぱいに胸むねを張はって。




隼人：……元気でな。それが一番だ。

椿：いつでも待ってるよ。芽以ちゃんがやってくるのを。




　ここから───皆それぞれの道を歩き出す。

　そして、椿が最後の言葉を口にした。




「またいつか。どこかで―――」




　少し暖あたたかい風がほおをなでる。

　三人に見送られて、隼人と椿は鳴島市を去っていく。




　振り向けば、桜さくらの花が風に吹ふかれているのが見えた。

　その優やさしい色を見つめながら、椿は思う。

　―――ここに来てよかった、と。




　大切なものが増ふえた。




　それを嚙かみしめて、少女たちはまた一歩を踏ふみ出した。

　かけがえのないものを守る、戦いの日々へ―――。
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あとがき






　人間が成長する時、そこには必ず物語があります。

　それは、人の成長には必ず物語が必要だ、とも言えます。




　なぜならば、人は何かにぶつかり、悩なやみ、そして苦しみ抜いた末の決断が無ければ、心の成長ができない生き物だからです。

　きっとこの本を手に取ったあなたにも、無数の物語があると思います。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　こんにちは。初めての方ははじめまして。

　この本の著ちよ者しや、矢野俊策と申します。本書を手にとっていただき、ありがとうございます。




　私は、いわゆる少年マンガが大好きです。

　唐突に何だと思われるかもしれませんが、冒ぼう頭とうで書いた〝成長〟の話です。

　主人公が事じ件けんに遭そう遇ぐうし、葛かつ藤とうし、それを乗のり越こえ成長していく。〝人間的な成長〟は少年マンガの王道とも言えるテーマです。

　そして、この『残ざん酷こくな人にん形ぎよう』もその〝成長〟をテーマにしたリプレイです。

　これは少年マンガ好きの私が是ぜ非ひやっておきたいネタであり、『ダブルクロス』が少年・少女に焦点の当たりやすいゲームでもあるため、避さけて通れないテーマでもありました。

　もちろん〝人間の成長〟というテーマは、古今東西のあらゆる物語のモチーフとして使われていることを追記しておきます。




　さて、少し話題を変えましょう。

　前巻、『偽いつわりの仮か面めん』のあとがきでも少し言った通り、この〝ダブルクロス・リプレイ・オリジン〟はもともとシリーズ化するかどうかが不ふ透とう明めいな企画でした。

　しかし、この本が存在することでわかるとおり、皆さんのご支援の結果、続ぞつ巻かんを出すことができました。本当にありがとうございます。

　また、第三巻も企画されております。これが実現できるかどうかは再ふたたび読者の皆さんのご支援がいただけるかどうかにかかっています。もともと三巻構こう成せいで考えている企画でもありますので、どうかよろしくおねがいします。

　……ちなみに。

　編へん集しゆうさんには気に入っていただけたらしく、「できたら四巻以降もやろう」と言われていたりもします。もちろん、実じつ現げんするかどうかはわかりませんが……。できればよいなあと想像する日々でもあります。重ねてよろしくお願いいたします。




　では、前回に引き続き本編のネタバレを少し。




　　　　＊　　　＊　　　＊




◆ＧＭとして

　今回のシナリオで絶ぜつ対たいに満たさなければならない条件はふたつありました。

　ひとつはステージを切り替えること。

　もうひとつはＰＣを一部入れ替えること。

　どちらも『ダブルクロス』としてはあまりやったことのない形式です。

　ですが、シナリオを考えている内に、これは逆にやりやすいのではないかと思い始めてきました。




　ひとつのステージを使用し続けていれば、いろいろと愛着がわいてきますが、その分制限がかかってきます。シナリオごとに設せつ定ていが増ふえていくので、当たり前と言えば当たり前です。

　ですが、新しいステージを作つくるのであれば、そのシナリオに適てきした状じよう態たいをある程てい度ど最初からＧＭがステージに組みこむことが可か能のうなのです。




　これに気づいた時、私の中でひとつのテーマが浮かんできました。

　ＵＧＮからチルドレンたちが独立する、これが今回のテーマとなりました。




◆シナリオ１

　さて、最初のシナリオです。

　本編をお読みいただいた方にはわかると思いますが、まずＧＭである私が用意したことは〝ＵＧＮ支部を壊滅させること〟でした。




　これでチルドレンである椿たちはバックアップを受けられない状態になりました。

　この状態でＰＣはヒロインを護らなければなりません。

　さらに、新しん規きキャラクターも最大で高校生までと指定する（ハンドアウトのワークス欄らんを利用しました）ことによって、〝自分たちが責任を取らなければならない〟という状態を作り出しました。

　一巻で大人に引っ張られる立場だったチルドレンを、今度は自分たちが年少組を引っ張る立場に変化させたわけです。




　シナリオの進行は本編を見ての通りです。

　プレイヤーの協力により、大きな問題もなく、うまく進行できました。




　ただし。

　実はＰＬ大畑による隼人と、ＰＬかわたなによる新キャラクターでヒロインの取り合いをさせようと思ったら、出てきたキャラクターがイサムだったので、そんな要素がこれっぽっちも出せなかったりとか。

　うまく進行できたのはいいものの、やっぱり聖音の演出はすれすれで、ともすればシナリオが暴走しそうになるところを悠羅さんの技量で押し込めるとか、水面下での問題は色々ありました。

　……毎度毎度こんなのばかりです（泣）。

　なお、付け足しになりますが、聖音の引用しているシェイクスピアの言葉はすべて小田島雄志の訳であることを記しておきます。




◆シナリオ２

　実は、今回でやりたかったことはほとんどすべてこのシナリオに集約されます。

　対立する友情と任にん務む。ＵＧＮからの独立を決意するＰＣたち。孤こ立りつした状じよう況きようからの逆転。

　この流れが本書のクライマックスだと言っても過か言ごんではありません。




　ここで焦点が当たったのがＵＧチルドレンの片割れである椿でした。

　もともと優等生なチルドレンだった椿は、それゆえに情じよう愛あいに薄うすい、冷たい部分のあるキャラクターです。そのため、ＵＧＮから切り離される時の壁かべは大きく、大いに葛かつ藤とうしてくれました。

　まさに、今回の主人公としてふさわしい動きをしてくれたと感じています。




　なお、このシナリオの動き方としては敵てきボスであるロゼッタを倒しにいくパターンと、そしてそのまま街から脱出するパターンがありました。

　もっとも難なん易い度どが高いのがこちらから倒しにいくパターン。これが本編で隼人の機き転てんにより実行されることになりました。

　街からの脱出の場合は、ＦＨからの追っ手を振り切って、信頼できる相手に芽以を託すという状況になる予定でした。ただし、この場合はロゼッタを倒せていないので芽以のＤロイスは昇しよ華うかせず、まだまだ狙ねらわれる可能性があるという状態になっていたでしょう。




　そういう意味でも、プレイヤーたちは想定される中でもっともよいエンディングにたどり着いたと言えます。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　それでは最後に、関係した方々に感かん謝しやの言葉を。

　まずは、セッションをおおいに盛り上げてもらったプレイヤーに感謝を。今回はとにかくヒロインを交えた人間関係が面おも白しろくなりました。ありがとうございます。

　それから、シナリオ製作、デザイン、イラストなどでこの本の製作に携わったスタッフの全員に感謝を。前巻に引き続き、ありがとうございました。




　そしてこの本を手にとってくださった皆さんに。

　本当にありがとうございました。―――また、よろしくお願いいたします。





二〇〇五年九月二〇日　矢野　俊策
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